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角川ビーンズ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




　東方妖遊記　神々の箱庭にて







少年王と東岳大帝


少年王と戦いの女神


少年王、崑こん崙ろんへ行く


あとがき


東方妖遊紀行
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　人の魂たましいは、死後、必ず泰たい山ざんに還かえる。





　泰山は中原で最も尊い山である。古いにしえの王たちは、この世を平らげた時、泰山の頂にて天を祭り、泰山のふもと蒿こう里り山さんにて地を祭ったという。


　また、泰山には、死者の世界すなわち黄泉よみに通じる入り口があり、人の生と死を司つかさどる神が住まっていた。その神は金の篋はこに入った玉の策ふだを持ち、それには人の年ねん寿じゆの長短が記されているという。


　人はその神を泰山府ふ君くんあるいは東とう岳がく大たい帝ていと呼んでいた。





　　　　一




「王都だなんてとんでもない！　まして朝礼だなんて。可愛かわいい晄こうちゃんが、王族や貴族、諸しよ侯こうの目に留まって、お小こ姓しように召めし上げられたらどうするんです!?」


　いつもは切れ長の眼めを細め、ほんわりと穏おだやかに笑っている舜しゆんが、端たん整せいな眉まゆを吊つり上げた。


「そんなことにならぬよう、晄は私が守る。第一、晏あん仲ちゆう殿どのの招きなのだぞ。殷いんの名宰さい相しようが、晄に会いたいと言っているのだ。この名めい誉よを断れるか！」


　負けじと言い返すのは、若わか獅じ子しを思わせる凜り々りしい美び丈じよう夫ふ──楓ふう牙がである。


「喧けん嘩かは止やめてよ～。舜しゆん兄にいも、楓牙も──。それに、可愛いって言われても、俺、嬉うれしくないから」


　晄は、困って二人の間に入った。


　舜と楓牙ははたと晄に目を移す。幼さを残す大きな黒い瞳ひとみには心の優やさしさが滲にじみ出ていて、くっきりとした眉には意志の強さが表れている。そして、ちょっぴり尖とがらせた唇くちびるは、子どもらしい元気さが溢あふれていた。客観的にどうかということは別にして、少なくとも、二人の目には晄はそう映っていた。


「「可愛いものは可愛い！」」


　二人は口をそろえてきっぱりと宣言した。


「…………わかった。続けて──」


　晄はがっくりと肩かたを落として、引き下がった。


　暮れも押し迫せまったある日のことである。


　楓牙が、従者の累るい焰えんを伴ともなって、晄の家を訪おとずれた。


　新年の初めての満月の早朝、各かく邑ゆうの領主や諸侯、周しゆうや召しようなど近きん隣りんの国の使節が王都に集まり、朝礼を行うのだそうだ。もちろん、亳はく邑ゆう領主であり王の弟でもある楓牙は参朝する。その朝礼に、楓牙は晄を誘さそいに来たのだ。


　晄は、今年の秋、炎えん招しよう戈かの使い手となって水すい妖よう化か蛇だを従えた褒ほう美びに、田でんという小領主の地位を賜たまわっていた。朝礼に参列するほどの身分ではないが、この冬に、三つの邑むらを滅ほろぼした妖あやかしを退治したことを知った殷の宰相、曹そう晏仲が、特別に晄を朝礼に参列させたいと、楓牙のところに使いを寄こしたのだ。


　しかし、晄の王都行きに反対する舜と、どうしても晄を王都に連れて行きたい楓牙が、大人げない舌ぜつ戦せんを始めてしまったのである。


「気が合いそうなのに、なんで、仲が悪いのかなー」


　ギャイギャイと言い合う兄と王子を横目で見ながら、晄は、囲い炉ろ裏り端ばたにどっかりと腰こしを下ろした。


『本当は仲がいいのだ。口くち喧げん嘩かを楽しんでいるだけであろう。放ほうっておけ』


　晄の左ひだり腕うでに巻きついた銀の小こ蛇へびが言った。水妖化蛇族の王、汪おう李りである。


『舜は、本気で晄がお小姓に召し上げられることを心配しているのだろうか？』


　小馬に変へん化げした煒い白はくは首を傾かしげる。彼の本ほん性しようは平へい圃ほという天の園そのを護まもる神妖、駮はくで、三つの邑を滅ぼした妖というのは、実はこの煒白のことである。実際には、煒白は罪の償つぐないのために呪じゆ詛そを解いてくれた晄とともに生きる決意をしたのだが、表向きは退治されたことになっていた。


「お二人とも、晄殿を独ひとり占じめなさりたいのですよ」


　累焰はクスクス笑う。彼は楓牙の腹心の占せん術じゆつ師しである。常に、光ひかり輝かがやく太陽のような楓牙の傍かたわらにひっそりと控ひかえているせいか、累焰の落ち着いた雰ふん囲い気きの美び貌ぼうは、楓牙の影かげを連想させた。


　そこへ晄の姉、莉り由ゆうが、觥さかずきを盆ぼんに載のせてやって来た。


　舜と楓牙の言い合いがぴたりと止まった。楓牙がどぎまぎした様子で、莉由に視線を注ぐ。


　莉由は、ふっくらとした小さな薄うす桃もも色いろの唇に、舜によく似た細い鼻び梁りようと切れ長の眼をした相当な美人である。


「邪じや魔まをしている。今日は、晄を新年の朝礼に誘いに来たのだ」


　楓牙は、微かすかに頰ほおを染めて莉由に微笑ほほえみかけた。


「どーぞ」


　しかし、莉由はにこりともせず、楓牙と累焰の前に觥を置くと、さっさと別室に引き取ってしまう。彼女は、兄以外の成人男性を五尺以内に近寄らせないほどの男おとこ嫌ぎらいなのだ。


　楓牙は、名残なごり惜おしそうに莉由の背を見送っていたが、やがてポンと手を打つ。


「王城前では市も立つ。そうだ、莉由も一いつ緒しよに王都へ──」


「そんな下心があったんですかっ!!」


　舜が、もの凄すごい剣けん幕まくで怒ど鳴なり、二人は再び言い合いを始めた。


「へぇ。市が立つの」


「新年の王都の市は特別でございますよ。外とつ国からも朝ちよう貢こうに訪れ、それに伴って珍めずらしい品々が取引されまする」


　折せつ衝しようは兄と王子に任せることにして、晄は累焰と雑談する。


　朝礼が終わると、各地から集まってきた商人たちが王城前の広場で取引を始め、その間、王城では、祭さい祀しの時に捧ささげられた肉が近臣に分けられ、天てん帝ていの恵めぐみを授さずかるという。


「賑にぎやかだろうねー。行ってみたいな」


「はい、それはもう」


　などと言っているうちに、折り合いがついたようだ。


「僕と莉由ちゃんも王都へ行きます。晄ちゃんは朝礼には参列させません。晏仲様には後でこっそり会っていただきます。路銀も、市で購あがなうお代も、とにかく必要経費は、すべて王子様が出してくださいね」


「もちろんだ。王都にいる間は、私と一緒に、お前たちも私の遠とお縁えんの者の家で過ごすがいい。そこには可愛い小さな姫ひめがいるから、その者たちが晄の可愛さによろめく心配はないだろう」


　ゼーハーと荒あらい息をつきながら、どちらも勝ち誇ほこったような顔をしていた。
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「あれが泰山だ」


　馬上の楓牙が北の空を指差した。朱しゆに色を変え始めた空を背景に、険しい山の稜りよう線せんが黒く浮うき上がっている。


　亳邑を出てからおよそひと月、晄たちが黄河の下流、泰山の南に位置する王都奄えんに到とう着ちやくしたのは、年が明けて十日余り経たった夕暮れのことだった。


「泰山かー。王都へ来たんだなーって実感するねー」


　晄も馬車から山を仰あおぎ見る。晄たち三兄弟を乗せた馬車を引くのは、馬に変化した煒白だ。晄たちの後ろには、亳邑の歩兵と王への献けん上じよう品を積んだ荷馬車が続いている。


「晄ちゃん、油断してはいけませんよ。変なおじさんに声をかけられても、ついて行ってはだめですよ」


　舜はせわしなく辺りを見回す。旅の間中、晄に危険が迫らないか警けい戒かいし続けていた舜だが、王都に着いたらいっそうそれがひどくなったようだ。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、小さい子じゃあるまいし──。ね、ね、せっかく王都に来たんだから、みんなであちこち見て回ろうよ。見所ってやっぱ泰山？　庶しよ人じんが登ってもいいの？」


　晄は初めての王都にわくわくする。小さい頃ころから、父や兄の仕事の都合で頻ひん繁ぱんに住まいを替かえていたが、これまで王都に来たことはないのだ。


「登れないことはないが、日の出前から登り始めても、頂上に着くのは夕刻になってしまうそうだ。ふもとに東岳大帝と、天てん仙せん聖せい母ぼ碧へき霞か元げん君くんの社があるから、明日にでもみなで詣もうでないか？」


　楓牙は言った。


「天仙聖母……なに？」


「天仙聖母碧霞元君。別名、天仙娘じよう娘じよう。東岳大帝の娘と言われる女め神がみだ。商売繁はん盛じよう、家内安全、様々な御ご利り益やくがあるのだが、何と言っても、その──」


　なぜかそこで、楓牙は頰を赤らめて口ごもる。


「恋れん愛あいと出産を司つかさどる女神として有名なのでございますよ」


　代わりに答えたのは累焰だった。


「楓牙が安産祈き願がんしてどうするの」


　晄は笑ったが、楓牙は赤面したまま答えなかった。


　外城の西門をくぐり、大路をしばらく進むと、大路を横切る行列に出くわした。


「お葬そう式しき？」


　貴族の葬そう列れつなのだろう。大勢の武人や奴ぬ婢ひを伴い、遺族らしき人たちは、裘かわごろもの上に、飾かざりのない白い単袿ひとえのうちぎをはおり、麻あさの帯を締しめて、麻の紐ひもを首にかけている。髪かみは結ゆわずにやはり麻の巾きんで括くくっている。


　晄たちが歩みを止めて、長いその行列が通り過ぎるのを待っていると、家人らしき男が慌あわててやって来て、楓牙に拝礼した。


「亳邑の楓牙王子様とは存ぜず、御ご無礼をいたしました。ただ今葬列を止めますので、どうか先にお通りくださいませ」


「いや、急いでいるわけではないのだ。気にせず通るがよい」


　楓牙は答え、ふと、葬列に従う武人が掲かかげている旗印に目を留める。


「あの紋もんは、董くん氏の──。亡なくなったのはどなたなのだ？」


「当主の孫まご嫁よめにあたられる、璦あい佳か様にございます」


「璦佳殿どの──？　昨年輿こし入いれされたばかりではなかったか？　懐かい妊にんされたと聞いていたが」


「それが、お産でお亡くなりに……。まだお若うございましたのに」


　家人はひどく暗い顔だった。


「亡くなった人って、楓牙の知り合いなの？」


　その家人が行ってしまうと、晄は尋たずねた。


「璦佳殿に直接会ったことはないが、董氏は私の父、先々王祖そ丁ていの正せい妃ひを出した氏族なのだ。あとで悔くやみに参らねばならんな」


「つまり今の王様や、楓牙のお兄さんたちのお母さんの実家の人ってこと？」


　楓牙は、現王陽よう甲こうと母親の違ちがう兄弟で、陽甲は嫡ちやく子しだが楓牙は妾しよう妃ひの子なのだ。


「出産の女神様、天仙娘娘のお膝ひざ元もとなのに、お産で亡くなるなんて……」


　葬列を目で追いながら、莉由が浅い溜ため息をついた。


「天仙娘娘に、できないことはないと聞きますけどねぇ」


　舜も気の毒そうだ。


「赤ちゃん、どうなったんだろ？」


　お産で亡くなる人の話は、晄もよく耳にする。赤子も一緒に亡くなる場合もあれば、赤子は無事に生き延びることもあるという。


（無事だといいんだけど……。でも、生きてたとしても、お母さんがいないなんて、それも可か哀わい想そうだ……）


　晄には両親がいない。五年前、魔ま法ほうの鼎かなえを狙ねらう呪じゆ術じゆつ師しに呪殺されたのだ。晄は、父母が亡くなった時のことをよく憶おぼえていない。心に受けた衝しよう撃げきが大き過ぎたせいか、すっぽりと記き憶おくから抜ぬけ落ちてしまったのだ。その心の傷が原因で、黄河の神、河か伯はくの加護があるにもかかわらず、晄は父母にかけられたものと同じ呪じゆ詛そにかかり、危あやうく命を落とすところだったと聞く。


（璦佳様も、心残りだっただろうに……）


　後に聞いた話によると、父母は死の間ま際ぎわまで晄のことを気にかけていたという。


（父さん、母さん……）


　優やさしく頼たのもしかった父と、明るく元気だった母の笑え顔がおを思い出し、晄はひどく切なくなった。








「立派なお屋や敷しきだね」


　楓牙が王都に滞たい在ざいする時にいつも宿にしているという館やかたは、王城の北側、貴族の屋敷が軒のきを連ねる通りの東とう端たんにあった。城かと思うほど、豪ごう壮そうな館に晄は目を瞠みはったが、王都の貴族の館の中では、これでも小さい方なのだという。


「母方のまた従兄弟いとこの家なのだ。気き兼がねがなくてよい」


　異腹とはいえ王の弟である楓牙は、本来王城に泊とまらなければならないのだが、堅かた苦くるしいのは苦手なので、参朝の際はこの家を宿にしているのだと楓牙は言った。


「よくお出いでくださいました。長旅、お疲つかれになったでしょう」


　門をくぐると、館の主あるじが人の好よさそうな笑みを浮かべて、自ら出で迎むかえてくれた。歳は三十前ぐらいだろうか。彼は、田でんという最下級の領主である晄にも、楓牙と同じくらいの丁てい寧ねいさで接してくれた。


「楓牙様は、いつものお部屋でよろしゅうございますか？」


　主は、母おも屋やから中庭を隔へだてた離はなれへ晄たちを案内した。四部屋ほどの小ぶりな堂である。


「晄殿の御一家は、南の客間を御用意しておりますので──」


　主は、その堂のさらに奥にある別べつ棟むねへ晄たちを連れて行こうとしたが、


「いや、この者たちは、私と一いつ緒しよにこの離れに泊まる」


　楓牙はそう言って、舜を横目で見るとニヤリとした。


　舜は一いつ瞬しゆんムッとした様子だったが、すぐにいつものほんわりとした笑みを取り戻もどし、


「ああ、だんだん王子様の顔がお財さい布ふに見えてきました。市でのお買い物が楽しみですねぇ」


　と言って、逆に楓牙をムッとさせた。


　主が家人たちに夜具を運ばせている間、晄が何気なく中庭を眺ながめていると、母屋の戸の隙すき間まから赤子が這はいだして来た。


「あれ、赤ちゃん──？　大丈夫かな」


　母親や子こ守もりらしき者の姿もなく、赤子は、一人でぺたぺたと手をついて母屋の回かい廊ろうを横切って行く。あのまま真っ直すぐに這って行ったら、中庭に真っ逆さまだ。案の定、赤子は段差があることなど気づかない様子で、廊ろう下かの縁ふちに向かって行ってしまった。


「危ない！」


　晄は履くつもはかずに、中庭へ飛び降りた。楓牙や舜たちが驚おどろいてこちらを振ふり返る。晄は白はく砂さの上をダダッと走り、まさに廊下から転がり落ちそうになっていた赤子をバッとすくい上げた。


　途と端たんに火がついたように、赤子が泣き出した。


「びっくりしたね～。怖こわかった？　もう大丈夫だから」


　晄は赤子をあやしたが、赤子は泣きやまない。赤子は落ちそうになって怖かったというより、知らない者に抱だかれていることが怖いらしい。晄は、異界の風や妖あやかしの声など人には聞こえない音を聴きくことができるが、その力と関係があるのか、動物の気持ちを読み取ったり、赤子の泣き声の意味がなんとなくわかったりするのだ。


　母屋から、貴族らしい身なりの若い女性と端はした女めらしい者が慌てて回廊に出て来た。


「やっぱ、お母さんがいいよね～」


　晄は苦く笑しようし、バタバタと青い顔で駆かけ寄って来た母親らしき貴族の女性に赤子を渡わたした。


「申し訳ございません。よく眠ねむっているからと、目を離しておりました」


　彼女に抱かれると、赤子はぴたりと泣きやんだ。


　主も青い顔で走り寄り、


「ありがとうございます。晄殿が娘に気づいてくださらなかったら……」


　と、深々と頭を下げる。舜と莉由、楓牙たちもやって来ると、


「あらためまして、妻と娘の彩さい琳りんにございます」


　主は女性と赤子を紹しよう介かいした。赤子はもうすぐ一歳になる一人ひとり娘むすめだという。母親に抱かれて安心したのか、彩琳は晄たちに向かって愛らしい笑みを浮うかべた。


「可愛かわいいー」


　莉由が彩琳の顔をのぞき込んで微笑ほほえみかけると、彩琳は莉由に両手を差し伸のべた。


「あらあら、莉由殿に抱っこしてもらいたいの？　珍めずらしいわ、人見知りする子ですのに」


「抱いてもいいかしら？」


　莉由が手を出すと、母親は「お願いします」と、彩琳を莉由の腕うでに抱かせる。母親も身分にこだわらない気さくな人らしい。


「よしよし、いい子ね～」


　莉由は優しい笑みを浮かべ、赤子を軽く揺ゆさぶってあやす。面めん倒どう見みのいい莉由は、よく子守を頼まれるので慣れたものだ。


　彩琳の小さな手が、莉由の胸にかかる玉製の珮はいを握にぎった。丸く削けずった玉に穴を空け、紐を通した首くび飾かざりである。


「ああ、それが欲しかったのね」


　人見知りする彩琳が莉由に抱かれたがったのは、その珮に興味を持ったためらしい。


　珮を口に持っていこうとする彩琳から、「舐なめちゃだめよ～」と、莉由は笑ってそっと珮を取り上げる。


「あ、その珮、もしかして俺が作ったやつ？」


　ちょっといびつな形のその玉に、晄は見覚えがあった。晄は青銅器や玉の工こう房ぼうなど、職を求めてあちこちに弟子でし入りした時期がある。その珮は、そんな修しゆ業ぎよう時代に莉由に贈おくろうと思って作った品だ。練習用に与あたえられた玉なので色も悪く、親方たちが「お前は職人には向かない」と言ったわけが十分納なつ得とくできるぐらい粗そ末まつな代しろ物ものである。いびつな玉には、莉由自らが編んだきれいな紅色の紐ひもが通してあったが、その紐の方が価値が高そうだ。


「やだな～。どうしてそんなのを首にかけて来たの」


「だって、せっかくの王都だもの。おしゃれしなくちゃ」


　莉由は笑って、玉を襟えりの中にしまった。


　玉を取り上げられた彩琳は、「あ～あ～」と不満そうに莉由の襟元をまさぐり、


「ごめんね～、これは大事な物なの。それに舐めたらばっちいからね～」


　莉由は、彩琳の背をポンポンと叩たたいてなだめる。


「莉由はよい母になるだろうな……」


　楓牙は微かすかに頰ほおを染めて、そんな彼女に見とれた。


「なれど、あの笑みが殿との方がたに向けられないうちは、莉由殿が母になるのは難しいかと」


　累焰は囁ささやいたが、楓牙の耳には届いていないようだった。
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　その女は、闇やみの落ちた王都の大路を彷徨さまよっていた。


　長く垂らした髪かみは乱れ、赤い袿うちぎの裾すそを引きずり、真冬だというのに履くつもはかずに裸足はだしだった。虚こ空くうを見つめる眼めは血走り、止めどもなく涙なみだが流れている。


　大路にはまだ多くの人通りがあったが、その女に目を留める者は誰だれもいなかった。


　──赤ちゃん……。私の赤ちゃんはどこ……？


　女は切ない声で呟つぶやきながら、大路をゆるゆると歩む。


　ふと、耳に赤子の笑い声が届き、女は吸い寄せられるようにそちらへ向かった。


　赤子の声は、通りの東端にある貴族の館の中から聞こえた。


「さ、彩琳ちゃん、もう寝ねる時間だから、そろそろ母屋に戻りましょうね」


「何か、すっかり莉りー姉ねえに懐なついちゃったね」


　赤子を取り巻く人の声もする。


　──私の赤ちゃん……？


　女は赤子のところへ行こうとして足を止めた。赤子の近くに、強大な力を持つ妖の存在を感じ、恐おそれたからだ。


　──私の赤ちゃんは……どこ？


　女は、その家に入ることを諦あきらめ、我が子を捜さがして再び歩み始めた。





「あれ？　今、何かそこを通らなかった？」


　晄は閉め切った窓を少し開けて外を見た。何か人ではないものの声が聴こえたような気がしたからだ。


『死者の魂たましいだろう。そんな気配だった』


　汪李が人ひと形がたに変へん化げし、晄と一緒に窓の隙間から外をのぞく。彼の人形は、白銀の髪に黄こ金がね色いろの眼をした、神と見み紛まがうほど完かん璧ぺきな美び貌ぼうの青年だ。


『何か未練があって、この世に留とどまっているのか──』


　人の霊れいには心を支える魂こんと、身体からだを支える魄はくの二つの気があり、人が死ぬと魂は泰山に還かえり、魄は地に還るという。


『魂が、天に行くか、転生するか、または黄泉よみに留め置かれるかは、東岳大帝が裁定するのだが、中にはなかなか泰山には行かず、彷徨うものもいるそうだ』


　漆しつ黒こくの蓬ほう髪はつに、夜空のような眼をした浅黒い肌はだの美び丈じよう夫ふが言った。煒白の変化である。人形の時の彼は、晄の家の家人ということになっている。代わりに廏うまやから馬が一頭減ることになるが、廏は亳邑城から連れてきた馬でごったがえしているので、今のところ気づかれていない。


「つまり、幽ゆう霊れいってこと？　うわ～、怖い～」


　晄が慌あわてて窓を閉めると、


『暴れる化か蛇だを鎮しずめ、正気を失った神しん妖ようと戦った者の言うこととは思われぬな』


　汪李は呆あきれたように笑った。


　その時、彩琳を母おも屋やに連れて行った莉由が、部屋に戻って来た。


「あら──」


　莉由が何か言う前に、サササーッと汪李は小こ蛇へびに、煒白は小馬に変化した。水妖化蛇族の王であろうが、平圃の神妖であろうが、成人男性の姿を莉由が許さないからだ。


『強大な妖をも滅ほろぼす炎えん招しよう戈かの使い手、晄は人の魂を恐れ、私たちはなぜだか莉由の怒いかりを恐れてしまう。世の中にはまだわからないことが多い』


　平圃を司つかさどる女め神がみ、英えい招しようからこの世のあらゆる知識を得た煒白だったが、彼は不思議そうに小首を傾かしげた。








　翌日は、みんなで泰山のふもとにある天仙聖母碧霞元君の社へ詣もうでた。楓牙と累焰、館やかたの主あるじ夫ふう婦ふと彩琳も一いつ緒しよである。


　城下の屋や敷しきから馬車に揺られておよそ半日、そそりたつ岩がん壁ぺきの下にその社はあった。


　豪ごう壮そうな門をぬけると幅はばの広い石いし畳だたみが続き、岩壁に突つき当たった所に大きな四阿あずまやが建てられている。四阿の下には、土を固めた壇だんが築かれ、何かの文字を刻んだ石が置かれていた。


「本当のお社は、泰山の頂上にあるとのことですが、なかなか登れませんから、天仙娘娘が修行をなさったという黄こう花か洞どうの石を祀まつってあるのだそうです」


　主は言った。


「石なんかに祈いのって、天仙娘娘に願いが届くのかな？」


　晄は首を傾げた。社には大勢の人が詣でていて、石に向かって真しん剣けんに叩こう頭とうしているが、険しい山に登らず、楽して願いだけ叶かなえてもらおうなんて、何だか虫がいいような気もする。


『あの石は憑より代しろになる。時々は天仙娘娘もあの石に降りて、人々の声に耳を傾かたむけているはず。けれど、願いを叶えるかどうかはわからない』


　煒白は言った。叶えられない願いはないという万ばん能のうな女神だが、聞き届ける願いを選んでいるのだという。


「そっか。じゃ慎しん重ちように、絶対に叶えてほしいことを一つだけお願いしよう」


　晄は石の前にひざまずき、目を閉じて一心に祈る。


　楓牙と累焰、莉由、彩琳を抱だいた夫妻も、壇に供え物をすると膝ひざをついて瞑めい目もくする。


　やがて目を開けた晄は、煒白が立ったままであることに気づき、「煒白は祈らないの？」と、尋たずねた。


『私は神に使し役えきされるものだ。神に祈る立場ではない』


　妖あやかしと神との関係は、人と神との関係とは異なるらしい。そう言えば、腕うで輪わのふりをしている汪李も素知らぬ顔をしている。


「いくらでも粟あわが湧わき出るお櫃ひつとか、頼たのんでくれればよかったのに」


　莉由は残念そうだった。煒白は一食で三人前は食べる大食漢なので、家計のやりくりが大変なのだ。


「舜兄は、何をお願いしたの？」


　舜はひざまずいてはいたが、石ではなく自分たちを見ていたのだ。


「晄ちゃんと莉由ちゃんの願いが叶いますように──と。晄ちゃんと莉由ちゃんは、何を願ったんですか？」


「俺は、この世のすべてのものが、幸せに暮らせますようにって」


「それはいくら天仙娘娘でも、叶えるのは難しいかもしれませんねぇ」


「そう？　だって、天仙娘娘にできないことはないんでしょ？」


「幸せって、人によって違ちがいますし、こちらの幸せが、あちらの不幸を招くこともありますからね。でも僕は、みんなの幸せを願える晄ちゃんが大好きですよ。叶うといいですね」


　舜はほんわり笑って、晄の頭を撫なでた。


「莉姉は？」


　部屋いっぱいの金銀玉とか、粟を一年につき五十俵百年間とか、具体的なことを願っていそうだ。


「晄ちゃんとお兄ちゃんが、元気に九十過ぎまで長生きして、死ぬ前に、いい人生だったな～って思えるような生しよう涯がいにしてくださいって」


　莉由は言った。


「嬉うれしいけど、たったそれだけ？　せっかく天仙娘娘に祈れる機会なんだから、もっとババンとでっかいことを願えばよかったのに」


「あら、かなりでっかいお願いだと思うわよ。九十過ぎまで生きるのって大変だもの。でも、そこまで長生きしたら、晄ちゃんの最さい期ごを看み取とる人はそんなに悲しまないわ。歳だからしょうがないって諦められるもの」


　そう言って、莉由は煒白と腕輪の汪李を見る。長生きした晄の臨終に立ち会うのは、おそらく炎招戈に誓ちかった彼らだろう。彼女は晄の長ちよう寿じゆを願うだけでなく、残される妖たちの気持ちを考えたのだ。


「それに、人生なんて山あり谷ありで、悲しいことや辛つらいことだってあるだろうし。お兄ちゃんが言ったみたいに、晄ちゃんがいい思いをすることで、他ほかの人が不幸になることもあって、その逆だってあるわけで、そういうことを全部引っくるめて、最期にいい人生だったって思えたらいいなって。例えばね──」


　莉由は、壇に供えた黍きび餅もちを一つつまむ。


「もの凄くお腹なかが空いている時に、誰かから黍餅を一つだけもらったとして、それをたった一つだけなのかって不満に思ったら幸せじゃないけど、有り難がたいと思えたら幸せでしょ？　あたしは晄ちゃんに、ほんの少しのことでも幸せを感じられる人になってほしいし、そういう人生を歩んでほしいの。それって簡単なようで、とても難しいことだわ」


　温かい笑えみを浮うかべる莉由に、晄と舜ばかりでなく館の夫妻や楓牙、累焰までもが見入った。


「いやね、みんなどうしたの？　あたし何か変なこと言った？」


　莉由は困ったように笑って、黍餅を壇に戻もどす。


「いや、莉由らしい、よい願いをしたなと──」


　楓牙も莉由に負けないぐらい、温かい優やさしい笑みを浮かべた。


「楓牙は何を願ったの？」


　晄が尋ねると、楓牙の表情に動どう揺ようが走る。


「ああ、えーと、まあその、国の安あん寧ねいをだな……」


　楓牙は、莉由の男おとこ嫌ぎらいが自分限定で治り、五尺以内に近づけますようにと祈ったのだが、それを晄が知るのは、もうしばらく後のことになる。


　その時、野の良ら着ぎ姿の男女がバタバタと青い顔で壇の前に駆かけ込んで来た。女は腕うでに赤子を抱かかえていた。彩琳よりも小さそうだ。目を閉じ、何だかぐったりしている。


（まさか、死んでる──？）


　晄たちは脇わきへ退のいて、その夫婦のために壇の前を空けてやった。


「どうか、息むす子こをお助けくださいませ！」


　夫婦は石に向かって叩頭した。


「いかがなさいました？」


　必死の形相で祈る夫婦に、累焰がおもむろに歩み寄った。いつも影かげのようにひっそりと控ひかえている彼が、楓牙の指示なしに見知らぬ者に話しかけるのはとても珍めずらしいことだ。


「息子が無む辜こ疳かんに罹かかってしまったのです。夕べは何事もなく元気でしたのに──」


　父親がうろたえた様子で言った。母親は赤子を固く抱だきしめ、嗚お咽えつしている。


「無辜疳て？」


　晄は隣となりの莉由に小声で尋ねた。


「突とつ然ぜんひきつけて、そのまま眠ねむり込んでしまう赤ちゃんの病気よ。頭を強くぶつけた後とか、急に高い熱が出たりする時になりやすいの」


　赤子を心配そうに見つめたまま、莉由は答えた。


　累焰は母親の前に膝をつき、赤子の額や顔に手の平を当てた。


「母はは御ごの懐ふところに入れて、身体からだを冷やさないようになさいませ。血脈が滞とどこおる恐おそれがあります。また、昼はできるだけ日の当たる所にいて、夜は火のそばにおられるがよろしい。眠っている間に、妖に取り憑つかれる恐れがありますゆえ」


「お医者様でいらっしゃるのですか？　息子の病は治りますでしょうか？」


「いいえ、わたくしは医者ではありませぬ。三、四日のうちに目覚めればよろしいのですが、そうでなければ……」


　父親の問いに、累焰は沈ちん痛つうな面おも持もちで答える。


「あの赤子、助かりそうか？」


　天仙娘娘に祈り続ける夫婦を残し、参道を戻りながら楓牙は累焰に尋ねた。


「辛かろうじて息はありましたが、すでに身体から魂たましいが抜ぬけ出ておりました」


「三、四日って言ってたよね。つまり、その間に魂が身体に戻らなきゃ死んじゃうってこと？累焰の力で、魂を身体に戻せないの？」


　晄は青くなって、累焰の衣ころもの袖そでを引いた。


「あの赤子の命数が尽つきているのであれば、どんな呪じゆ術じゆつも効きますまい。もしもできるとしたら、それは人の魂を司つかさどる東岳大帝のみであらせられましょう」


「そんな──」


　すべての人が幸せに暮らせるようにという願いは、やはり聞き届けられなかったのだろうか。


「まだ亡なくなると決まったわけではございませぬ。自然に魂が戻って来る場合もございます。わたくしには、そんな気がいたしますよ。天仙娘娘上々は東岳大帝の娘、あの御ご夫ふう婦ふの願いを聞き届けてくれるのやもしれませぬ」


　晄を安心させようとしたのだろうか、類たぐい希まれなる未来さき読みの占せん術じゆつ師し、累焰は穏おだやかな笑みを浮かべてそう言った。


　晄は赤子が無事に回復できたのか気になって、その後も赤子を抱いた野良着姿の女性を見ると顔を確かめずにはいられなかったのだが、その親子に出会うことはないまま三日が過ぎた。
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　東の空は白み始め、西の空には丸い月が皎こう々こうと照っていた。正月戊ぼ寅いんの日、すなわち王城で朝礼が行われる朝である。


　晄と舜、莉由の三人は、朝礼の後に行われる市で買い物をするため、暗いうちに起きて館やかたを出た。楓牙は累焰を伴ともなってすでに王城に赴おもむいている。


「すごい人出だね」


　王城前の大通りは、貴族や王族、官かん吏りたちの馬車がひしめき合い、商人たちの荷車や大勢の庶しよ人じんが足早に行き来していた。市が立つという広場の門前は、すでにもの凄すごい人だかりだ。


「迷子になりそう。晄ちゃん、気をつけてね」


　莉由は舜の衣ころもにつかまり、晄の手を握にぎる。


「くれぐれも、変なおじさんの後についていってはだめですよ」


　舜は用心深く辺りの様子を窺うかがった。


　朝日が昇のぼると同時に、広場の門が開かれた。晄たちも人の波に乗って広場へ足を踏ふみ入れる。


「すごいねー。さすが一年に一度の市だ」


　晄はキョロキョロと辺りを眺ながめた。


　広場のあちこちでは敷しき物ものが敷しかれ、その上に、農産物や織物、装そう飾しよく品や日用品など様々な品が並べられていた。外とつ国や遠方の邑むらから運ばれた珍しい品々ばかりである。


「あたし、反たん物ものが買いたいわ。晄ちゃんの春物の布ほ衣いを仕立てなきゃ。背が伸のびて去年のは着られないもの」


「莉由ちゃん。せっかくの王都の市なんだから、たまには自分の物を選んだらどうです？　費用の心配はありませんし」


　楓牙からたんまり貝ばい貨かをせしめ、舜の懐は相当に温かい。


「まあ、きれいな簪かんざし」


　三人で店を見て回っているうちに、莉由は髪かみ飾かざりや冠かんむりを売る店の前で足を止めた。


「お兄ちゃん、あたし、これが欲しいわ」


　莉由が指差したのは、他の品に比べて格段に値段が低い、赤い珊さん瑚ごの簪だった。意い匠しようが気に入ったというよりも、値段に心こころ惹ひかれたらしい。染しみついた貧びん乏ぼう性しようは、なかなか払ふつ拭しよくできないのだ。


「いい細工でしょう。掘ほり出し物ですよ」


　店主は、愛あい想そ笑いを浮かべてもみ手する。


「値の割には、いい品ですけど……」


　しかし、舜は眉まゆをひそめた。


　晄もその簪に妙みような気配を感じて、じっとそれを見つめる。すると、頭の中に女の悲鳴が響ひびいてきた。苦しいのか、それとも悲しいのか、女の声は切ない声で叫さけんでいる。


（妖あやかしでも取り憑いてるのかな？）


　その声がひどく辛そうだったので、晄は思わず簪に手を伸ばした。しかしその前に、小ぶりな手が簪をさらう。


「これは私が買う」


　簪を横取りしたのは、十歳ぐらいの少年だった。生き成なりの布衣に羊の裘かわごろもという庶人の身なりで、ふっくらとした頰ほおも桃もも色いろの小さな唇くちびるもあどけない感じだが、目だけが歳に似合わず、妙に冷めていた。


「でも、それ……」


　何かが取り憑いていると言おうとして、晄は店主をはばかった。


「つりはいらん」


　少年はさっさと支し払はらいを済まし、簪を持って歩き出す。


「舜兄、莉姉。その辺で待ってて」


　晄は慌あわてて少年の後を追った。背後で、「晄ちゃん、知らないおじさんについてったらだめですよ！」という舜の声がしたが、おじさんではないから大だい丈じよう夫ぶだろう。


「あのさ、君、その簪──」


　少年の背中に声をかけると、彼は迷めい惑わくそうな表情でふり返る。


「何だ？」


「その簪、俺が買いたいんだ。譲ゆずってくれないかな」


「私が先に買った物だ」


　少年はプイと前方に視線を戻もどした。


「でもそれ、危ない簪かも……」


　晄は少年の横に並んで歩き、声を低くして言った。
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「心配は無用。もとの持ち主の女の念が残っている簪だと、承知の上で購あがなったのだ」


「もとの持ち主の念……」


　晄は瞠どう目もくした。晄には簪から何かの声が聴きこえただけだが、この少年にはそこまでわかるのだ。呪じゆ術じゆつ師しなのだろうか。


「だったら、何で買ったの？」


「お前こそ、これを手に入れてどうするつもりだったのだ？」


「俺、てっきりその簪に妖が憑ついていると思ったんだ。苦しそうだったから、何とか助けられないかなって……」


「ほう？」


　少年は足を止めた。目を細めて、晄の全身を舐なめるように眺める。


（俺の光が視みえるのかな？）


　晄には、清と濁だくとが入り混じった光がまとわりついている。能力の高い呪術師や占術師にはそれが視えるのだが、この少年にもそのような力があるのだろうか。


「なるほどな──」


　少年は、晄の左ひだり腕うでに巻かれた小こ蛇へびの腕うで輪わを見つめ、続いて右みぎ脚あしの馬の浮うき彫ぼり装飾がされた脛すねあてに視線を移す。


（まさか、汪李や煒白の正体がばれてる？）


　晄は冷や冷やしたが、少年はそれ以上追及しなかった。


「この簪を祀まつろうが祓はらおうが、女の苦しみは取り除けぬ」


　少年は薄うすい笑えみを浮かべ、再び歩き出した。大して速く歩いているように見えなかったが、なぜか晄は小走りでないと追いつかない。


「君、呪術師なの？　君にはその簪の持ち主を救える？」


「呪術師ではない。正月だし、たまにはあの男の顔を見てやろうと山を下りて来ただけだ。あやつ、少しばかり気になることがある。簪の持ち主を捜さがすのはついでだ」


「あの男？」


　晄は尋たずねたが、少年は答えず、


「簪の持ち主を見つけたら泰山へ寄こせ」


　そう言うと、スッと歩みを速める。


「待って、何で泰山──？」


　晄は少年を追ったが、彼は滑すべるように人の間を歩み、まったく追いつけない。やがて、彼は王城の中に入って行く。不思議なことに、衛え士じは少年を咎とがめるどころか、彼に気づいた様子もなかった。


「あの子、何者？」


『人ではなさそうだが、見事に本ほん性しようの気配を消しているので、正体はわからぬ』


　汪李が小声で答えた。


「泰山へ寄こせって、どういうことなんだろ？」


　晄は、少年の消えた王城の門をしばらく眺めていた。





　　　　二




「無む辜こ疳かんが流行はやり始めたそうだ」


　その日の夕刻、王城から戻って来るなり楓牙はそう言った。


「無辜疳て、あの天仙娘娘の社に来てた赤ちゃんの!?」


　晄は腰こしを浮かせた。


「それも、普ふ通つうの無辜疳ではないらしい。高熱を出したわけでもなく、頭を打ったわけでもないにもかかわらず、夜中に突とつ然ぜんひきつけ、そのまま意識が戻らないのだそうだ。王城ではその話で持ちきりだった」


　一昨日おとといあたりから、何人もの貴族や王族の赤子が無辜疳に罹かかり始め、庶人の子も含ふくめれば十数名に及およぶという。


「やだわ、彩琳に感染うつらないかしら」


　莉由は心配げに、主あるじの住む堂の方を見やる。


「無辜疳の流行なんて、聞いたことありません。ただの病ではなさそうですね」


　舜は、楓牙の傍かたわらに控ひかえている累焰を見た。


「何者かの呪じゆ詛そか、あるいは妖の仕し業わざでございましょうか。今こ宵よい、王城で貞てい人じんが占せん術じゆつを行い、亜あ職しよくの者が祭さい祀しを催もよおすとのことでございます」


　貞人とは、王に仕える占術師たちのことで、亜とは、呪じゆ術じゆつを行う官かん吏りのことである。


「わたくしも貞人の占術に加わるよう、利り條じよう様に命ぜられたのですが……」


「すごいね、貞人の長おさ、大だい史し令れいから声がかかるなんて。何で、館やかたに帰って来ちゃったの？」


「嫌いやな予感がするのでございます。今宵、わたくしは楓牙様のおそばにいなければなりませぬ」


　晄の問いに、累焰は暗い顔で館の母おも屋やの方を見やった。








　累焰の悪い予感は的中してしまった。


「姫ひめが無辜疳に罹ってしまわれました！」


　その日の夜よる遅おそく、館の家人が晄たちの寝ねている離はなれに飛び込んで来た。


「ええっ!!」


　晄たちは跳はね起き、館の主人たちが起居する棟むねへ走った。楓牙と累焰も、寝ね間ま着きに袷あわせの衣ころもを羽織っただけの姿で駆かけつける。


　彩琳は目を閉じ、青白い顔で床とこに仰ぎよう臥がしていた。ちょっと見ただけでは、息をしているのかどうかもわからない。天仙娘娘の社で見た赤子と同じだ。


　累焰が彩琳の枕まくら元もとにひざまずき、頰や額に手の平を当てる。


「すでに、魂たましいが抜ぬけ出ておりまする」


　彼の言葉に、晄たちは息を呑のんだ。


「いやよ、死なないで！　彩琳、彩琳！」


　母親が半はん狂きよう乱らんで彩琳にとりすがる。


「累焰殿は呪術にも長たけ、また舜殿は呪具づくりの名人と伺うかがっております。どうか、どうか彩琳を助けてくださいませ──！」


　館の主が、額を床にこすりつけて舜と累焰に懇こん願がんした。


「私の命数を彩琳に分けることはできますまいか。それが無理ならば、彩琳の魂の代わりに、私の魂を泰山に送るよう呪術を施ほどこしてくださいませ。私の命など惜おしくはございません。お願いでございます、何としても、彩琳の魂を呼び戻してください！」


　その様子を見て、晄は切なくなる。


　──あの赤子の命数が尽つきているのであれば、どんな呪術も効きますまい。もしもできるとしたら、それは人の魂を司つかさどる東岳大帝のみであらせられましょう。


　天仙娘娘の社で累焰がそう言ったのをこの夫妻も聞いていたはずだ。それでも望みを捨てきれず、舜と累焰を東岳大帝に挑いどませようとしている。


（父さんや、母さんも、こんな気持ちだったんだろうか……）


　五年前、晄の一家は呪術を使う刺し客かくに襲おそわれた。優すぐれた呪具作りだった晄の父、堯ぎようは、子どもたちを守るために刺客と戦い、父に敵かなわぬと知った刺客は、疫えき病びようをもたらす蜚ひという妖あやかしを喚よんだのだ。その結果、晄の父母は疫病に罹って死んだ。疫病を防ぐ方法がなかったわけではないが、自分たちの命よりも、三人の子どもたちを救う方を優先したからだ。


　自分の代わりに亡なくなってしまった両親と、この夫妻の姿が重なって、晄は辛つらかった。


　いつの間にか、頰ほおに伝っていた涙なみだを拳こぶしで拭ぬぐい、


「舜兄、累焰。お願い、彩琳を助けてあげて」


　晄は、希代の呪具作りだった父の才を受け継ついだ兄と、大史令に将来を嘱しよく望ぼうされる占術師を振ふり向いた。


　二人は、互たがいに顔を見合わせると深くうなずく。


「わたくしが魂を戻もどす方法を占うらないまする」


「では、その間、僕は彩琳ちゃんに護まもりを施しましょう。魂の抜けた身体からだは、妖に取り憑つかれやすくなりますから」


　それを聞いて、彩琳の父母は「ありがとうございます──！」と声を詰つまらせて叩こう頭とうした。


「では、このお屋や敷しきにある呪具をありったけこの部屋に集めてください。莉由ちゃんはお湯を沸わかして、彩琳ちゃんの身体を温めてあげてください」


「わかったわ」


　莉由は家人とともに厨くりやへ走り、舜と累焰も呪具や占術の道具を取りにそれぞれ部屋へ戻る。


　その時、ふと晄の耳の奥に赤子の泣き声が届いた。


（彩琳の声──？）


　しかし、彩琳は父母に見守られて昏こん々こんと眠ねむっている。泣き声は続いているが、父母には聞こえていない様子だ。


（もしかして、彩琳の魂の声!?）


　晄は部屋を出ると、泣き声の源をたどりながら回かい廊ろうを走る。


　やがて、前方の闇やみの奥にぼうっと若い女の影かげが浮うかび上がり、晄はギョッとして思わず立ちすくむ。


　身分の貴とうとい娘むすめなのか、女は艶つややかな赤い袿を羽織っていた。しかし、髪かみはほどけて長く肩かたに散り、顔は青白く、ひどく悲しげな表情をしている。


　亡ぼう霊れいなのか、妖なのかわからないが、女から発せられる不気味な気配に、晄の全身に鳥とり肌はだが立った。その女は、両りよう腕うでに何人もの赤子を抱かかえ、彩琳の声はそこからしている。


（あの人が彩琳の魂を奪うばったのか！）


　晄は、タッと女に向かって駆け出した。同時に女は袿の裾すそをひるがえして暗くら闇やみに溶とけていく。


（俺じゃ追いつけない）


　晄が急いで自分の部屋へ戻ると、汪李も煒白も人ひと形がたで、窓の隙すき間まから外の様子を窺うかがっていた。


『無辜疳をもたらしているものが現れたようだな』


　汪李は黄こ金がね色いろの眼めを闇の奥に据すえたまま言った。


『あの女は我が子を探している。放ほうっておけば、目についた赤子の魂をみな奪う』


　煒白は険しい表情で晄に向き直る。


「あの人を捕つかまえて、こんなこと止やめさせなきゃ」


　晄が言うよりも早く、二人は人形を解き、汪李は小こ蛇へびに変へん化げして晄の腕うでに絡からみつき、煒白は脛すねあてになって晄の脚あしに巻きついた。


　一日千里を駆ける神妖、駮はくの力を得た晄は、軽々と堂の屋根を跳とび越こえて館を出る。


　朝とは打って変わって路に人通りはなく、丸い月が物もの寂さびしく家々の影を落としていた。


「どっちに行ったかわかる？」


　晄は路の左右を交こう互ごに見た。遠くに行ってしまったのか、もう赤子の声は聴きこえてこない。


『右だ。あの女、血の臭においがする』


　煒白が答えた。


「案内して」


　晄は都の大路を風のように駆けた。








　その頃ころ、彩琳の部屋では累焰が魂を呼び戻す方法を占っていた。


　──陽甲王の十六祀、正月、戊ぼ寅いんの日に累焰が卜ぼくす。貞とう、彩琳の魂を戻す術すべやいかに。


　累焰は、窪くぼみを穿うがった亀きつ甲こうに、焼いた青銅の棒を押し当てた。パキリと乾かわいた音とともに、亀甲にひび割れが生じる。


「姫の魂は、妖が持ち去ったと──」


　累焰は食い入るように亀甲を見つめた。館の主あるじとその妻は蒼そう白はくになる。


「妖の正体は姑こ獲かく鳥ちよう。産さん褥じよくで亡くなった娘が妖に変じたものにございまする。姑獲鳥を倒たおせば、魂は身体に戻りましょう」


　そう言って、累焰が亀甲から顔を上げた時、莉由が部屋に駆け込んできた。


「晄ちゃんがいないの。汪李と煒白の姿も見あたらないわ」


「姑獲鳥に気づいて、追って行ったのかもしれません」


　舜は険しい表情で、外に目をやる。


「私たちも急ごう。累焰、行き先を占ってくれ」


　楓牙は言った。


　再び占術を始めた累焰を、莉由はしばらく見守っていたが、やがて何か決心したようにうなずくと、そっと部屋を出た。








『いたぞ。あの農家の前だ』


　腕に巻きついている汪李が、鎌かま首くびを前方に向ける。


　西に傾かたむいた月が、雑木林を僅かばかり切り開いた畑の中に、一いつ軒けんだけぽつりと建つ簡素な家を照らしていた。目を凝こらすとその軒のき先さきに赤い袿の女が立っているのが見える。都を囲む城じよう壁へきはすでに遠く、周囲に他ほかの家はなかった。


　真っ赤な袿の裾をひるがえし、女はその家に入って行った。


　間もなく、火のついたような赤子の泣き声が晄の耳に届く。泣き声はすぐに止やんだが、代わりに大人の悲鳴が聞こえた。


「赤ちゃんの魂が奪われたんだ──！」


　晄は畑の霜しも柱ばしらを踏ふんで、一気に農家の前まで跳ちよう躍やくする。その直後、家から女が滑すべるように出てきた。女は舞まうように雑木林の中に消えていく。


「待って──！」


　女を追おうと跳躍しかけて、晄は足を止めた。家に明かりが点ともり、中から赤子の名を呼ぶ父母の悲痛な声が聞こえたからだ。晄にはこの声が何より辛い。


「赤ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな……」


『妖が入り込まないように、結界を張った方がいい』


　煒白が人形に変化した。長い黒くろ髪かみを一本引き抜き、戸を支える柱に結びつける。平圃を守護する神妖、駮のたてがみである。並の妖ではこの結界を破ることはできないだろう。


「他の赤ちゃんの所でも、ちゃんと護りの呪じゆ術じゆつを施してるかな……」


　魂を奪われたのは、この家の赤子だけではない。楓牙の話では、すでに十数人の赤子が無む辜こ疳かんに罹かかっているという。おそらくみんなあの女によって魂を奪われたに違ちがいない。


『貞てい人じんが無辜疳の原因を突つき止とめたはずだ。今いま頃ごろはふれが回り、亜あ職しよくとかいう城勤めの呪じゆ術じゆつ師しが護りの呪術を施しているだろう』


　汪李は言った。


「だといいんだけど……」


　おふれが届く前に、妖に取り憑かれてしまったらとか、放っておかれて冷えて死んでしまったらとか、心配でならない。


　家の中からは、母親の泣なき叫さけぶ声がまだ続いている。赤子が死んだと思ったのだろうか。


　女を捕まえなくてはと焦あせる一方で、この家の親子のことがどうしようもなく気になって、晄は戸の隙間から中をそっと覗のぞいてみた。


　小さい灯火の下で、ぐったりと横たわる赤子を、父は必死の形相で揺ゆさぶったり、頰を叩たたいたりし、母はその傍かたわらで号ごう泣きゆうしている。


（泣かないで、大丈夫。赤ちゃんはまだ生きているよ……）


　晄はそれを知らせたくてたまらず、戸に手をかけた。


　その時ふと、父親が赤子の胸に耳を押しつけた。


「生きてるぞ！」


　父親が叫んだ。母親は慌あわてて子を抱だき、赤子の手足の冷たさに驚おどろいたのか、自分の胸をはだけて赤子を懐ふところに入れた。父親は裘かわごろもで妻と子をもろともにくるみ、消えかかっていた囲い炉ろ裏りの火を熾おこす。母親は泣くのを止め、小さな赤子の手を握にぎって温める。


「よかった……」


　晄はほっと安あん堵どの溜ため息をついた。気づくと汪李の手が頭に載のっていた。汪李はいつの間にか人形に変化していたのだ。


『赤子が目覚めれば、あの者たちにも笑え顔がおが戻もどる。大丈夫だ』


　汪李はそう言って、晄の頭を胸に引き寄せた。


　その言葉で、晄は身体からだがすっと軽くなったような気がした。


「うん。そうだね」


　どうやら自分で思っていた以上に緊きん張ちようしていたらしい。汪李や煒白はそれを感じて、自分の不安が和やわらぐのを黙だまって待っていてくれたのだ。


（俺、どうかしてる……）


　今、自分は、奪われた赤子の魂たましいよりも、残された親の方を気にしていた。


　子を救おうと必死になっている親を見ると、自分の両親もきっとあのような思いで自分を守り死んでいったのだろうと、どうしてもそんな想像をしてしまう。すると、父母が亡なくなった時の悲しさがありありと蘇よみがえってきて心を占しめ、冷静に考えられなくなってしまうのだ。


（いつまでも、父さんと母さんのことを引きずってちゃだめだ）


　今、やらなければならないのは、女から赤子の魂を取り戻すことである。


「──行こう」


　煒白が脛あてに変化すると同時に、晄は走り始めた。








　風もないのに、屋や敷しきの戸や窓がカタカタと微かすかに揺れ始めた。


　小さな明かりは部屋の隅すみまで届かず、舜は闇やみの奥に何か潜ひそんでいないかと、油断なく目を凝らした。戸を揺する音は次し第だいに大きく激しくなっていく。


「何の音ですの……？」


　主の妻は青くなって、彩琳を抱いたまま夫にすり寄った。


「妖あやかしです。このお屋敷は、王都の北東すなわち鬼き門もんにあたり、他の場所よりも妖が入り込みやすいみたいです。魂のない彩琳ちゃんの身体に取り憑つこうとやって来たのですよ」


　舜は油断なく辺りを見回す。


「だ、大丈夫なのでしょうか……？」


　主は震ふるえる妻の肩かたを抱く。


「一応は呪具を配しておきましたから、しばらくは凌しのげると思いますが──」


　部屋の四よ隅すみと中央には、青銅の剣けんや盾たてを置き、妖が入り込めないような護まもりの呪術を施ほどこしてある。しかし、どれもこの家の呪具であるため、舜が普ふ段だん使う呪具に比べると発する呪じゆ力りよくが格段に弱い。


　案の定、真冬だというのに、どこからともなく一匹ぴきの大きな蛾がが舞い込んで来た。毒々しい血の色をした蛾である。


　舜は懐から青銅の鏡を出した。これは亳邑から持参して来た自作の呪具である。手の平よりも一回り大きい程度の円い鏡で、裏には見開いた大きな目と、ニッと歯を剝き出した口の、美しい──なぜか他の人はそう思ってくれないのだが──人面の意い匠しようが施されている。


　舜はその鏡の表を蛾に向けた。ひらひらと舞う蛾の姿が、磨みがかれた鏡面に映った。その途と端たん、蛾はスーッと鏡に吸い寄せられ、まるで水にでも落ちたように鏡面に波は紋もんを作って消える。


「何と──」


　主と妻は瞠どう目もくして、鏡に見入った。


「この鏡は異界に通じているんです。小さいけれどなかなかの優すぐれもので、いくらでも吸い込んでくれるんですよ。でも、鏡に全身が映りきらないと吸い込まないので、大勢で一気にやって来られると対応が間に合わないというのが難点でしてね」


　舜は鏡を戸口の方に向けて身構えた。戸がガタガタとうるさい音を立てて揺れていた。


　戸口近くに置いてあった青銅の剣が震え、バシッと音を立ててはね跳とんだ。ガタンとけたたましい音を立てて戸が開く。


　牛ほどもある巨きよ大だいな蠍さそりがのそりと入って来た。背後で館やかたの主夫妻が「ひっ」と息を呑のむ気配がした。


　黒光りする甲羅に覆おおわれたその蠍は、頭の横に四つずつ並んだ赤い眼めを、母親に抱かれた彩琳に注ぐ。


「こんなに大きいと、鏡に映りきらないじゃないですか」


　舜はやれやれといった風に肩をすくめ、それでも鏡を蠍に向ける。ガサ─と不気味な音を立てて蠍が一歩足を踏み出した。


「欽きん原げんさん、出て来てくださいな」


　舜は胸の前に掲かかげた鏡に向かって呼びかけた。途端に、ブンと羽音を響ひびかせて、人の頭ほどもある大きな蜂はちが鏡面から飛び出した。蠍がザッと後退あとずさる。


　蜂は部屋の中を飛び回っていたが、


「あなたの獲え物ものはあの蠍ですよ。違う物を刺さしたら、もう蜜みつも花粉もあげませんからね」


　舜がそう言うと、蜂はまっしぐらに蠍に向かって飛び、逃にげようとする蠍の頭を鋭するどい針で刺した。


　──ギャアアアッ。


　怖おぞ気け立つような悲鳴を上げ、蠍は黒い塵ちりとなって霧む散さんする。


　蜂は戸口の手前で旋せん回かいし、鏡の縁ふちに留まった。


「しゅ、舜殿どの……」


「父が生きていた頃ころ、別の呪術師からこの蜂をけしかけられたことがありましてね。父はこれを鏡に吸い込んだ後、餌えさをやって飼い慣らしたんです。猛もう毒どくを持ってるし、操あやつる時にかなりの呪力を使わなくてはならないので、よほどの緊きん急きゆう事態でなければ登場してもらわないんですけどね」


　舜は言いながら戸を閉め、床ゆかに転がっていた青銅の剣を元の場所に置いた。それでも屋鳴りは止まらない。


「今度は何が来るんでしょう。あまり大きいものじゃないといいんですけどねぇ」


　鏡を掲げ、舜は鋭い目で戸口を見つめた。








　都の北、泰山へと続く森の奥──。それが累焰の占みた姑こ獲かく鳥ちようの居場所だった。


「あの椎しいの木の下におりまする」


　手た綱づなを引き、累焰は馬を止めた。


　楓牙は累焰の指差す方角に目を凝こらす。すっかり葉の落ちた枝の間から漏もれる月明かりが、うずくまる赤い袿の女を照らしていた。


　楓牙は馬を下り、ゆっくりと女に近づく。


『私の赤ちゃん……』


　両りよう腕うでに何人もの赤子を抱かかえ込み、女は愛いとしげに頰ほおずりしていた。赤子はみな怯おびえて泣いているようだったが、楓牙にその声は聞こえず、また、女も赤子が泣いていることを気にしている様子はなかった。


　ふと、楓牙は女の赤い袿の襟えりに、見知った紋もんが縫ぬい込まれていることに気づいた。


「あれは董氏の──。では、あの姑獲鳥は産さん褥じよくで亡くなった璦佳殿なのか!?」


「あの赤い袿は、白い死に装束がお産の時の血で染まったものと思われまする」


　弓を手にした累焰が、楓牙の傍らに立つ。


「憐あわれな……。妖に身を堕おとすとは」


　唇くちびるを嚙かみ、楓牙は女に歩み寄る。


「その赤子は、お前の子ではない」


　楓牙は言った。董氏の館へ悔くやみを述べに行った時、楓牙は璦佳の死に様を聞いていた。あの赤子の誰だれ一人として、彼女の子であるはずはないのだ。


　璦佳は顔を上げ、楓牙を見た。青白いその顔は、一いつ瞬しゆん悲しげに歪ゆがんだが、すぐに腕うでの中の赤子に視線を戻し、優やさしげな母の笑みを浮うかべる。


「赤子を、本当の両親のもとへ返せ」


　楓牙は重ねて言った。


『何を言うの。この子は私が産んだのよ。どこへもやったりはしません』


　璦佳は、赤子たちから目を離はなさずに答えた。


「我が子と他人の子の区別もつかないのか──」


「もう、璦佳様としての記き憶おくはございませんでしょう。今の璦佳様は、ひたすら赤子の魂を求める妖に過ぎませぬ」


「何ということだ。名家の姫ひめが……」


　楓牙は剣を抜ぬき、その切っ先を璦佳の額に突つきつけた。すでに彼女の命数は尽つきている。妖に変じた彼女の魂を、急ぎ泰山へ送ってやらなければならない。


「赤子を放せ」


『可愛かわいい我が子を手放せるものですか』


　殺気を感じたのか、璦佳は顔を上げると険しい目で楓牙を睨にらみ付け、赤子たちをきつく抱だきしめる。赤子たちは苦しがって、いっそう激しく泣いた。


「お前の子ではないだろう。よく見るがいい。産まれたのは男だったのか、女だったのか？」


　楓牙は、璦佳の記憶を呼び覚まそうと声をかける。


　璦佳の顔が苦しげに歪んだ。激しい痛みをこらえているようでもあったし、悲しそうでもあった。


『騙だまされません。これは私の子！』


　璦佳は赤子を抱えたまま、ダッと跳び退すさった。


　楓牙は璦佳の腕を狙ねらって剣を一文字に薙なぐ。しかし、その一瞬前に彼女はふわりと宙に浮いた。赤い袿の裾すそから伸のびたのは、鳥の足だった。四本の指の先には鋭いかぎ爪づめがついている。その足が楓牙の頭をつかもうとした。


　楓牙は首を軽く傾かたむけ、鳥の足を避よけると剣で払はらう。


『ギャアアアッ！』


　璦佳は、鷺さぎのような鋭い声を上げた。斬きられた足から鮮せん血けつが飛ぶ。枯かれ葉の上に辛うじて着地し、彼女は憎にく々にくしげな視線を楓牙にぶつけた。


「その赤子たちを放せ。お前の産んだ子は私が捜さがしてやる。そして必ずお前の墓に参らせる」


　楓牙は静かに言った。できるはずもないことだったが、何としても彼女の心を鎮しずめてやりたかった。


『放さない、放すものか……』


　しかし、璦佳は楓牙の言葉に耳を貸さなかった。


（だめか……）


　苦い思いを嚙みしめ、楓牙は剣けんを握にぎり直す。


　タッと地を蹴けり、楓牙は璦佳に向かって走った。跳び退る彼女の足を狙って、二手三手と斬りかかる。四手目に手て応ごたえがあった。悲鳴とともに、鳥の足が宙を舞まった。


『この子は渡わたさない！』


　バサリと、璦佳の袿の袖そでが鳥の翼つばさに変化した。翼を羽ばたかせ、彼女は腕に赤子を抱えたまま、空へ逃げて行く。


　すかさず累焰が弓を構え、璦佳の翼を狙って矢を放った。矢は的中したが、璦佳はそのまま上じよう昇しようを続ける。


「追うぞ」


　楓牙は馬に跳び乗った。








　その頃──。


　莉由は人ひと気けのない街かい道どうを、天仙娘娘の社へ向かって馬車を走らせていた。空には西に傾いた月が皎々と輝かがやき、泰山の険しい稜りよう線せんを黒々と浮かび上がらせている。


（天仙娘娘は出産を司つかさどる女め神がみ様だもの。赤ちゃんを大事にしてくれるはず）


　はやる気持ちを抑おさえ、莉由は手綱を操る。


　あまたの神々が、すべて人間の味方ではないことは承知していた。両親が病に倒たおれたとき、どんなに祈いのっても聞き入れられなかったからだ。けれど、今回は妙みような確信があった。


　万ばん能のうの女神でありながら、特に出産を司るということは──、


（女の味方に決まっているわ）


　思いこみ以外のなにものでもないが、それが深夜の参さん詣けいへと奮い立たせたのだった。


　やがて、莉由は豪ごう壮そうな門の前で馬車を停とめた。衣ころもの裾をたくし上げて御ぎよ者しや台だいから飛び降り、長い石いし畳だたみを走る。辺りはしんと静まりかえり、自分の履くつ音が妙に大きく響いた。


　莉由は壇だんの手前で立ち止まり、荒あらい息を整える。月の光は四阿あずまやの屋根に遮さえぎられ、祀まつられた石は黒い影かげにしか見えなかった。


　壇の前にひざまずき、万能といわれる女神に祈りを捧ささげようとした時、突とつ然ぜん、石がぼうっと白い輝きを放った。


『こんな夜中に、一人で来るなんていい度胸してるじゃない』


　背後から声をかけられ、莉由はギョッとして振ふり返った。見ると暗くら闇やみの中に、七、八歳ぐらいに見える女の子が立っていた。薄うす青あおの古風な袷あわせの衣に碧みどりの紗しやの肩かた掛かけをはおり、くりくりとした眼めとふっくらとした唇の愛らしい美少女である。


「あんた、何？」


　莉由は身構えた。「誰だれ」ではなく「何」と尋たずねたのは、こんな夜中に人間の子どもが無人の社に来るはずがなく、亡ぼう霊れいか妖あやかしの変へん化げかと思ったからである。


『そんな風に訊きかれると答えにくいわ』


　少女はニッと笑い、莉由に近づいてきた。まるで宙を滑すべるような足取りである。


「ちょ、ちょっと、こっち来ないでよ」


　莉由は後退あとずさった。幼い頃ころから父や兄の呪具がやらかす不思議を見てきたし、今は二人の妖と同居する身で、大たい抵ていのことには動じないのだが、さすがにこの状じよう況きようは怖こわい。


『あなた、こないだ兄と弟が九十過ぎまで長生きして、死ぬ前にいい人生だったなーとか何とか祈った子でしょ？』


「あたしのお祈りを聞いてたの？　もしかして天仙娘娘のお使い？」


　莉由は瞠どう目もくした。もしも女神の使いなら、「あんた」扱あつかいするのは失礼かもしれない。


『いいえ。本人』


「えええーっ!!」


　莉由は仰のけ反ぞった。「あんた」扱いどころか「何」呼ばわりしてしまった。


「ううう噓うそ──。天仙娘娘って、そんな、ちまちました姿だったの？」


『これは変化なのっ。そのくらいわかるでしょうが』


　天仙娘娘は、可愛らしい唇を尖とがらせた。


『で、今さら何しに来たの？　前の願いを取り消して、男おとこ嫌ぎらいを治してほしいとか？』


「な、なんでそんなことまで知ってるの──」


　莉由はたじたじとなった。さすがは万能の女神である。しかしここで臆おくしている場合ではない。莉由は気を取り直して天仙娘娘の前に膝ひざをつく。


「前の願いは取り消さないわ。お願いを追加したいの。無む辜こ疳かんに罹かかった赤ちゃんたちを助けて。あなたのことだから、姑こ獲かく鳥ちようが現れたのは知ってるでしょ？」


「あんた」は「あなた」に変わったが、今さら白々しく言葉遣いを改められない。


『そんなことのために、こんな夜中に一人でここへ来たの？』


「そんなこと──って、たくさんの赤ちゃんの命がかかってるのよ」


　天仙娘娘が驚おどろき、呆あきれてもいるようだったので、莉由は思わずムッとして言い返した。


『炎えん招しよう戈かの使い手が、化か蛇だの王と平圃の駮はくを連れて姑獲鳥を追っているんでしょ？　任せとけばいいじゃない』


「でも、魂たましいが戻もどる前に、亡なくなってしまう赤ちゃんがいるかもしれないもの」


『言われてみれば確かにそうねぇ。定めた赤子の命数を、姑獲鳥なんかにねじ曲げられたら、お父様──東岳大帝はお怒いかりになるでしょうし』


　天仙娘娘は小首を傾かしげ、にっこりと愛らしい笑えみを浮かべた。


『わかったわ。こんな夜中に一人でここへ来た勇気に免めんじて、願いを叶かなえてあげる』


「ありがとう──！」


　莉由はほっと胸をなで下ろしたが、


『じゃあ、前の九十過ぎまで云うん々ぬんっていう願いは取り消しで、赤子を救うって方を叶えるってことで』


　天仙娘娘がさっと踵きびすを返して闇やみの中に消えかかったので、莉由は慌あわてて彼女の衣の裾をつかんだ。


「ちょっと待って。前のお願いを取り消すなんて、そんなこと言ってないわ」


　天仙娘娘は振り返り、肩かたをすくめて頭かぶりを振る。


『両方は無理。私は叶える願いを選んでるの。あなただけ特別ってわけにはいかないわ。それじゃ、赤子を救う方を取り消す？』


「それは──」


　莉由はつかんでいた天仙娘娘の衣をいっそう強く握り締しめた。どちらかを選ぶなんてできない。両方の願いを叶えてほしい。


『この場合、赤子を救う方を優先するべきだと思うけど？　舜も晄も、自分でそれなりの人生を切り開いていくんじゃない？　それともあなた、自分の兄と弟が信用できないの？』


「そうじゃないわ……」


　莉由は目を伏ふせる。


「お兄ちゃんは強いわ。あたしや晄ちゃんのために、自分や他ほかの人を犠ぎ牲せいにしてしまうぐらい強いの。死ぬ前に、いい人生だったなんて思えないでしょうね。でも、お兄ちゃんのことだから、死ぬ時も、悲しいのも悔くやしいのも我が慢まんして、無理して笑うでしょうけど……」


　舜は、両親の命を奪うばった呪じゆ術じゆつ師しに、呪じゆ詛そ返しをして殺している。その時の舜は、まだ十五歳だった。どんな思いで刺し客かくを殺したのか、どんな思いでそれを隠かくし続けていたのか、舜の心を思うと莉由は胸が痛かった。


「でね、晄ちゃんは優やさしすぎるのよ」


　思わず小さな溜ため息が漏もれる。


「炎招戈の使い手になって、あの子はあたしの手の届かない所に行ってしまった。晄ちゃんはあたしが守るって、小さい時からずっとそう思ってたのに……。もう、あたしが守るなんて段階じゃないじゃない」


　莉由はやるせない笑みを浮うかべた。


「晄ちゃんの願いも聞いてた？　あの子はこの世のすべてのものの幸せを願ったのよ。人じゃなくて、もの。妖も獣けものも全部含ふくめてるのよ。あたしは晄ちゃんのそういうとこは好きだけど、いつかその優しさのせいで、命を落とすことになるような気がして──」


　莉由は目を上げ、天仙娘娘を見つめる。


「欲よく張ばりなことはわかってる。でも、どっちのお願いも叶えてほしいの」


　天仙娘娘はしばらく値ね踏ぶみするように莉由を見ていたが、やがてスッと目を細め、


『いいわ。両方の願いを叶えてあげる。そのかわりこれを供く物もつとしてもらうわよ』


　と、莉由の首にかかっている玉の珮はいをつまんだ。


「え？　で、でもこれは……」


　莉由はうろたえた。晄が玉職人の所に弟子でし入りしていた時、一いつ生しよう懸けん命めいに作ってくれた珮である。とても手放すことはできない。


「これって色も形も悪いし、ね、こっちの碧へき玉ぎよくの簪かんざしはどう？　こないだの市で買ったばかりなの。すごく高かったのよ。あなたの本当の名前は天仙聖母碧霞元君だし、ぴったりじゃない？」


　莉由は髪かみに挿さしていた碧玉の簪を抜ぬき、天仙娘娘に差し出した。


『そこらで売ってる物なんかに興味はないわ。私はそれが欲しいの』


「あなた、この珮があたしの宝物だって知ってて言ってるのね」


　天仙娘娘の笑みに意地悪そうな影が潜ひそんでいるのを見て、莉由は腹立たしさを隠さずに言った。


「しょうがないわ──」


　莉由は、玉に通された紐ひもを首から外した。


『本当にくれるの!?』


　天仙娘娘は、心底驚いたようだった。


「自分で欲しいって言っておいて何よ」


　莉由は横目で天仙娘娘をちょっと睨にらみ、


「お兄ちゃんや晄ちゃん、赤ちゃんたちの命には代えられないもの。それに、あたしは晄ちゃんから、他にもたくさんの贈おくり物をもらってるから」


　と、にっこり微笑ほほえんだ。自分に向けられる笑顔や、思いやり、その珮を作ってくれた時の気持ち──。目には見えないが、それらすべてが自分にとっては大切な宝物なのだ。形のある物にこだわることはない。


『ここで、そんな自じ慢まん話ばなしを聞かされるとは思わなかったわ』


　天仙娘娘は不快そうに言い、玉の珮をギュッと握にぎった。


『この珮は返すわ。私、最初から願いを二つとも叶える気はなかったし』


「え──!?」


　莉由が問い返す間もなく、珮を握ったままの天仙娘娘の拳こぶしがドンと、莉由の胸を突ついた。


　鈍にぶい痛みに身体からだを折り、呆ぼう然ぜんと莉由は自分の胸を見下ろす。天仙娘娘の手首までが身体の中にめり込んでいた。


「な、何を……」


　天仙娘娘の拳から何か熱いものが放射され、全身を駆かけめぐる。


『言ったでしょ。願いを二つとも叶える気はなかったって。無辜疳に罹った赤子たちの身体は、魂が戻って来るまで守っておいてあげるわ。でも、九十過ぎまでの願いは叶えてあげない。兄と弟の命はあなたが守りなさい』


　天仙娘娘が耳元で囁ささやいた。


「……どういうこと……？」


　熱さと痛みはますますひどくなり、目の前が暗くなっていく。


『そうそう、あの亳邑の王子の願いは叶えてやってもいいと思ってるのよ。時間限定でね』


　天仙娘娘の声を聞いたのはそれが最後だった。


　女め神がみの拳が胸から抜けると同時に、莉由はがっくりと石いし畳だたみに膝をつき、そのまま意識を失ってしまった。








「妖あやかしの気配が──？」


　舜は北東の方角に目をやり、怪け訝げんな顔で呟つぶやいた。


　それまで間断なく襲おそってきた妖が、急になりを潜め、遠ざかって行ったからである。


「欽原さん、戻っていいですよ」


　舜は頭上を飛び回っていた蜂はちに青銅の鏡を向けた。蜂は主あるじの言葉に従い、鏡の中に飛び込む。


「舜殿……、どうしました？」


　怯おびえた様子で館やかたの主夫妻は舜を見上げる。


「わかりません。いったい何があったんでしょう？」


　舜は首を傾げた。








『あの女だ。飛んでおるぞ』


　腕うでの小こ蛇へびが空を見上げた。晄は立ち止まり、汪李の視線をたどる。


　空は雲一つなかった。凍いてついたような濃のう紺こんの空を、赤い袿がゆるゆると上って行く。女は肩から翼つばさを生やし、むき出しになった細い腕で、赤子たちを抱かかえ込んでいる。


「汪李、俺を乗せて飛んで」


　晄の左腕から小蛇がするりとほどけた。小蛇は光の粒つぶに包まれ、次の瞬しゆん間かんには晄の目の前に白銀の鱗うろこの大だい蛇じやが姿を現す。額には二本の角が生え、その顔は蛇というよりは竜りゆうに近い。頭頂から背にかけて馬のたてがみのような毛が生え、蝙蝠こうもりのような羽う毛もうのない翼を持っていた。水すい妖よう化か蛇だ族の王、汪李の本ほん性しようである。


　晄がその背に跳とび乗ると、汪李は白銀の翼を大きく一つ羽ばたかせ、凄すさまじい速さで赤い袿に近づいた。真冬の風が頰ほおに突き刺ささり、晄は思わず目を細める。


　女の翼には矢が刺さっていた。矢羽根は累焰の物だ。楓牙と累焰も女を追って来たのだろう。


「赤ちゃんを返して！」


　晄が女の背に向かって叫さけぶと、女は振ふり返り、怒いかりに燃える目で晄を睨んだ。


『私の子だ。放すものか』


　女は赤子たちをきつく抱だきしめる。


『姑こ獲かく鳥ちように成り下がっている。もう、人であった時の心を忘れてしまった』


　煒白が言った。


「どうしたら……」


　晄は腰こしに佩はいた炎えん招しよう戈かに手をかけた。


　半神の黄こう帝ていが作り、強大な妖さえも滅ほろぼせる聖なる戈ほこである。女を滅ぼせば、赤子の魂たましいは身体に戻もどるのだろう。しかし、晄は女を斬きりたくなかった。


　晄が躊躇ためらっている間に、女は背を向け、傷ついた翼で逃にげ去って行く。


『逃がさぬ』


　汪李はすかさず女の前に回り込んだ。


『これは私の子──。誰だれにも渡わたさない』


　女は歯をギリギリと嚙かんだ。それでも晄は炎招戈が抜けなかった。


『晄、弱い赤子の魂は、日の中を飛べない。日が昇のぼる前に女から赤子の魂を取り戻さなければ、魂は身体に還かえれない』


　煒白が言った。


　魂を失った身体は、妖に取り憑つかれやすくなるだけでなく、日々衰すい弱じやくしていく。天仙娘娘の社で無辜疳に罹かかった赤子に会ったのは、もう四日も前だ。今すぐにでも身体に戻らなければ命を失うかもしれない。迷っている場合ではなかった。


「わかった……」


　晄は小さくうなずき、炎招戈を鞘さやから抜いた。


「翼を断たつ。汪李、行って」


　汪李は女に向かって凄まじい速さで飛ひ翔しようした。それまで脛すねあてだった煒白が、長なが柄えに変へん化げして炎招戈に取りついた。晄は膝ひざで汪李の胴どうを締しめ、両手で炎招戈の長柄を持ち直す。


　女の目が大きく見開かれた。


「ごめんね──」


　晄は、姑獲鳥の右の翼に炎招戈を振り下ろした。


　女の口から絶ぜつ叫きようが迸ほとばしり、翼がもげた。女の身体はガクリと傾かたむき、頭を下にして落ち始める。それでも女は両りよう腕うでに抱えた赤子たちを放さなかった。


　汪李が急きゆう旋せん回かいして、女の下に頭を滑すべらせる。晄は炎招戈を煒白に任せ、汪李がすくい上げた女を咄とつ嗟さに両手で支えた。


『放せ、私の子だ！　誰にも渡さない！』


　女は髪を振り乱みだし、晄から逃のがれようともがく。


　ふと、晄は女から激しい痛みを感じた。斬られた翼の痛みではない。出産の苦しみと、おのれの死を悟さとった時の絶望、そして赤子への憐れん憫びんと哀あい惜せきなどが、痛みに形を変えて女を苛さいなんでいた。あまりに切なくて、晄の目め尻じりに涙なみだが滲にじむ。


「辛つらかったね……」


　晄は思わず女の肩かたを抱だいた。袿が赤いのは血で染まったからだというが、そんなことは気にならなかった。


「こんなに痛い思いをして、それでも我が慢まんして……。自分の命を引き替えにしても産みたかったのに……、産まれなかったんだね……」


　もがいていた女が動きを止めた。晄の腕に包まれ、怒りに醜みにくく歪ゆがんでいた表情が、悲しげな女の顔に戻っていく。


『産まれなかった……？』


　潤うるんだ瞳ひとみが晄を見つめた。女の眼めに人間らしい光が点ともっていた。


『私の赤ちゃんは……？』


　女は腕の中の赤子たちに目を落とす。


「その子たちは、あなたの子じゃないでしょ？　本当のお母さんの所へ帰りたいって、泣いてるよ」


『私の子じゃない……』


「あなたの子も、どこかできっと泣いてる。あなたに抱かれたいって。他所よその子を抱いちゃ嫌いやだって」


　女の腕の中にいる赤子たちの中に、彼女の赤子の魂は感じられない。どこか別の場所にいるのだろう。けれど、その赤子も母を求めているに違ちがいないと思った。


　自分がそうであるように──。


　女の目からはらはらと涙が落ちた。


『産んであげたかった……。この手で抱いてあげたかった……』
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　人であった時の記き憶おくが戻ったのだろうか、彼女はそう言って、腕の中の赤子たちを抱きしめた。


「その子たちを返して、あなたの本当の子を捜さがしに行こうよ」


　晄は言った。しかし、


『だめだ。晄、間に合わない』


　煒白が止めた。


　東の山の端はが明るく輝かがやき始めていた。間もなく日が昇ってしまう。


『降りるぞ』


　汪李は下降を始めた。化蛇の姿を人に見られるわけにはいかないからだ。


「晄！」


　地上では、楓牙と累焰が馬を駆かって、晄たちを追っていた。


　汪李は街かい道どう沿いの森の中に降り、晄と女が背から下りると人ひと形がたに変化した。楓牙と累焰が手た綱づなをさばいて、晄たちの前で止まる。


「姑獲鳥を捕とらえたのか」


　楓牙は馬から下り、赤子たちを抱いてむせび泣く女に目をやった。


「そなた、董氏の璦佳殿ではないのか？」


『浅ましい姿をお見せいたしました……』


　楓牙の問いに、女は顔を伏ふせたまま小さくうなずいた。


「あのお葬そう式しきの──」


　晄は、王都へ着いた日に遭そう遇ぐうした葬そう列れつを思い出す。


「済まない、私は噓うそを言った。お前の赤子を捜し、墓に参らせると──。だが、そなたの赤子は生きてはおらぬ」


　楓牙は言った。


『存じております』


「産まれぬまま亡なくなった子の葬そう儀ぎも、そなたと一いつ緒しよに行ったと、悔くやみに参った時にそう聞いた」


『そうだったのですか……。嬉うれしゅうございます。なれど……』


　璦佳はそう言って泣なき崩くずれた。ほんの少し待っていれば、彼女は自分の子と一緒に泰山へ行けたはずだった。けれど、我が子の死を知らぬまま彼女の魂は身体からだから離はなれて彷徨さまよい、妖あやかしに変じたあげくにこのような罪を犯おかしてしまったのだ。


『この赤子たちにも、親おや御ごにも、どうやってお詫わびをしたら……』


「急いで赤ちゃんたちの魂を戻してあげたいけど……」


　晄は空を仰あおいだ。


　太陽はすでに山の端から離れ、明るい光が森の中にも差し込んでいる。この日差しの中を、赤子の魂は飛ぶことはできない。


「泰山へ詣もうでてはいかがでございましょう」


　累焰が言った。


『そうだ。東岳大帝は人の魂を司つかさどる。大帝に請こえば、日差しの中でも赤子の魂が飛べるようにしてくれる』


　煒白はそう言って馬に変化する。


「そっか、その手があった。璦佳様、一緒に行こう。そして、東岳大帝にお詫びして、赤ちゃんの魂を戻してもらおう」


　晄は璦佳を煒白に乗せ、自分も彼女の後ろに乗る。汪李は小こ蛇へびになって晄の腕うでに巻きついた。


「頼たのむぞ」


　楓牙の声に、晄は大きくうなずき、煒白を走らせた。





　　　　三




　泰山はひどく険しかった。


　起き伏ふくの激しい岩山が連なり、垂直に近い坂はごつごつと岩が突つき出していた。切り立った岩がん壁ぺきには、葉の落ちた樹木がへばりつくように生えていて、その岩壁の間を細い山道が延々と続いている。


　もちろん、普ふ通つうの馬では登れない。しかし、煒白の本ほん性しようは、西の果てにある崑こん崙ろんまで半日で行き来できる駮はくである。煒白は、立ちはだかる大岩を跳とび越こえ、あるいは目の眩くらむような深い谷を渡り、頂上を目指して風のように駆け登のぼった。


「すごい眺ながめだね──」


　山頂は、いくつもの巨きよ石せきが屹きつ立りつする岩場だった。見下ろせば、連なる岩山の向こうに、黄おう褐かつ色しよくの大地が遥はるか彼方かなたまで広がっていた。


　東の空には朝日が輝き、璦佳と赤子たちは眩まぶしさに目を細める。


　その昔、黄帝や禹う王、湯とう王も、天と地に感謝する儀ぎ式しき、封ほう禅ぜんのためにこの山を訪おとずれ、この場で天を祀まつったというが、確かにここは地上よりも天の方が近いような気がした。


　晄は煒白の背から下り、璦佳を支えて馬から下ろす。


「来たか」


　その時突とつ然ぜん、背後から少年の声がした。晄は驚おどろいて振ふり返る。


「君は昨日の……」


　そこにいたのは、市で赤い簪かんざしを買った不思議な少年だった。大きな岩を背に、腕を組んで、薄うすい笑えみを浮うかべている。この険しい山の頂上にたった一人でいるなんて、やはり普通の人間ではなさそうだ。


「遅おそかったではないか。日が昇のぼってから魂たましいを身体に戻もどすのは面めん倒どうなのだぞ」


　少年は言った。


「どうしてそのことを──」


　晄が言い終わる前に、


「まあよい。赤子の命に差し障さわりはない。来こよ」


　少年は璦佳を手招いた。


　彼女は赤い袿を長く引きながら、滑すべるように少年のもとに歩む。何だか操あやつられているようだ。


　少年は、璦佳の両りよう腕うでに抱かかえられた赤子を抱だき上げると、フッと息を吹ふきかけた。すると、赤子は明るい光の玉に変じ、少年の手から飛び立った。白い尾おを引いて空の彼方に消えていく。


　晄は啞あ然ぜんとした。


（もしかしてこの子、東岳大帝のお使いか何か？）


　少年は、彩琳や他ほかの赤子も同じようにして、次々と空に放つ。


　最後の赤子の魂を空に飛ばすと、少年は懐ふところから赤い簪を取り出し、璦佳の髪かみに挿さした。


（この人の簪だったのか）


　晄は、簪から聞こえた声が、璦佳のものだと今になって気づく。そう言えば、この少年は簪の持ち主を見つけたら泰山へ寄こせと言っていた。市で出会った時から、何もかも見み越こしていたのかもしれない。


「世話を焼かせおって。お前の子はすでに私の所に来ておるぞ」


　少年は言った。


　璦佳は目を瞠みはり、その目が見る見るうちに潤む。


『申し訳ございません……』


　伏せた目から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。


「あ、あのね。璦佳様は、自分の赤ちゃんがどこに行ったのかわからなくて、別に悪気があって妖になったわけじゃなくて──」


　晄は、急いで少年と璦佳の間に入った。


「俺も、簪の持ち主を見つけたら泰山へ寄こせって言われてたのに、捜さがそうともしなくて──。ごめんなさい。俺、簪と璦佳様が全然結びついていなかったんだ。俺も一緒に謝るから、璦佳様を罰ばつしないように東岳大帝に言って」


　一気にまくしたてる晄を見て、少年は目を瞬またたいた。


「変わったやつだな。妖に変じた魂に情けをかけるか」


「だって、璦佳様は本当に辛つらかったんだ。子どもに会いたくて会いたくて、その気持ちで心がいっぱいになっちゃったんだ。お願い、璦佳様を永遠に黄泉よみに留め置くとかしないで、次の世では、璦佳様と産まれなかった赤ちゃんが一緒に暮らせるようにしてあげて」


　晄は璦佳をかばうように肩かたを抱く。


　少年はしばらく晄を見ていたが、やがて小さく笑った。


「女が執しゆう着ちやくを解いて、姑こ獲かく鳥ちようから人に戻れたのはお前のお陰だ。お前がそういうのなら、此こ度たびの件は不問に付そう」


「ほんと!?　ありがとう！」


　晄は思わず、少年の手を両手で握にぎってぶんぶんと振った。


「……まったく変わったやつだな」


　少年は苦く笑しよう混じりにそう言って、晄に握られた手に視線を落とす。


「女を連れて来てくれたことと、赤子の命数を保ってくれた礼をしたいが」


「いや、別に礼なんて……」


「そうだな──、お前の親に会わせてやろうか？」


「え──？」


　晄は驚きすぎて、しばらくの間、少年の言葉の意味が呑のみ込めなかった。


「父さんと母さんに、会えるの？」


　どんなに会いたくても、死んだ人に会えるわけない、いつまでも引きずっていてはいけないと、自分に言い聞かせてこの五年を過ごしてきた。その押し固めていた思いが、ガラガラと崩れていく。


（会いたい……一目でいいから）


　自分を守るために、命を削けずった両親に詫びたい、感謝を伝えたい。ずっと大好きだって言いたい。死んでしまって悲しいと、忘れられないと両親の腕の中で大声で泣きたい。


（ううん。何もできなくてもいい、話せなくてもいい。そばにいてくれれば……）


　胸の奥が熱くなって苦しかった。


（でも……）


　晄は拳こぶしを握る。大きく息を吸い、ゆっくりと吐はいた。


「俺、──会わない」


　声が震ふるえるのを辛うじて抑おさえる。


　少年は、意外だというように軽く瞠どう目もくした。


「父さんと母さんが生き返るならいいけど、そうじゃないのに、ここで会っちゃったら、俺自身がきっとだめになる」


　もう二度と失いたくなくて、きっと別れられない。


「俺がもっと大人になって、父さんと母さんに会って、また別れても平気なぐらい強くなったら──その時は、舜兄と莉姉も連れて来るから、一いつ緒しよに会わせて」


　晄はにっこりと笑んだ。ちゃんと笑えたことに少しほっとした。


「いいだろう。またいつでも来るがいい」


　少年も軽い笑みを浮かべる。


　璦佳の手を引き、少年はいったん晄たちに背を向けたが、ふと振り返った。


「ああ、そうだ。言い忘れていた。あの男、命数がねじ曲げられている。気をつけるがいい」


「あの男って？」


「陽甲だ」


　陽甲って誰だれだっけと、晄はしばし考え、


「王様!?　ちょっと待って。命数がねじ曲げられているってどういうこと？」


　慌あわてて少年に声をかけた。しかし、彼はフンと鼻で笑い、璦佳とともに大岩の間に姿を消す。


「あの子、何者？」


　晄は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


『会話の端はし々ばしから察するに東岳大帝、泰山府君だろう』


　煒白が答える。


「えええ～っ!?　お使いじゃなくて、本人だったの！」


『わざわざ気配を消して人間の少年に変へん化げしているのは、私たちに正体を知られたくないからだと思い、私も挨あい拶さつを控ひかえた』


『あの偉えらそうな態度が、本ほん性しようを隠かくしきれていなかったがな──』


　汪李は口の端はしを歪ゆがめる。


「俺、思いっ切り失礼な口のきき方しちゃった……」


　晄は青くなった。








「楓牙様、あそこを歩いていらっしゃるのは莉由殿どのでは？」


　馬を駆かり、楓牙と累焰は城下へ戻ろうと街かい道どうを走っていた。そこで、一人でてくてくと歩いている莉由を見つけたのである。


「莉由、こんな所でどうしたのだ」


　楓牙は莉由に追いつくと手た綱づなを引いて速度を弛ゆるめ、馬上から莉由に声をかける。


「あら、王子──」


　見上げた莉由が、いつも通りの元気な無ぶ愛あい想そう面づらだったので、楓牙は少しほっとする。よからぬことに巻き込まれたのではなさそうだ。


「どうもこうもないわ。馬が馬車ごとどっか行っちゃったから、歩いて帰るところ」


「館やかたにいるものとばかり思っていたが、こんな朝早くから、どこへ行っていたのだ？」


　楓牙は馬から下りて、莉由と並んで歩く。もちろん五尺の距離を保って。


「天仙娘娘の社よ」


　相変わらず、訊きいたことに対して最低限の答えしか返って来ない。


「歩いていては、日が暮れてしまう。その……よかったら、わ、私の馬に……」


　楓牙は断られるのを覚かく悟ごで、思いきって言ってみた。だめなら累焰を先に城下に戻もどらせ、馬車を持って来させればいい。


　案の定、莉由はつんと横を向き、「いいえ──」と言いかけて、ふと足を止めた。


「莉由？」


　突とつ然ぜん、莉由の身体からだがぐらりと傾かたむいた。楓牙は咄とつ嗟さに彼女を抱だき留とめる。顔色は悪くなかったが、莉由はぐったりとして目を閉じていた。


「いかがなさいました？」


　累焰も馬から下りて駆け寄って来た。


「わからん。とにかく急いで館へ戻ろう」


　楓牙は馬に乗り、莉由を自分の胸にもたれさせると片手で莉由を支え、もう片方の手で手綱を握る。


（いいのだろうか……いいのだろうか……）


　楓牙の心臓は破は裂れつせんばかりに高鳴っている。五尺どころか、ぴったり密着なのだ。ここで目覚めて「一生、あたしに顔を見せないで！」などと言われたら、立ち直る自信がない。


（館に着くまで、目覚めないでくれ）


　しかし、願いもむなしく、莉由はしばらくすると目を開けた。


「あたし……」


「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　こ、これはお前が気を失ってしまったので、やむを得ず……。暴れてはならんぞ。馬から落ちる」


「大丈夫よ。ちょっと疲つかれてるけど」


　莉由は弱々しい笑えみを浮うかべた。


「大丈夫というのは体調のことなのか？　それとも私が五尺以内にいることなのか？」


　楓牙はおずおずと尋たずねた。


「どっちも──。後者に関しては不思議としか言いようがないわ」


（も、もしや、これは天仙娘娘が私の願いを叶かなえてくれたのでは──!?）


　楓牙はじーんと胸を熱くし、心から万ばん能のうの女め神がみに感謝した。


「天仙娘娘の社へ行ったそうだが、夜中に一人で危ないではないか。何もなかったか？」


「どうしても赤ちゃんたちを助けてほしくて──。あたし天仙娘娘に会ったわ」


「会った？　女神が顕けん現げんしたのか？」


「小さな女の子の姿をしてたわ。で、願いを叶える叶えないで、ちょっと言い合いをして、あたし、天仙娘娘を怒おこらせちゃったのかしら、いきなり拳で殴なぐられて──」


　莉由はそう言って胸を押さえた。そのまま気を失って、気がついたら朝だったという。


「無事でよかった。凍こごえ死じななかったのは天仙娘娘の加護があったからだろう」


「でも、天仙娘娘は玉の珮はいを返すって言ってたのにないのよ。やっぱり怒って持って行っちゃったんだわ」


「玉の珮？」


　楓牙は問い返したが、


「なんだか疲れちゃった……。このまま眠ねむってもいい？」


　莉由は緩ゆるく目を閉じ、楓牙の胸に顔を埋うずめる。


「ああ、もちろんだ」


　楓牙は微笑ほほえんでうなずいた。


「楓牙様、あそこに莉由殿が乗って行ったと思われる馬車が──」


　累焰が指差すその馬車には、御ぎよ者しやが乗っていなかった。馬は、独りでパッカパッカと城下へ戻って行く。


「いかがいたしましょうか」


「そのまま、館まで導けばよい」


　今さら、莉由を起こして馬車に乗せる気はなかった。


　この幸せな一時を手放せるものかと、楓牙は腕うでの中の莉由に目を落とす。


　真実、幸せなのは一時だった。楓牙は館について間もなく、自分の願いは期間限定で叶えられたことを知り、愕がく然ぜんとすることとなる。
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「大人になって、強くなったら──か」


　黄泉よみの入り口、死者の魂たましいが集つどう泰山の奥底で、東岳大帝は命数を刻んだ玉の策ふだを見ながら、ふと薄うすい笑みを浮かべる。


『あら、御ご機き嫌げんね。珍めずらしい』


　碧みどりの霞かすみをまとわりつかせ、闇やみの中から天仙娘娘が姿を現した。


「また、今日はずいぶんと愛らしい姿だな」


　人でいえば七、八歳ぐらいの少女に変化した娘むすめを見て、大帝は笑った。


『お父様が少年の姿だからよ。娘の私が年上に見えるのは、何だか嫌いやだもの』


　天仙娘娘は愛らしい少女の唇くちびるを尖とがらせる。


「その手はどうしたのだ？」


　天仙娘娘の右手は、手首までが青白く透すき通とおってしまっていた。


『炎えん招しよう戈かの使い手の姉に、私の右手の分だけ力を与あたえたの。もちろん、よほどのことがなければ、力が発現しないようにしたけど』


「そなたがそこまでするとは、珍しいことだ」


『まったくだわ。生意気で気が強くて、身の程ほど知らずで──何であんな娘に肩かた入いれしちゃったのかしら』


「そなたにそっくりだからではないか」


　大帝はクスクス笑い、天仙娘娘は今度は薄うす紅べに色いろの頰ほおをプウと膨ふくらませた。


『私が炎招戈の使い手のお守もりをするのも面めん倒どうだからと思ったんだけど、あの娘こが早死にしちゃったら意味ないし。ちょっと見せて』


　天仙娘娘は、父の手にある玉の策をのぞき込む。


『ふーん、なるほどね。あら、あの娘、両親を早くに亡なくしてるのね。だから、九十過ぎまで長生きして、残された者が悲しまないようになんて考えるわけ』


「親に会わせてやろうと言ったら、炎招戈の使い手は拒こばんだぞ」


　大帝は微かすかな苦く笑しようを浮かべた。自分でも驚おどろいたことに、彼が拒んだことを好もしいと思ってしまったからだ。


『親って、どっちの？』


　天仙娘娘は玉の策から目を上げ、父を見る。


「私は、本当の親のつもりで言ったのだが、彼はそう受け取らなかったらしい。さて、今度ここを訪ねて来た時には、どちらの親に会わせてやるべきか……」


　大帝は、固く閉じられた石の大おお扉とびらの向こう──黄泉に通じる道に目をやった。
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「よう参った。会えて嬉うれしいぞ。此こ度たびは姑こ獲かく鳥ちようも退治したというではないか」


　殷の名宰さい相しよう、曹晏仲は皺しわだらけの顔をほころばせた。


「いえ。そんな退治なんて大げさじゃなくて、東岳大帝に引き渡わたしただけです」


　晄はぶんぶんと頭かぶりを振ふった。


　姑獲鳥を捕とらえた翌日のことである。晄は楓牙と累焰に伴ともなわれて、晏仲の屋や敷しきを訪おとずれた。内々の訪問だが、屋敷にはなぜか大だい史し令れいである隗かい利條もいた。


「東岳大帝にお目にかかれるとは、並のことではありませぬよ」


　利條は雅みやびな笑みを浮かべる。


「うむ。こうなるとますます欲しくなるのう」


　晏仲は白はく髭ぜんを撫なでる。


「欲しいって？」


「おぬしだ、晄。どうだ儂わしの養子にならんか」


（ひぇ～）と、それは晄ばかりでなく、同席していた楓牙も思った。


　──晄ちゃんが、王族や諸しよ侯こうの目に留まって、お小こ姓しようにでも召めし上げられたらどうするんです！


　という舜の言葉が蘇よみがえる。


「儂の氏は、代々奄えん三さん師し──王直属の軍の将を務めておるが、儂には跡あと継つぎがおらぬ。おぬしはよい将になろう。曹の家を継いでもらえぬか？」


「でも……亳邑には少ないけど俺の領民もいるし、兄や姉を残しては……」


　冷や汗あせをかきながら、晄は辞退する。


「領地は楓牙王子に任せればよい。家族はともに王都へ参らせよ」


「えーと、その……」


「晏仲様。曹家に炎招戈の使い手を迎むかえるとなれば、国の政まつりごとにも関かかわる大事。主上のご意向も伺うかがいませねば」


　利條が助け船を出してくれた。


「言えば、主上は異を唱えられような」


　晏仲はつまらなそうに呟つぶやいた。楓牙の安あん堵どの吐と息いきが聞こえてくる。


「あの、東岳大帝が王様について不思議なことを言ってたんですけど」


　晄は無む理り矢や理り話題を変えた。


「大帝は、王様の命数がねじ曲げられている、注意するようにと、そう言ってました」


　晏仲と利條の顔色が変わった。


「そうですか。大事な話を伺って来てくれましたね。礼を言いますよ」


　利條の笑えみが硬かたかった理由を、その時の晄は知らなかった。








「だからっ！　あれほど言ったじゃないですかっ！」


　館やかたに戻もどって、曹家の養子の話を聞いた舜の反応は予想通りだった。


「済まない。まさか晏仲殿が晄にそこまで惚ほれ込んでいるとは思っていなかったのだ」


　楓牙はうなだれる。


「王子様が思ってるよりも、ずっとずーっっと、晄ちゃんは可愛かわいいんですっ。うちの晄ちゃんを見くびらないでくださいよっ」


「養子に望まれたのは、可愛いからではないと思うが……」


　楓牙の蚊かの鳴くような呟きに、


「なんです？　じゃ、晄ちゃんが可愛くないとでも？」


　舜は目をつり上げた。


「いや、可愛い。晏仲殿はともかく、私は晄が可愛いと思う」


「あなたは、晄ちゃんを可愛いと思っちゃだめですっ！」


　楓牙と舜の会話を聞きながら、


「この歳で可愛いって言われても、もうそんな嬉しくないんだけどなー」


　晄は頭を搔かいた。


「大きいのに、お兄ちゃんたち、可笑おかしいわねぇ」


　莉由は、膝ひざの上の彩琳をあやす。


　彩琳はすっかり回復していた。舜の話によると、魂が戻った途と端たんに彩琳は勢いよく泣き出し、母親の胸の中でひとしきり泣いた後は、いつも通りの元気を取り戻したという。


「晄ちゃんは弟だから可愛いけど、赤ちゃんてほんと、無条件に可愛いわね。姑獲鳥の気持ちもわかるわ。あたしも赤ちゃんが欲しい」


　莉由の呟きを、楓牙は聞き逃のがさなかった。楓牙はバッと莉由に振り向き、


「おおお前はきっといい母になる」


　頰を赤らめて宣言する。


「何を考えてるんです？　あなたには晄ちゃんもあげませんが、莉由ちゃんもあげません」


　舜は横目で楓牙を睨にらんだ。


「だが、母になるには夫が必要だ」


　楓牙は食い下がる。


「夫なんかいりません。燕つばめの卵を食べて、赤ちゃんを産みます」


　つんと莉由は横を向く。


「莉由は、その類たぐいの言い伝えを真しん剣けんに信じているのだろうか……？」


　楓牙の囁ささやきに、


「今の場合、信じているか否いなかは大した問題ではございません。夫を持つ気がまったくないと莉由殿が楓牙様に告げたことこそが大問題なのでございます」


　累焰は気の毒そうに主あるじを見た。
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　この世の西の果て、日の沈しずむ所に大山崑こん崙ろんの丘おかがあり、黄河はこの崑崙より流れ出ている。


　崑崙には、天へ通じる道があり、九ここの重えの城がそびえ、城を囲む庭には宝玉が実る木々が生えているという。


　崑崙に住まう神々の中に、西せい王おう母ぼという女め神がみがいた。雪のように白い髪かみに玉の簪かんざしをさし、黄金の杖つえを持っている。その玉座の左右には、虎とらと竜りゆうを侍はべらせ、青鳥や白しろ兎うさぎを使し役えきしていた。


　古いにしえの時、西王母は、人の世を救った英えい雄ゆうに、不死の実を与あたえたという。





　　　　一




「象って、鼻が長くて、耳が葉っぱみたいに平べったい、あの象？」


　晄は目を瞬またたかせた。


「そうだ。その象だ。象ばかりではない。獅し子しや犀さい、豹ひように駱らく駝だも来るぞ」


　亳邑の領主である楓牙王子が、陝せん邑ゆうの晄のもとを訪おとずれたのは、蟬せみの声もかしましい夏の午後のことだった。


　晄は、楓牙と彼の従者累焰を、涼すずやかな風が吹ふき抜ぬける北堂の回かい廊ろうに案内し、生おい茂しげった楡にれの木こ陰かげで楓牙の話を聞く。


　彼が言うには、遥はるか西方に楼ろう蘭らんという小国があり、この度たび、珍めずらしい獣けものを携たずさえて殷の王に朝ちよう貢こうするという。楼蘭の一行は黄河沿いに東進し、陝邑、洛らく邑ゆう、亳邑に宿しゆく泊はくしながら、中原の東とう端たんにある王都奄えんを目指すのだそうだ。


「青銅器じゃなくて？　象や犀や獅子って本物がいるの？」


「生きている象や犀や獅子だ。ちゃんと動くし、吼ほえるぞ」


　瞳ひとみを輝かがやかせる晄を見て、楓牙は微笑ほほえましげに目を細める。


「うわ。俺、想像上の生き物だと思ってた──」


　ちょっとぐらいは触さわらせてもらえるだろうか。嚙かみつかない温和おとなしい獣なら、膝ひざの上に載のせたり、抱だっこしたりしたい。「楽しみだ～」と、晄は勝手に想像を膨ふくらませてニヤニヤする。


「楽しんでばかりもいられませんよ」


　そこへ、晄の兄の舜が盆ぼんに觥さかずきと碗わんを載せて運んできた。舜の後ろには、姉の莉由もいる。


「そうよ。晄ちゃんは陝邑領主として、楼蘭ご一行様を歓かん待たいしなくちゃならないでしょ？　王様のお客様なんだから、失礼のないようにお迎むかえしなくちゃ」


　男おとこ嫌ぎらいの莉由は、楓牙との距きよ離りをきっちり五尺空けて、持っていた黍きび餅もちの器うつわを晄たちの前に置いた。たかが五尺、けれど決して縮まらないその空間を、楓牙は恨うらめしげに眺ながめる。


「そっか……。王様のお客を歓待……」


　陝邑領主という言葉に、象や犀を抱っこするという妄もう想そうがしおしおとしぼみ、代わりに晄の脳のう裏りに、楼蘭の高官たちを前に緊きん張ちようしまくる自分の姿が浮うかんだ。


　晄はこの春、陝邑の領主の地位を賜たまわった。殷では、邑むらの領主は王の血けつ縁えんか、もしくはそれに相当する大貴族が務めるということを考えると、あり得ない大出世である。しかし、当然のことながら晄には外国の使節団を接待した経験がなく、細かい礼れい儀ぎ作法も知らない。


「楼蘭の一行が陝邑に滞たい在ざいするのは一夜だけだから、ものものしい儀ぎ式しきを行う必要はないが、到とう着ちやくした日の夜は、簡単な宴うたげを催もよおさねばなるまい。その際、旅の安全を祈いのって、楽を奏し、舞まいなど披ひ露ろうするのが慣ならわしとなっている」


「ひえ～！　陝邑には舞ぶ楽がくなんてできる人はいないよ──！」


　陝邑は一度滅ほろび、今住んでいる領民は、ほとんどが陝邑復興のために労役に就ついた囚しゆう人じんである。幸いにも、焉えんというもと盗とう賊ぞくの頭領が、領民をうまく統とう括かつしているため、大きな問題は起こっていないが、彼らが秀ひいでているのは盗ぬすみの技わざぐらいで、楽器を演奏したり舞を舞まったりできるはずもない。


「どうしよう……。舞楽に宴……。言葉だって、きっと違ちがうよね……」


「亳邑から、楽人と舞まい人びとを寄こそう。当日はその者たちに舞わせればよい。しきたりについては後で教えてやる。外とつ国からの使者には、大たい抵てい、殷の言葉を喋しやべれる者がついて来るはずだ。心配なら通訳も亳邑から寄こすが──」


『おれ、楼蘭の言葉がわかるぜ』


　その時、晄の胸むな元もとから、黄色いひよこがぴょこんと顔を出した。


「あら、鳳ほう君、そこにいたの。暑いでしょ。人ひと形がたになったら」


　莉由に促うながされ、ひよこは十六、七の少年に変へん化げした。淡あわい黄色の衣ころもに幅はば広びろの紅くれないの帯を締しめ、帯と同色の巾きんで髪をくくるという華はな々ばなしさだが、目鼻立ちのはっきりとした、美び麗れいな容よう貌ぼうにはよく似合っていた。ひたすらに表情が明るく覇は気きがあるのは、彼が陽の気を発する妖あやかしだからだ。


　男嫌いの莉由が鳳の人形を許すのは、見た目が晄と同じくらいかそれ以下の少年は、男ではなく子どもという範はん疇ちゆうに入るからである。


「よかった～。鳳が通訳してくれるなら安心だ～」


　晄は、ほっと胸をなで下ろす。


『楼蘭は崑崙に近いんだ。実際に行ったことはねーけど、一応たしなみとして、崑崙の神々が支配する国の言葉は全部わかるぜ』


　鳳はニッと笑った。彼の本ほん性しようは、鳳ほう皇おうという崑崙を見守る鳥の雛ひなである。雛と言っても、成長が止まっているだけで、実じつ年ねん齢れいは相当に高いらしい。


『言葉だけなら、私もわかる』


　小馬姿の煒白が言った。


「そっか、煒白は物知りだもんね。楼蘭の一行が来た時、煒白が一いつ緒しよにいてくれれば心強いよ」


『象も犀も獅子も、一度実物を見たいと思っていた。西方の象は、南のものより大きいと聞く。私も楽しみだ』


　煒白は、創つくられて間もなく天から墜おち、長い間独りで山奥に棲すんでいたために経験は少ないが、女神英招からこの世のあらゆる知識を授さずかっていた。


「ふーん。大きいのか……」


　家にある象の形をした青銅の酒器は猫ねこぐらいの大きさだが、それよりも大きいとなると、犬ぐらいだろうか。抱っこするには重いかもしれない。


『象がなんだというのだ。あのような鼻を持つ生き物がこの世に実在するとは、我には信じられぬ。鼻など、穴があれば十分であろうに』


　小こ蛇へび姿で晄の左ひだり腕うでに巻きついている汪李が不ふ機き嫌げんそうに言った。


　異界で眠ねむっている間に以前の記き憶おくを失った彼は、楼蘭の言葉や象を知らず、晄の興味を惹ひくような話ができないのでふてくされているのだが、そうと知らない晄は、「化か蛇だの鼻は、穴だけだもんねー」と、汪李の鼻先をチョンとつつく。


「お料理はあたしに任せて。亡なくなったお母さんから、宴えん席せきの献こん立だてぐらいは作れるように仕込まれてるし、ここの奥さんたちに手伝ってもらえば大だい丈じよう夫ぶよ」


　そう言ったのは莉由である。


「それに、お兄ちゃんの趣しゆ味みのお陰かげで、青銅の食器だけは王室並みに揃そろってるから、そこは心配ないわ」


　舜は青銅器の工人である。実用品も作るが、主に呪じゆ具ぐや祭具に用いる青銅器を作っていた。舜は作るだけでなく、集めるのも好きで、注文を受けて作ったものでも、気に入れば家に持ち帰ってしまうという亡き父と同じ悪あく癖へきがある。だから、晄の一家は昔も今も貧びん乏ぼうなのだが、青銅器だけは豊富だった。


「問題は、食材だけど──。野菜の類たぐいは何とかできるけど、牛の脂あぶらとか、鹿しかや豚ぶたの背肉とか、お値段の張るものは手が届かないのよねぇ」


　莉由は呟つぶやきながら、楓牙をチラリと見やる。


「うむ。陝邑の台所事情は承知している。急ぎ、亳邑から運ばせよう」


　莉由の視線の意味を理解した楓牙は、力強くうなずいた。


「まあ、王子。お心こころ遣づかいありがとうございます。ついでに肉につ桂けいや川かわ薑はじかみなどの香こう辛しん料りようもお願いしますね」


　切れ長の美麗な眼めを細め、莉由はにっこりと微笑んだ。莉由が、楓牙に笑えみかけるのはとても珍しいことだ。台所を潤うるおすための演技なのだが、楓牙は頰ほおを赤く染めて、「わかった。任せておけ」と、再びうなずき、従者の累焰は痛ましげに主あるじを見やる。


　晄と楓牙、莉由及および妖たちが、使節団を迎える打ち合わせを始めると、舜がおもむろに立ち上がり、奥の部屋から鉞えつや剣けん、鐃どら、甗むしきなどの青銅器を持ち出してきた。


「舜兄、何してるの？」


　剣や鉞の柄つかに紐ひもを通し、ひさしに吊つるしている兄を見て、晄は尋たずねた。


「災わざわい除よけの呪具でございますね」


　それまで楓牙の傍かたわらで、影かげのようにひっそりと黙だまっていた累焰が口を開いた。累焰は、王に仕える占せん術じゆつ師し──貞てい人じんに匹ひつ敵てきするほどの実力を持つ占術師で、呪じゆ術じゆつの知識も豊富だった。


「晄ちゃんや魔ま法ほうの鼎かなえを狙ねらう悪者が、楼蘭の一行に紛まぎれているかもしれませんからね。念のためです」


　舜は、手にした鐃を戸口に立てかける。


「この鐃は、この城から何かが持ち出されると、自動的に鳴り響ひびきます。そっちの甗には、香こう草そうを焚たいておきます。悪心を持った者がその匂においを嗅かぐと笑いが止まらなくなるんです」


「なかなか便利そうだが、この剣や鉞は、まさか……」


　頰を引きつらせ、楓牙は頭上に吊された武器を見上げた。


「晄ちゃんや莉由ちゃんに、よこしまな気持ちを抱いだく者の首に向かって飛んでいきます。あ、もう呪術が有効になってますから、気をつけてくださいね」


　舜はそう言って、いつものほんわりとした笑みを浮かべ、その笑みの裏側を知っている楓牙は、ぞっと鳥とり肌はだを立てた。








「者ども、いいか。今日の獲え物ものは茱萸ぐみ、覆盆子いちご、李すももだ。他ほかに旨うまそうな物があったら遠えん慮りよせず盗とって、いや、採って来い」


「へい！」


「へい、じゃねえ。御ぎよ意いだ。俺らは領主殿どのに仕える官かん吏りってことになってんだぞ。言こと葉ば遣づかいに気をつけろ！　んじゃ、行くぜ！」


　もと盗賊の頭目、焉の号令で、にわか官吏──実際には労ろう役えきに就いている罪人たちは、陝邑の南にそびえる終しゆう南なん山ざんへ、宴の食材を求めて出かけて行った。


「頼たのむね～」


　晄は人形の鳳とともに、内城の門で焉とその手下を見送る。


「肉や香辛料は明日届くし、これで宴の食材は何とかなりそうだね。あとは夜具を点検して──」


　城へ戻もどりながら、晄は竹の皮に書いた覚え書きに目を落とす。


　楼蘭の使節団の到着が三日後に迫せまっていた。領民たちがこの一大行事に盛り上がり、全面的に協力してくれるお陰で、使節団を迎むかえる準備は順調だった。


『風ふ呂ろ場ばのむしろを新しくしといた方がいいかもな』


　鳳がそう言うので、晄は倉へ寄って新しいむしろを抱かかえ、東堂に隣りん接せつした客用の湯ゆ殿どのに向かった。


『風呂場に、誰だれかいる』


　東堂から湯殿へ通じる石いし畳だたみの手前で、脛すねあてに変化して晄の右みぎ脚あしに巻きついている煒白が囁ささやいた。見ると、湯殿の明かり取りの窓から、微かすかに湯気が出ている。


『人ではないな。妖──いや、あの気配は……』


　小蛇姿で晄の右みぎ腕うでに絡からまっていた汪李が、緊張した様子で鎌かま首くびをもたげた。


『ままま、まさか──』


　突とつ然ぜん、鳳が走り出した。


「え、何、どうしたの？」


　晄は、慌あわてて鳳の後を追う。


　バン！　と、鳳はけたたましく戸を開け、彼の後ろから湯殿に足を踏ふみ入れた晄は目を剝むいた。


　なみなみと湯を張った熊くま足あしの湯船に浸つかっていたのは、目が眩くらむほど美しい女だった。人ではないことは、一目で晄にもわかった。美しさの規準が人にん間げん離ばなれしているのだ。


　肌はだは玉のように白く輝かがやき、湯に散った波打つ長い髪かみも雪のように白かった。鼻び梁りようは細く高く、薄うす紅べに色いろの唇くちびるは艶つややかな笑みをたたえ、翡ひ翠すいのような大きな瞳ひとみが嬉うれしげに鳳を見つめていた。


『久しぶりじゃの、鳳』


　甘く柔やわらかい声こわ音ねだった。晄は陶とう然ぜんとして、彼女の声に聞き入る。


『西王母様──』


「西王母？　西王母って……」


　美女に呼びかけた鳳の言葉を、晄は何度も反はん芻すうした。


「噓うそっ!?　崑崙の、あの西王母様!?」


　ようやく、彼女が崑崙に住む女め神がみだと理解した晄は、呆ぼう然ぜんと目を瞬またたく。


　西王母は晄など目に入らない様子で、


『何じゃ、鳳、その人ひと形がたは。妾わらわは、雛のそなたを愛らしく思うておったというに。何もわざわざ人の真ま似ねをすることはあるまい』


　と、鳳に向かって柳りゆう眉びをひそめた。


『ああ、はいはい』


　鳳は、ポンと本ほん性しようであるひよこに戻る。


『どうしてここへ──ってか、何でいきなり風ふ呂ろに入ってるんです？』


　鳳は尋ねた。もっともな疑問である。


『そなたに頼みたいことがあったのじゃが、たまたま、よく磨みがき上げられたこの浴よく槽そうが目に入っての。そなたを待つ間、ひと風呂浴びさせてもろうた』


　西王母は、楼蘭の使者のために用意しておいた絺ほそぬので、白い腕うでをゆっくりと撫なでる。人間の女性がやったら、ひどく扇せん情じよう的な光景だろうが、女神の姿はただ神こう々ごうしいばかりだった。


『頼みたいことって何です？』


『妾の大切な、可愛かわいいあの子が、突然いなくなっての……』


　西王母は、ふと翡翠の瞳を翳かげらせる。


『可愛いあの子って、仙せん桃とう樹じゆの精のことですか？』


「仙桃樹の精？」


　晄は問い返したが、西王母は晄を一いち瞥べつしただけで、答えなかった。


『以前に目覚めたのは、およそ二千六百年前ゆえ、あと四百年は眠っているはずであったが、いつの間にやら目覚めたものか、気づいたらおらなかったのじゃ。気配をたどってみたが、青せい海かい辺りでふっつりと途と絶だえてしまっての……。おそらく、誰ぞに拐かどわかされたものと思われる』


　青海とは、崑崙の南なん麓ろく、黄河上流の高地である。


『下界に連れ去られたのか。開かい明めい獣じゆう様やおれらの仲間の目をかいくぐって、西王母様の庭に忍しのび込むなんて、ただものじゃねーな』


　鳳は小さな翼つばさを胸の前で組む。開明獣とは崑崙の城門を護まもる神で、鳳の眷けん族ぞくである鳳ほう皇おうと、鸞らん鳥ちようが、ともにその開明獣に従って崑崙を見守っていた。


『鳳よ。どうか、妾の可愛いあの子を捜さがしてくれまいか。妾が使役する妖あやかしのうち、あの子の姿を知っていて、人間界で動けるものは、そなたしかおらぬ』


　西王母には、竜りゆうや虎とら、烏からすや白しろ兎うさぎや蟾蜍ひきがえるなどの妖や獣が従っているが、竜や虎では目立ち過ぎるし、他のものは三千年に一度しか目覚めない仙桃樹の精の姿を知らないとのことである。


『わかりました。で、仙桃樹の精がいないってわかったのはいつのことです？』


『もう十日ほど前になる。次の月が巡めぐって来る頃ころまでに、あの子を仙桃の樹きに戻さなければ、樹は枯かれ、あの子も滅ほろびてしまうであろう』


　西王母は、心配げに溜ため息をついた。


「大変だ……」


　晄は思わず呟いた。


「仙桃樹の精って、どんな姿なんですか？　黄河沿いなら、汪李の眷けん族ぞくが捜せるし、亳邑の楓牙王子に頼めば、兵を使って捜してくれると思いますよ」


　西王母の目が、ゆっくりと晄に向かった。


『お前の手は借りぬ』


　その目がひどく冷めていたので、晄は少なからず驚おどろいた。


『鳳よ。そなた、何ゆえにこのような童わらべに従っておるのだ』


『えーと。それは黄帝がですね……。まあ、晄と一いつ緒しよにいるって決めたのは、おれですけど』


　鳳は口ごもる。


『黄帝も黄帝じゃ。禹や成せい湯とうの後こう継けいに、こんな年とし端はも行かぬ童を選ぶとは──』


　西王母は、プイと晄から視線を外し、晄はいっそうの衝しよう撃げきを受けた。


　禹とは、夏か王朝の初代王であり、成湯とは、殷王朝の初代王、湯王のことである。この二人の英えい雄ゆうは、半神の黄帝が作った聖なる戈ほこ──炎えん招しよう戈かの以前の持ち主で、晄は三代目の使い手として選ばれたのだ。確かに、禹王や湯王に比べれば、自分はただの子どもだが──。


（何で、俺のこと、そんなに嫌きらうわけ？）


　そこまで疎うとまれるほど、悪いことをした憶おぼえはない。


『そなたらもじゃ。水すい妖ようの王、平圃の神妖ともあろうものが、ただ人の童に従うなど、情けないと思わぬのか』


　西王母の視線が、晄の左ひだり腕うでの小こ蛇へびと、右脚の脛あてに移った。


「俺はともかく、汪李や煒白まで馬ば鹿かに──」


　思わず一歩踏み出した晄を、汪李と煒白が引き戻した。


『晄は、我が主あるじにふさわしい少年だ』


『晄が主であることを、私は誇ほこりに思っている』


　怒おこった風もなく、汪李と煒白は平然と答える。


『どうせ、そなたらは崑崙とは無関係の妖。誰に従おうが妾の知ったことではないがの』


　西王母はつんと顎あごを上げたが、再び鳳に目を向けた彼女の表情は、打って変わったように愛いとしげだった。


『だが、鳳よ。あの子が見つかったあかつきには、そなたは崑崙に戻るのじゃ。そして、以前のように妾の庭で遊んでおれ。よいな』


　そう言うと、西王母はザッと湯船から立ち上がった。輝く玉の肌がもうもうと白い湯気に包まれる。


『え──？　ちょ、ちょっと待ってください』


　鳳は小さな翼を羽ばたかせて、湯船に飛び──正しくは跳とび──上がったが、その時にはすでに女神の姿はどこにもなかった。


「鳳に崑崙へ戻れって……？」


　晄は、西王母の消えた熊足の湯船を呆然と見つめた。
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『ごめん。西王母様は、おれが黄帝の言うがまま下界に降りて、お前と一緒にいるのが気に入らないらしい』


　湯ゆ殿どのから内ない苑えんへ出ると、鳳はひよこ姿のまま、へちゃっと晄の頭の上でうつぶせになった。


『兄さんたちにも、申し訳ない。西王母様に代わって謝るよ』


『気にするな。西王母は雛ひなのままのお前が不ふ憫びんなのであろう。馬鹿な子ほど可愛いというではないか』


　汪李は軽く笑い、


『人間の母親も、溺でき愛あいする息むす子こを手放せないという。そして、息子の嫁よめを疎ましく思うと、授さずかった知識の中にある』


　煒白は大おお真ま面じ目めに言った。


　鳳は『おれは馬鹿な子かよ』と頰ほおを膨ふくらませ、晄は「鳳の嫁？」と自分を指差して目を瞬いた。


「俺と鳳が逆の立場だったら、舜兄や莉姉が黙だまってないだろうからね。西王母様の気持ちもわかるけど──」


　両親がいないせいか、兄と姉は恥はずかしいぐらい末っ子の自分を溺愛している。自分が見知らぬ土地へ行って、誰だれかに使われていたら、あの二人も血相変えて乗り込んで来るに違ちがいない。


「でも俺、鳳を崑崙へ帰したくないよ」


　晄は、頭の上の鳳をそっと降ろして、両手で包んだ。


『おれだって、帰りたくねーよ。崑崙にいたって、おれは役に立たねえ。うろうろ暇ひまを潰つぶしているだけなんて、面おも白しろくも何ともねーし。晄と一緒にいる方が、ずっと楽しいし』


　小さなくちばしを晄の指に載のせ、鳳は晄の手に身をもたせかける。


「でも、仙桃樹の精は捜さなくちゃね……」


　鳳と別れたくはないが、仙桃樹の精を見殺しにはできない。


『まーな。あいつに罪があるわけじゃねーし』


「ところで、仙桃樹ってどんな樹なの？　崑崙の庭に生えてて、三千年に一度しか目覚めないなんて、かなり特別な樹なんだろうけど」


　晄は、先刻西王母に尋たずね、答えを得られなかった質問をした。


『ああ、不老不死の実って、聞いたことねーか？　三千年に一度実をつけ、食べれば、歳も取らないし、死なない体になるってやつ。それだよ』


「不老不死!?」


　我が家には、それで調理すれば、どんな病もたちどころに治るという魔ま法ほうの鼎かなえがあるが、それ以上の優すぐれものだ。さすがは崑崙である。


「不老不死って、人間の究極の望みだもんね。確かに、どんな危険を冒おかしても欲しいかも……。あれ？　でも、精を樹から離はなしちゃったら、精は死んじゃって樹も枯れるんなら、実がならないじゃない」


『身の代しろを要求するつもりなのかもしれねーな。崑崙の宝物庫には、前に収しゆう穫かくした仙桃の実が納めてあるんだ』


　その他ほかにも、宝物庫には宝玉のなる樹の種や五ご岳がく真しん形ぎよう図ずという国を護る護ご符ふなど、崑崙にしかない宝が保管されているという。犯人は、仙せん桃とう樹じゆの精の身み柄がらと引き替かえに、それらの宝物を脅おどし取ろうとしているのではないかと鳳は言った。


「うわ。拐かしの犯人は、崑崙の神々を脅そうとしてるわけ？　すごい度胸だね」


『神に匹ひつ敵てきするほどの力を持つ妖か、もしくは西王母に敵対する神の一人であろうか……』


　汪李は眉まゆを寄せて呟つぶやく。


「で、仙桃樹の精ってどんな姿なの？」


『基本は桃だからな。眠ねむっている時は、小さくて、丸くて、細かい毛が生えてて、目覚めると、薄うすい羽が生えて、空を飛ぶ。一応、手足もある』


「？？？」


　桃の実に、羽と手足がついているのだろうか。


「他に特とく徴ちようとか、捜す時の手がかりはないの？　呼べば返事をする？」


『苛いじめると、ピーッて泣く』


「…………」


　鳳は仙桃樹の精に対して、どんな接し方をしていたのだろうか。


「とにかく、汪李は、仙桃樹の精を捜してくれるように、小こ化か蛇だに頼たのんでくれる？　煒白は、崑崙まで行って、仙桃樹の精の気配をたどってみて」


　水妖化蛇族の王である汪李が眷けん族ぞくに呼びかければ、黄河沿いのすべての情報が手に入る。また、戦うために創つくられた神妖煒白は、何千里にも及およぶ崑崙への道のりを半日で往復する俊しゆん足そくの持ち主で、五感が並外れて鋭するどい。煒白ならば、ほんの僅わずかでも気配が残っていれば感知するはずだ。


『承知した』


　二人の妖あやかしは同時にそう言って、汪李はスルリと腕うでから解ほどけて、黄河の方に向かって這はって行き、煒白は馬に変へん化げして、遥はるかな崑崙へと駆かけて行った。


　汪李たちの後ろ姿を見送っていた鳳は、ふと内苑の桃の木に目を移し、ハッと身を強こわばらせた。


『まさかな……』


「どうかしたの？」


『今、ちょっと思い出してさ。仙桃樹の精を、人間界の桃の木に宿らせると、とんでもない毒の実がなるんだ。果か汁じゆうを一ひと滴しずく、井い戸どにたらしただけで、その水を飲んだ者がその場で死んじまうぐらいのさ──』


　内苑の桃の木には大きな実がつき、夏の日を浴びて微かすかに色づき始めていた。





　それから煒白は二日後に戻もどって来た。しかし、西王母の言う通り、仙桃樹の気配は青海で途と切ぎれ、どちらへ向かったか皆かい目もく見当もつかないとのことだった。


　汪李は、眷族の小化蛇を通じて、黄河中の水妖に仙桃樹の精を捜さがさせたが、何も手がかりが得られぬまま、楼蘭の使者を迎むかえる日がやって来た。
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「さ、できたわ。まあ、晄ちゃん。ステキ！」


　晄の帯を縛しばり終えた莉由は、一歩離れて弟の晴れ姿をしみじみと眺ながめる。


　夏の礼装として、晄は絹で織った紗しやの衣ころもと裳したばかまに身を包み、革かわの膝ひざ蔽おおいを着けていた。豪ごう奢しやな縁ふち飾かざりのついた帯を長く垂らし、結ゆい上げた髪かみの上には冠かんむりが輝かがやいている。


『なかなかかっこいいぜ。いっぱしの領主に見えるじゃねーか』


　鳳はニヤニヤと相好を崩くずし、


『主よ。なんと立派なことか……』


　小蛇姿の汪李と、小馬姿の煒白は、目をうるうるさせていた。


　しかし、舜だけは、


「楼蘭の王使が、晄ちゃんをお小こ姓しように召めし上げてしまったらどうしましょう」


　と、心配そうだった。


「きつい～、暑い～」


　当の晄は、暑さと賓ひん客かくを迎える緊きん張ちように加え、慣れない礼服や冠の重さのせいで、みんなの賞賛も耳には入らない。


『さ、そろそろ行こうぜ』


　鳳は人ひと形がたのまま、汪李は腕うで輪わに、煒白は脛すねあてに変化して晄に取りつき、一同は、楼蘭の使節団を出で迎むかえるために、内城の門前に出る。


　門前には、陝邑の領民たちも集まっていて、晄の姿を見ると、


「おおっ。晄さん、見み違ちがえたぜ」


　と、拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びせた。


　手の平でパタパタと首をあおぎながら、楼蘭の一行を待っていると、焉が小走りにやって来た。もと盗とう賊ぞくの頭かしらの彼も、今回は文官ということになっているので、一応正装している。


「わぉ、焉もそういう格好してると、ちゃんと官かん吏りに見えるね。貫かん禄ろくある～」


「へへ。馬飼いにも衣い裳しようってか」


　盗賊の前は馬飼いをしていたという焉は、ポリポリと頭を搔かき、


「なんつってる場合じゃねえ。楓牙王子が貸してくれるって言ってた楽人と舞まい人びとが、まだ来ねえんだよ」


　と、東の城門の方を見やる。


「ええっ。もうすぐ楼蘭の使節団が到とう着ちやくしちゃうよ」


「午ひる過ぎには着くはずだったんだが──。今、手下、いや武官を見に行かせたところだ」


「どうしよう……」


『落ち着けよ。舞ぶ楽がくは宴えんの最後だ。夜までには着くだろ』


　おろおろする晄の背を、鳳がポンポンと叩たたいた。


　間もなく、傾かたむきかけた日を背に、長い行列の影かげが外城の西門に現れた。通り沿いに並んだ子どもたちが歓かん声せいを上げる。


　馬に乗った兵士を先頭に、大きな荷車や馬車が、陝邑を東西に貫つらぬく大路を厳おごそかに進んで来た。異国情じよう緒ちよあふれる意い匠しようを施ほどこした天てん蓋がいつきの大きな荷馬車には、王に献けん上じようする動物が乗っているのだろうか。


　袖そでや裾すそがゆったりとした殷の衣とは異なり、楼蘭の人々は丈たけの短い筒つつ袖そでの上着と、細身の脛けい衣いを着けていた。馬に乗る時に便利そうだ。殷では人は馬の背に乗らず、戦いくさでも馬車に乗るが、楼蘭では北方の騎き馬ば民族と同じく、日常的に馬に乗るのかもしれない。


　行列の後方でひときわ大きな歓声が上がった。「象だ、象だ」と叫さけぶ子どもの声が歓声に交じって聞こえる。途と端たんに、先刻までの憂うれいが吹ふき飛んだ。


「俺も見たい──」


　触さわりたい、抱だっこしたい──。賓客を迎える立場でなかったら、今すぐ象の所へ駆けて行っただろう。晄は伸のび上がって声の方を見たが、人だかりがすごくて象の姿は見えない。


『お前、ホント子どもみたいだな。慌あわてなくても後でゆっくり見られるだろ』


　鳳は笑った。


　やがて、ひときわ豪奢な馬車が晄の前に停とまり、中から立派な服装をした男が下りて来た。楼蘭の王使だ。側近の官吏や護衛兵を従えて、男は晄の前に進み出る。


　側近の一人が殷の言葉で、


「楼蘭より参りました、トル・ハミ大臣でございます」


　と、言った。向こうもちゃんと通訳を同行してきたのだ。


「よ、ようこそお出いでくださいました。長旅、ご足労様です」


　楓牙に教わった通り、晄は両手を重ねて大臣に挨あい拶さつし、「どうぞ、こちらへ」と、使者たちを城内に案内する。


　内城の門をくぐりながら、晄は、未練がましく行列の後方を振ふり返った。行列の後方、象のいる辺りは相当に盛り上がっている。


　その時、虫とも鳥ともつかない甲かん高だかい鳴き声が、微かに晄の耳に届いた。鳴き声は、その一度きりだったが、


　──助けて！


　晄には、そう言っているように思えた。晄は、動物の気持ちを読み取ったり、人には聞こえない妖の声や異界の風の音などを聴きいたりする能力があるのだ。王に献上される動物が、故郷から離はなれ、このような見知らぬ異国に連れて来られたことを嘆なげいているのだろうか。


「可か哀わい想そうに……」


　晄はすぐに前方に視線を戻してしまったので、その時、鳳の表情がひどく強ばっていたことに気づかなかった。








『仙せん桃とう樹じゆの精の声が聞こえたんだ』


　人ひと気けのない西堂の回かい廊ろうへ汪李と煒白を呼び出し、鳳は言った。汪李は小こ蛇へび姿のままだったが、変化の達者な煒白は、小さな鼠ねずみの姿になっている。


　楼蘭の使者が湯ゆ殿どので長旅の汚よごれを落としている間に、鳳は晄に『汪李と煒白を貸してくれ』とだけ言って二人を連れ出した。初めての外交で緊張しまくっている晄に、仙桃樹の精の声が聞こえたことを告げれば、要いらぬ動どう揺ようを招くだけだし、騒さわぎが大きくなれば、拐かどわかしの犯人に逃にげられる恐おそれもあったからである。


　今、正堂の大室では宴の真っ最中で、晄は楼蘭の使者を接待している。


『声は、行列の後ろから聞こえたんだ。犯人は、使節団に紛まぎれ込んでいるのかもしれねえ』


　鳳が言うと、


『何か、獣けものとは異なる鳴き声が聞こえたが、あれが仙桃樹の精だったのか』


　と、煒白もうなずいた。


『目的地は王都、もしくは王城か──』


　汪李の表情が険しくなる。


　朝ちよう貢こうに行く使節団に紛れ込んでいれば、黙だまっていても王都まで連れて行ってくれるし、警けい戒かい厳重な王城にも簡単に入れる。


『犯人は、毒の桃を実らせるつもりで仙桃樹の精を拐かし、王を暗殺もしくは王都の殲せん滅めつを目もく論ろんでいるのかもしれぬな』


『しかし、楼蘭の使節団に、そう簡単に加われるだろうか』


　煒白の問いに、


『犯人は西王母様の目さえ盗ぬすんだんだぜ。人間の目をごまかすぐらい、朝飯前だろうよ』


　鳳は唇くちびるの端はしだけを吊つり上げて苦い笑えみを浮うかべた。


『仙桃樹の精は、何かに変へん化げさせられてるんだと思う。けど、声がしたのは確かなんだ。手分けして捜してくれねーかな』


『承知した』


　汪李と煒白に、動物がつながれている陝邑城前の広場を探さぐってくれるように頼たのみ、鳳は楼蘭の奴ぬ婢ひたちの酒席となっている内ない苑えんへ行く。


　内苑では、白はく砂さに敷しかれた敷しき物ものに下働きの者や動物の世話係たちが座り込み、陝邑の領民が料理を運んだり酌しやくをしたりしていた。


　鳳は、酒席の間を巡めぐりながら、仙桃樹の精の気配を探る。しかし、それらしき気配も声もしなかった。


（姿や、気配も変えられたか──？）


　鳳はざっと奴婢たちの顔を見回し、一番奥の酒席に王使の乗っていた馬車の御ぎよ者しやを見つけた。


『どーもー』


　鳳は酒さか瓶びんを抱かかえ、仲間と談だん笑しようしながら觥さかずきを傾けているその御者の前に座る。彼は、西方の民たみの特とく徴ちようである濃こい色の肌はだに小さな目の初老の男だった。にこにこと温おん厚こうそうな顔を鳳に向ける。


『陝邑へようこそ。旅はどうでした？　鬼き方ほうとか北方の蛮ばん族ぞくに襲おそわれたりしませんでした？』


　觥に酒を注ぎながら、楼蘭の言葉で、それとなく旅の様子を聞いてみる。旅の途と中ちゆうで何か異変があれば、常に王使の近くにいる彼の耳に入るはずだ。


「いや、別に。順調だったよ」


『えー？　でも、祁き連れん山ざんの北を回る街かい道どうを通って来たんだろ？　雍よう州しゆう辺りは今、鬼方の支配下じゃない。殷に朝貢する使節なんか、格好の獲え物ものだろうに』


「お前さん、若いのに西方のことに詳くわしいんだねぇ。楼蘭の言葉も流りゆう暢ちようだし」


　鳳の見た目が少年であることや、故郷の言葉を自在に操あやつることで、親しみを覚えたのだろう、御者は旅の途中のできごとを語り始めた。それによると旅は驚おどろくほど順調で、恐れていた北方の蛮族の襲しゆう撃げきにも遭あわなかったとのことだった。


「だが、一度だけ嵐あらしに見み舞まわれてな。あれは、十日ほど前だったか」


　渭い水すい沿いに東進を始めたころ、突とつ然ぜん砂嵐が起こったという。


「変な嵐だった。空には雲一つないまま、いきなり黄砂混じりの突とつ風ぷうが吹いてな。それも一刻も経たたずに収まっちまったんだ」


「そうそう、あん時には、馬や献上する動物がえらい怯おびえて、妖あやかしでも来たかと思ったぜ」


　同席していた御者仲間も口々に嵐のことを語る。


『十日前……』


　仙桃樹の精が行方ゆくえ知れずになったのは十日前だ。また、北の街道が渭水と交わる場所は、仙桃樹の精の気配が消えた青海からさほど遠くない。その嵐の時に、拐かしの犯人と仙桃樹の精は、この使節団に紛れ込んだのかもしれない。


『で、妖は現れたのか？』


　鳳は急せき込んで訊きいたが、


「いいや、何にも。ただ黄砂まみれになっただけ」


　御者も仲間も頭かぶりを振った。


『じゃ、旅人を一行に加えたとか、動物が一いつ匹ぴき増えたとか、そんなことは？』


「兄さん占せん術じゆつの才があるのかい。その通りだよ。砂嵐にびっくりしたのか、雌めすの獅し子しが急に産気づいて、赤ん坊ぼうを産んだんだ」








　その頃ころ、陝邑城前の広場では──。


『声はせぬな』


『獣の気配が濃すぎて、探りにくい』


　小蛇姿の汪李と鼠に変化した煒白が、つながれたり檻おりに入れられたりしている動物たちの間を、ちょろちょろと這はい回っていた。


　捕ほ食しよく者である蛇と餌えさである鼠が、仲良く動物たちを見物するなど仰ぎよう天てんものの光景だが、世話係の奴婢はみな内苑で開かれている宴うたげに行き、その間は陝邑の民人もこの広場には入って来られないようにしてあるため、見み咎とがめる者は誰だれもいない。


『おらぬな。変化させられ、気配も変えられたか──。しかし、我らの目と耳をあざむくほど、巧たくみな術をかけるとは……、これは──!?』


　汪李は、太い足に枷かせをはめられている大きな一角の獣を見上げた。


『お前の眷けん族ぞくか？』


『違ちがう！　私の脚あしはこのように短くないし、顔もこれほど大きくはない！　これは……おそらく、犀さいという獣だろう』


　汪李も煒白も、齢よわい数千年を超こえる妖だが、汪李は異界で眠っている間に以前の記き憶おくを失い、煒白は呪じゆ詛そをかけられて山奥で暮らしていたため、このような獣を見るのは初めてだった。


『私は、これらの獣の本当の匂においも気配も知らない。これらが本物でなくても、気づけないかもしれない』


　煒白は小さな溜ため息をついた。


『それにしても、獣か樹きの精かぐらいは区別がつきそうなものだが──』


　草木の精の気配は、妖や獣に比べるとひどく弱い。仙桃樹の精は、巨きよ大だいな動物に変化させられ、その気配をまとわせられていて、微び弱じやくな本来の気配を隠かくされてしまったのだろうか。


『いっそのこと、我らが本ほん性しようを現すか』


　汪李は言い、煒白は目を剝むいた。


『こやつらを脅おどす。ピーッと鳴いたのが仙桃樹の精だ』


『…………豹ひようや獅子や象も鳴くぞ』


『獣たちが喚わめこうが、たとえ暴走しようが、恐るるに足たらぬが──。ふむ、晄の務めの邪じや魔まをするわけにはいかぬな』


　それ以前に、汪李は二度と暴れないように晄が見張るという条件で命を救われ、煒白は晄に滅ほろぼされたことになっているのだ。今さら本性を公おおやけにさらすことはできない。


　何かいい方法はないだろうかと、二人で考えあぐねているところへ、鳳が走って来た。


『獅子の赤ん坊だ──多分』








「へえ、砂嵐で、獅子が赤ちゃんを産んだんですか」


　晄は身を乗り出した。


　正堂の大室、宴の席で、晄は通訳を介かいして楼蘭の王使トル・ハミの旅の話を聞いていた。


　鳳や汪李、煒白がいつまで経っても戻もどって来ないので、晄はドキドキハラハラしながら応対していたのだが、話が獅子の出産に及およぶと、次し第だいに緊きん張ちようがほぐれて、代わりに好こう奇き心しんが頭をもたげる。


「象も見たいけど、獅子も見たい。獅子の赤ちゃんを抱だっこしたいです～」


「残念ながら、それはできません」


　王使は困ったように笑った。


「え、なぜですか？」


「母親の獅子が、ひどく気を荒あら立だてておりましてね。ただでさえ、子を産んだばかりの獅子は気が荒あらくなるものですが、慣れない旅の途と上じようでのお産だったせいもあるのでしょうね、世話係の者にも近づかせないのです」


「そうなんですか。残念だなー」


「それにしても見事な青銅器ですな」


　トル・ハミは、手にした碗わんや、前に置かれたいくつもの簋きをしみじみと眺ながめた。


　簋とは料理を盛りつける容器で、その上に炮やき豚ぶたや、肉を突つき混ぜて作った擣とう珍ちん、菹そという野菜の酢す漬づけなどが載のっている。食器には、どれも雲うん雷らい紋もんや獣じゆう面めん紋もんの凝こった意い匠しようが施ほどこされ、小さな鹿しかや羊の像がついているものもある。


　舜はこの宴えん会かいに際し、何の料理にはどの簋を用いるか、莉由に細かい指示を出した。きっと自分の所蔵品を何気なく自じ慢まんしたかったのだろう。


「剣けんや鉞えつもすばらしい。武器を梁はりに吊つるして飾かざる風習があるとは存じませんでしたが」


　トル・ハミは天てん井じようを見上げた。


「……褒ほめていただいて、光栄です」


　吊してある剣と鉞は、見せびらかすためではない。これは晄と莉由を悪者から守るための呪具である。


　そこへ、莉由が簋に盛りつけた煮に魚ざかなを運んできた。


「魴ほうの蒸むし煮ににございます」


　作法は完かん璧ぺきだったが、ニコリともしない。相手が殷王の客であろうが、外とつ国の大臣であろうが、男は嫌きらいなのだ。しかし、その無ぶ愛あい想そうさが、かえって莉由の凜りんとした美しさを引き立たせていた。


「なんと美しい──」


　トル・ハミと彼の側近たちの目が、莉由に釘くぎづけになる。


「殷の女性は、みな、このように美しく、白い肌をしているのか……？」


　それはトル・ハミの呟つぶやきだったのか、通訳の官かん吏りの独り言だったのかわからないが、その時、天井から吊された剣や鉞の刃はが、音もなく楼蘭の使者たちの方に向いた。


「あ、あの──。魚をどうぞ。姉の得意料理なんです」


　晄は慌あわてた。あれらの呪具は、晄や莉由によこしまな気持ちを抱いだいた者の首に向かって飛んで来る。このままでは楼蘭の使者たちの命が危ない。


「莉姉、早く行って」


　晄は小声で莉由に言い、


「お国では、魚はよく食べるんですか？　それとも、肉料理が主ですか？」


　と、急いで話をそらす。しかし、トル・ハミたちの目は、立ち去っていく莉由からなかなか離はなれなかった。剣や鉞が微かすかに震ふるえ始める。


「あらら、これはまずいですね」


　自らが施した呪じゆ術じゆつが作動する気配に気づいたのか、舜がひょいと大室をのぞいた。彼は、懐ふところから香こう草そうを取り出し、正堂の外に置いてあった甗むしきに入れる。途と端たんに、さわやかな香かおりが風に乗って部屋の中に漂ただよってきた。悪心を抱く者を笑わせる呪術だ。


「おや、よい匂いが──ふ、ふふ。何やら楽しい心持ちに──」


　トル・ハミたちはひくひくと頰ほおを引きつらせた。クスクス笑いは、やがて爆ばく笑しように変わる。笑いによって、莉由へのよこしまな気持ちは消えたらしく、剣や鉞は鎮しずまった。けれど、まだ何かよからぬことを考えているのか、楼蘭の使者たちの笑いはなかなか収まらなかった。








『この中に獅子がいる』


　鼠ねずみ姿の煒白は、一台の荷馬車の前で足を止めた。その荷馬車の荷台は三面と屋根を厚い板で囲い、一面は布で覆おおって、外からは見えないようになっていた。中からは、ぴりぴりと肌はだに突き刺ささるような気配が漏もれている。


『えらく警けい戒かいしてやがるな』


　鳳は荷馬車に近づいた。汪李と煒白もぴょんと荷台の縁ふちに上がる。


　布を少しだけめくり、中をのぞいた三人は、そろって首を傾かしげた。


　檻おりの中には、黄おう褐かつ色しよくの大きな獣が寝ねそべり、顔を上げて剣けん呑のんな目をこちらに向けていた。そして、母親の腹の辺りでもそもそと動いている赤子は、なんと三匹びきだったのである。


『どれが、仙せん桃とう樹じゆの精なのだ？』


　汪李は獅し子しの赤子に目を凝らす。


『三匹とも、みな同じ匂いがする。仙桃樹の精の気配はしない』


　崑崙まで行って、仙桃樹の精の匂いや気配を探さぐって来た煒白が言った。


『仙桃樹、おれだ。鳳だよ』


　鳳は赤子たちに呼びかけた。けれど、三匹とも反応はなく、逆に警戒心を募つのらせた母獅子が、飛びかかってきそうな気配を見せた。鳳は急いで布を元通りにかぶせる。


『術をかけられて、すっかり獅子になりきっちゃってんのか？　情けねーな』


『鸞らんならば、術を解くことができるのではないか？』


　煒白が鳳を振ふり仰あおいだ。鸞とは、鳳の夜の人格で、幻げん術じゆつを使う鸞らん鳥ちようの雛ひなである。


『やってみねえとわからねえが、犯人が崑崙の鸞鳥たちの力を凌しのぐんなら、何か無理そうな気がするって言ってる』


　内なる分身に問いかけた後に、鳳はそう答えた。


『あとは、獅子の赤ん坊ぼうを西王母様のところへ連れてって、術を解いてもらうしかねえが、どれが仙桃樹の精かわかんねーし、赤ん坊を連れ出したら、母獅子が騒さわぐだろーし……』


　自分たちがその気になれば、どんなに凶きよう暴ぼうな獅子であろうと敵ではないが、晄のためにもできるだけ騒ぎは起こしたくない。


『西王母にここへ来てもらい、術を解かせればよいではないか』


　汪李はそう言うが、


『きっと、ここぞとばかりに、もの凄すごい騒ぎを起こすぜ……』


　鳳はぶんぶんと頭かぶりを振った。


　西王母には、晄への気き遣づかいなど微み塵じんもないのだ。楼蘭の使者もろとも、仙桃樹の精を拐かどわかした不届き者を罰ばつしてしまうかもしれない。


『いきなり、他人の家の風ふ呂ろに入るような女め神がみだものな……』


　汪李と煒白は妙みように納なつ得とくする。


　そうこうしているうちに、内城の方から近づいてくる奴ぬ婢ひたちの気配がした。


　日が落ちる前に動物たちの世話をするため、宴うたげを切り上げてきたのだろう。


『ま、焦あせんなくてもいいか。仙桃樹の精は、まだ人間界の桃に取り憑ついてねーんだもんな』


　鳳たちは、そっと獅子の前から離はなれた。





　その様子を、生おい茂しげった欅けやきのこずえから一羽わの烏からすがじっと見つめていた。深い闇やみの色をしたその烏は巧たくみに気配を消し、強大な力を持つ三人の妖あやかしにさえ気取られなかった。


　従って彼らは、烏の存在も、その脚あしが三本であることにも気づかなかった。








「毒の桃……。そんなことが起こっていたんですか。万一、それが出回って晄ちゃんや莉由ちゃんの口に入ったら大変です」


　鳳から事の次第を聞いた舜は、端たん整せいな眉まゆをひそめ、正堂の廊ろう下かから背後の大室をちらりと振り返った。


　中では、笑い疲つかれた楼蘭の使者たちが、呆ほうけたような表情で食後の酒を飲み、晄は作り笑いを顔に貼はりつけ、憔しよう悴すいした様子で彼らに酌しやくをしていた。


『一応、あんただけには言っとかなくちゃと思ってさ』


　今回の事件は、鳳の行く末ばかりか、殷の存亡がかかっているので、晄を巻き込まずには済まされない。その際、舜に話を通しておかなければ、弟を溺でき愛あいする彼は、何をしでかすかわからないからだ。舜の知らないところで、晄を危険に陥おちいらせでもしたら、最悪、舜は自分たちを呪具に閉じこめてしまうかもしれない。見た目は茫ぼう洋ようとしているが、彼はそれくらいの天才なのである。


『使節団が王都に着く前に、犯人を捕つかまえて、仙桃樹の精を取り戻もどさなくちゃならねーんだけど──』


「だったら、ことを起こすのは使節団が陝邑を発たった後──そうですね。亳邑がいいと思いますよ。あそこには累焰さんがいますから、どれが仙桃樹の精か占うらなってくれるでしょう」


『崑崙の不始末だってのに、迷めい惑わくかけてごめん』


　鳳が肩かたをすくめると、


「いえいえ。亳邑でどんな騒ぎが起ころうと、責任を問われるのは王子様ですから。全然問題ありません」


　舜はほんわりと笑いながら、もの凄いことを言った。


　そこへ、晄が空になった斝かを抱かかえて大室から出てきた。この酒の容器も、もれなく舜自じ慢まんの逸いつ品ぴんである。


「あ、鳳、汪李も煒白も──。みんなどこに行ってたの～？　心細かったよ～」


　痛々しくも、晄の目の下には薄うすいくまが浮うき出ている。


『ごめん、ごめん。念のため、広場の動物たちの見み廻まわりにさ。大事な献けん上じよう品になんかあったら困るだろ？』


　鳳は何事もないような笑え顔がおを作って答えた。


「えー、じゃ、もう象を見て来た？　獅子の赤ちゃんがいるんだって？　俺も見に行きたい～って、それどころじゃない。亳邑の楽人たちがまだ来ないんだ」


『まだ？　それってまずいんじゃね？』


　鳳は夕暮れの迫せまる外の景色に目をやる。もう舞ぶ楽がくを催もよおす時刻だ。


　その時、慌あわてた様子で莉由が回かい廊ろうを駆かけてきた。


「大変よ。今、焉さんから連れん絡らくがあって、亳邑の楽人たちがここへ来る途と中ちゆう、暑気あたりで倒たおれちゃったんだって」


「噓うそ──!?」


　晄の顔から血の気が引いた。


「で、彼らは今どこに？　容態はどうなの？」


「近くの里で介かい抱ほうされているそうよ。命にかかわるほどじゃないけど、とても楽を奏したり舞まいを舞まったりできる状態じゃないみたい」


「王使を楽しませるというよりは、土地神に舞楽を奉ほう納のうして、旅の安全を願うためのものですからね。割かつ愛あいするのは大変失礼になるかもしれません」


　舜の顔からも、いつものほんわりした笑みが消えていた。


『心配するな。鸞が舞うって言ってる。おれら崑崙の鳥は、神々に奉納する舞をいくつか知ってるんだ。人ひと形がたで踊おどったことはねーから、上手くいくかわかんねーけど、鸞は舞の名手だぜ』


　鳳は自分を指差した。


『「舞の名手……？」』


　一同は目を瞬またたいた。鳳と鸞が人形を得たのは、人間界に降りてからのことだ。崑崙ではひよこ姿だったはずである。


（どんなふうに舞ったんだろう……）


　みな、複雑な面おも持もちでそれを想像した。


『で、誰だれか楽器をやってくれねーか？　適当に音を鳴らしてくれりゃいい。それに合わせて踊るからさ』


『私が陶とう塤けんを吹ふこう。実際に吹いたことはないが、女神英招から、塤の演奏の仕方と楽曲の知識を授さずかっている』


　答えたのは、まだ鼠ねずみの変へん化げを解いていない煒白だった。


『あとは、誰か編へん鐃どうを奏してくれれば、楽の体てい裁さいは調ととのう』


　煒白は、順に晄と舜と莉由とに視線を移し、「無理無理」と、三人はそろって頭を振った。


　最後に、煒白の目は汪李に留まり、小こ蛇へびはギョッと目を剝むいた。


『我とて、編鐃など叩たたいたことはない。第一、我の人形は人目にさらせるものでは……』


　汪李の人形は、髪かみは白銀、眼めは黄こ金がね色いろのとんでもない美形なので、人形になっても人間には見えないのだ。


「妖の聴ちよう覚かくは、人間とは比べものにはならないぐらい鋭するどいんでしょう？　楽曲なんて知らなくても、汪李さんなら塤の音を聞き分けて、それに合う音を編鐃で鳴らせるんじゃないですか？」


「もうすぐ暗くなるし、頭ず巾きんを深くかぶれば、髪や眼の色なんてわかんないわよ」


　舜も莉由も、汪李をあおり、


「汪李、お願い～」


　とどめに、晄がうるうるの目で見つめる。


『──わかった。晄の頼たのみとあらば』


　仕方なしに汪李はうなずいた。








「お待たせいたしました。これより、舞楽を奉納させていただきます」


　晄は楼蘭の使者たちを、北堂の回廊に案内した。


　辺りには青い闇が落ち、間もなく満月を迎むかえる丸い月が東の空に皓こう々こうと輝かがやいていた。


　トル・ハミたちは、縁えん台だいに敷しかれた席に座り、そこから内城の北の端はしにある祭さい壇だんを望む。祭壇に据すえられた大きな鼎かなえには、神に捧ささげる肉が焼かれていた。手前には、小さな方形の鐃をいくつも吊つるした編鐃が置かれ、そのそばに頭巾をかぶった人形の汪李が立っている。


　汪李の傍かたわらにいる黒い肌はだの偉い丈じよう夫ふは煒白だ。


　そして、トル・ハミの正面には、玉の冠かんむりを戴いただき、金銀の珮はいで身を飾かざった舞まい人びとが一人、深々と平へい伏ふくしていた。


『鸞にございます。皆みな様さまの旅の安全を祈いのり、一差し舞わせていただきます』


　舞人は面おもてを上げた。


「……何と、美しい」


　トル・ハミを始め、楼蘭の使者たちから吐と息いきが漏もれる。


　白い、天空に輝く月のように白い顔だった。軽く伏ふせた瞼まぶたが長い睫まつ毛げの影かげを頰ほおに落とし、薄い唇くちびるには、あるかなしかの笑みをたたえていた。
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　これが鳳の夜の人格、鸞である。顔の作りは鳳と同じなのだが、まとう雰ふん囲い気きがまったく違ちがうためか、別人に見える。


　ふわりと、長い袖そでをひるがえして、まさしく鳥が飛び立つように鸞は立ち上がった。


　陶塤の幽ゆう玄げんな調べが風に流れた。旋せん律りつに呼応して、編鐃の音が大気を震ふるわせる。


　衣きぬ擦ずれの音さえたてず、鸞は軽かろやかに舞った。時には牡ぼ丹たんの花びらが散るような、時には鳥が戯たわむれるような、艶つややかで可か憐れんな舞だった。


　ひよこ姿で舞った場合はどんな感じか想像は難しいが、ともかく鸞が舞の名手であることは確かだ。楼蘭の使者たちばかりか、こっそり様子を見に来た焉たち陝邑の領民たちも、陶とう然ぜんと舞に見入っていた。


　実際に吹くのは初めてだという煒白の陶塤の調べは完かん璧ぺきだった。


　編鐃は、時折珍ちん妙みような和音を奏かなでたが、汪李があまりにも堂々としているので、聞いている者は、そういう楽曲なのだろうと納なつ得とくしてしまった。


「よいものを見せていただいた。晄殿、感謝いたしますよ」


　トル・ハミは大満足し、晄はほっと胸をなで下ろした。








「これでやっと象が見られる。ね、広場に行こうよ。獅し子しの赤ちゃんのとことか、案内して」


　その夜、使者たちを寝しん所じよに案内した晄は、礼装を脱ぬいでいつもの布ほ衣いに着き替がえると、汪李たち三人の妖あやかしにせがんだ。


『先刻まで青い顔をしていたくせに、げんきんなものだな』


　汪李は苦く笑しようしつつも、小蛇に変化して晄の腕うでに巻きつく。煒白は脛すねあてになり、鸞はひよこ姿で晄の懐ふところに潜もぐり込んだ。


　月は中天にかかり、松明たいまつなしでも見み渡わたせるほど広場は明るかった。動物の世話係たちは寝所に引き揚あげたらしく、人の姿はない。


『あれが獅子の檻おりだ。犀さいと象はその向こうにいる』


　汪李が荷馬車を指し示し、晄が駆け寄ろうとすると、


「近づかない方がいいよ。吼ほえられるから」


　いきなり背後から呼び止められた。


　驚おどろいて振ふり返ると、七つか八つぐらいの女の子がニコニコと晄を見上げていた。丸い頰は赤く、人ひと懐なつこそうな眼をしている。服装からすると楼蘭の子どもらしいが、先ほどの呼びかけは殷の言葉だ。


「君は？　こんな遅おそい時刻に、いったい……」


「あたしはユン。獅子の世話係の娘むすめだよ。赤ん坊ぼうが気になって見に来たとこ。あんた、領主の晄様？」


「そうだけど──」


「ちょうどよかった。お父ちゃんたちの泊とまってる堂が、どれだかわかんなくなっちゃったのよ。帰り道、案内してくれない？」


「もちろん。でもちょっと、その……」


「何か困ったことでも？　まさか、いい歳してこんな夜よ更ふけに、獅子の赤ちゃんとか象とか、今から見に行きたいとか言うつもりじゃないでしょうね」


　ユンに探さぐるような目つきで見られ、晄は「あはは……」と頭を搔かいた。


「見に行かない方がいいよ」


　ユンは、さっさと先に立って歩き出し、「え？」と、晄は慌てて後を追った。


　横に並んでユンを見下ろした時、なぜか彼女の横顔がひどく大人びて見えた。しかし、それは一いつ瞬しゆんのことで、


「だって、こんな夜中に獣けものたちが騒さわぎ出したら、あんたの立場がないでしょ？」


　そう言って、晄を見上げた時のユンは、歳相応のあどけない少女の顔だった。


（気のせいかな？）


　晄は目を瞬き、


「確かにそうだね、今夜は止やめておくよ」


　と、彼女と並んで城に戻もどる。


「それと、砂すな嵐あらしなんて起こんなかった」


　唐とう突とつにユンは言った。


「砂嵐は起こらなかった？　でも、それで獅子が急に産気づいたって──」


「産み月だったから産まれたんだよ。それだけのこと」


　急にどうしてそんなことを言い出すのかと、晄は訝いぶかったが、


「あ、あの堂だね。こっからならあたし一人でも行ける。領主様、ありがと。じゃね」


　晄が問い質ただす前に、ユンは、奴ぬ婢ひの寝所になっている西堂を目指して駆かけて行ってしまった。


『あの娘こ──。奴婢の宴うたげの席にはいませんでした』


　ひよこ姿の鸞が、懐から顔を出した。


『その時刻、我らは広場にいたが、広場にもいなかったぞ』


　汪李もユンの背に疑わしげな視線を送る。


「そうなの？　ってか、あの子、砂嵐は起こらなかったとか、なんでそんなことをわざわざ俺に言うわけ？」


　晄は、ユンの消えた西堂の入り口を見つめて首を傾かしげた。








「晄殿。大変お世話になりました。昨晩の舞まいは、一生の思い出になりそうですよ」


「大臣も、道中お気をつけて」


　翌朝、予定通りトル・ハミたち楼蘭の使節団は陝邑を発たった。


　行列を見送りながら、


「終わった、終わった。ようやく肩かたの荷にが下りたぜ」


　にわか官かん吏りの焉たち罪人は、窮きゆう屈くつな官服の襟えりをゆるめ、


「晄ちゃん、よくやりましたね」


「立派だったわよ」


　舜と莉由は、晄の頭をぐりぐりと撫なでる。


「ありがと。これも舜兄や莉姉、みんなのお陰かげだよ。あと、やり残したのは動物の見物。あ、ユンと砂嵐のことを訊きくの忘れた」


　気にはなっていたが、使者や奴婢たちに朝あさ餉げを出したり土産みやげを持たせたりと、慌あわただしく過ごしているうちに、すっかり失念してしまったのだ。


（まあ、いいか）


　奴婢の子が宴にいなかったのはなぜかとか、砂嵐は本当にあったのかなんて、今さら大臣に問い質すような問題ではない。


　晄は、「今度こそ、象と犀と獅子の赤ちゃんを……」と、背せ伸のびをして、行列の後方に目を凝こらす。


　しかしそこへ、


『晄、ちょっと──』


　妙みように硬かたい表情の鳳に、部屋へ戻るように促うながされてしまった。


　渋しぶ々しぶ北堂の居室に戻ると、鳳は、仙せん桃とう樹じゆの精が使節団に紛まぎれ込んでいることや、犯人の目的は毒の桃を王都に持ち込むことではないかなど、これまでの経過や推測を語った。


「どうしてもっと早く言ってくれなかったの──!?」


『ごめん。お前、王使の接待でいっぱいいっぱいだったろ？　舜も莉由も、焉たちだって一いつ生しよう懸けん命めいだったし、陝邑で騒そう動どうを起こしたくなかったからさ……』


「気持ちは嬉うれしいよ。でも、急いで仙桃樹の精を取り戻さなきゃ──」


　立ち上がりかける晄を、腕に巻きついた小こ蛇へび姿の汪李が抑おさえた。


『焦あせるな。陝邑領主のお前が下手へたに使節団に手を出せば、国同士の争いを招くことになる』


「じゃ、あの、ユンって娘が俺に話しかけたのは……」


『ああ、あいつ、奴婢の子どもじゃねーだろうな』


　鳳は言った。


「俺を仙桃樹の精に近づけたくなかったのか。砂嵐なんか起こらなかったとかわざわざ言ったのは、獅子の赤ん坊は本物だと、仙桃樹の精なんかじゃないと、俺たちに思わせたかった……そういうこと？」


『断定はできねーけどよ』


「やっぱり、大臣にちゃんと確かめておけばよかった──」


　今さらながら、晄は悔くやむ。犯人が幼い女の子に変へん化げしていることだってあり得るのだ。


『使節団はどうせ亳邑へ行くんだ。それまでに、累焰の占せん術じゆつで犯人と仙桃樹の精を特定してもらう。動くのはそれからでも遅くねーよ』


　使節団は黄河沿いの街かい道どうを進み、亳邑に着くのは明後日あさつてである。それまでは黄河に棲すむ汪李の眷けん族ぞくが、使節団を見張っているということだった。


『ま、犯人は、西王母様の目をかいくぐるほどの強つわ者ものだからな。累焰の占術で見つかるかどうかわからねーけど、亳邑なら楓牙の力が借りられるから、ここで戦いになるよりゃましだろ』


　鳳のつぶやきに、晄はふと微かすかな疑問を感じる。


「そんなすごい呪じゆ術じゆつ師しが、ユンみたいな女の子に化けて、口先だけで俺たちをごまかすかな……？」








「陽甲王の十六祀し、八月、乙いつ巳しの日に累焰が卜ぼくす。貞とう。仙桃樹の精やいずこに──」


　累焰は、亀きつ甲こうに穿うがった窪くぼみに、焼いた青銅の棒を押し当てた。パキッと乾かわいた音を立てて、亀甲がひび割れる。


　亳邑城の北堂、楓牙の私室である。


　その日のうちに、晄は馬に変化した煒白に乗り、汪李、鳳を伴ともなって、亳邑を訪おとずれた。使節団とかち合わないように、遠回りして山沿いの道を行ったが、俊しゆん足そくの煒白は、洛邑手前で使節団を追い抜ぬき、普ふ通つうの馬ならば丸一日かかる道のりを、ほんの数刻で駆け抜けたのである。


　占術の結果は、ある意味予想通りだった。


「占みえませぬ。仙桃樹の精の所在が明らかにならぬよう、誰だれぞが術を施ほどこしておりまする」


　ひびの入った亀甲に目を凝らし、累焰は答えた。


「やっぱり……」


　晄は肩を落とす。累焰は天才と言っても差し支つかえない占術師だが、犯人はそれを上回る力の持ち主なのだ。


「申し訳ございませぬ。もう少し時間をいただければ、あるいは──」


　仙桃樹の精は占術に現れないが、精に関かかわるものたちの現在や未来を占うらなうことで、手がかりが得られるかもしれないとのことである。


「拐かどわかしの犯人と戦いになることを想定して、使節団到とう着ちやく後の警備態勢を再編しておこう」


　楓牙は言った。


「頼たのむね」


　こういう時、やはり楓牙は頼たよりになる。


　戦いになれば、犯人がどんな術者であろうと、汪李たち三人の妖あやかしが引けを取るはずもないが、晄には、使節団や領民を守る術すべがなかった。けれど楓牙は、確固たる政まつりごとの組織を持ち、号令一つで大勢の官吏や軍を自在に動かせる。


「それにしても、仙桃樹の精を拐かした者の背後には、誰がいるのであろう」


　険しい表情で、楓牙は呟つぶやいた。


「背後？」


「殷の転てん覆ぷくを謀はかっているのであれば、敵国鬼方の仕し業わざだと考えられる。王一人を暗殺することを目的としているのであれば、国内の有力な氏族が裏で糸を引いている可能性もある」


「まさか、楼蘭そのものが殷を滅ほろぼそうとしてるとか……？」


　晄はふと、恐おそろしい想像をして身み震ぶるいした。使節団全部が敵なら、大規模な戦せん闘とうになってしまう。


「いや、それはないだろう。楼蘭は、中原と西方とを結ぶ街道の中ちゆう継けい点だ。殷が倒たおれて隊商の数が減るのは楼蘭にとって望ましいことではない」


「よかった……」


　晄はほっと胸をなで下ろしたが、楓牙の次の言葉はさらに晄を戦せん慄りつさせた。


「だが、使節団が犯人に乗っ取られ、トル・ハミは呪じゆ術じゆつで操あやつられているかもしれぬな」








「累焰さんの占術には現れませんでしたか」


　いったん家に戻って状じよう況きようを告げると、舜はそう言って眉まゆを寄せた。


「晄ちゃんが危ない目に遭あわなければいいけど……」


　莉由も心配そうである。


「俺には汪李や煒白、鳳がついてるから大だい丈じよう夫ぶだよ。心配なのは大臣たちの方。巻き込まずに済めばいいんだけどね」


　晄は浅い溜ため息をついた。


「仙桃樹の精が、獅し子しの赤子に変化しているかどうか、はっきりしないというのも不安ですね」


　舜は何かしばらく考えていたが、やがておもむろに立ち上がり、


「仙桃樹の精を取り戻もどしに行く時、念のため、これを持って行ってください」


　と、台所からいつも使っている青銅の卣ゆうを手に提さげて来た。


「何で卣？」


　卣とは持ち手がついた蓋ふたつきの酒の容いれ物である。酒を運ぶには便利だが、仙桃樹の精を取り戻す時に、酒が必要とは思えない。


「実はこれ、妖が封ふう印いんできる呪具なんです。汪李さんと一いつ緒しよに暮らすと決まった時に作ったんですよ」


　舜はそう言ってほんわり笑い、小蛇姿で晄の腕うでに巻きついていた汪李はギョッと目を剝むいた。


「封印する時には、蓋を開けて、口をその妖に近づけます」


　舜は卣の蓋を開けて晄に見せ、汪李はバッと晄の腕から離はなれて飛び退すさった。


「そうすれば、妖は自然に卣に吸い込まれるので、そこをすかさず蓋を閉めます」


　舜が蓋を閉めると、汪李は卣を注視しながら恐る恐る晄の腕に戻る。


「汪李さん並みの大きな妖だったら一人しか入りませんが、本ほん性しようが小さければ先着五名様まで入れます。しかも、入れるのは妖だけで、変化のできない人や獣けものは入れません」


「わぁ。それ便利！　獅子の赤子は三匹びきいて、どれが仙桃樹の精なのかわかんないんだ。三匹に試ためしてみて、入ったのが仙桃樹の精ってことだね」


　もしも、仙桃樹の精が獅子の赤子ではなく、小さな虫や人に変化させられていた場合でも、容れ物があれば、楽に運ぶことができる。


「ただ、一度封印してしまうと、相当に呪じゆ力りよくのある者でなければ出せませんから、注意してくださいね。それとも、間ま違ちがって別の妖を封印してしまった時のために、煒白さん用のも持っていきます？」


　舜は、普ふ段だん使ってる水みず瓶がめを指差し、人ひと形がたで粟あわ粥がゆを食べていた煒白は、噴ふきそうになってゴホゴホと咳せき込んだ。





　　　　二




『トル・ハミが城に入ったぜ。間もなく宴うたげだ』


　亳邑城の北、黄河の河原かわらで獅子の荷馬車を見守っていた晄の所へ、鳳が駆かけてきた。


　動物たちを亳邑城前の広場ではなく、黄河の河原で一いつ泊ぱくさせるように手配したのは、楓牙である。万一動物たちが暴走しても逃にげ出さないよう、周囲を亳邑の眉び軍で固め、領民たちの立ち入りも禁止してあった。


　世話係の奴ぬ婢ひたちは、すでに城内に引き揚あげ、河原は遠巻きに見張っている眉軍兵以外、誰もいない。


　時刻は昃ゆうぐれ──。茜あかね色いろに染まった日が、黄おう褐かつ色しよくの河を金色に輝かがやかせている。


「行こう」


　晄は、舜から借りた青銅の卣を持った。


　左ひだり腕うでに巻きついていた小こ蛇へびがするりと解け、白銀の髪かみと黄こ金がね色いろの眼めを持つ青年に変化した。右みぎ脚あしの脛すねあてが外れ、黒い肌はだの偉い丈じよう夫ふの姿をとる。鳳は手を軽く握にぎり、左右に腕を広げた。両手の間に白く輝く光の槍やりが現れる。


　鳳は晄を背にかばい、煒白と汪李が荷馬車に歩み寄った。布に覆おおわれた檻おりの中から、獅子の唸うなり声が聞こえる。


　煒白は布をめくり、閂かんぬきを外して檻の扉とびらを開けた。途と端たんに、母獅子が煒白に飛びかかった。


　ガッと開いた獅子の口を、煒白の右手が、下した顎あごからすくうようにつかんだ。同時に、左腕を獅子の胴どうに回し、抱だきすくめるようにして動うごきを封ふうじる。獅子の爪つめが空を切った。


『今のうちに赤子を連れ出してくれ』


　息も切らさずに煒白は言った。彼の膂りよ力りよくは半はん端ぱではない。その気になれば、獅子の顎あごも胴も潰つぶすぐらい簡単にやってのける。


『承知した。取りあえず三匹とも出すぞ』


　荷台に上がり、汪李が獅子の赤子を拾い上げた。晄は卣の蓋を開けて待ち構える。


　母獅子が、煒白につかまれた顎の隙すき間まから唸り声を漏もらした。


　──止やメロ。私ノ子ヲ連レテ行クナ！


　ふと、晄の耳に、獅子の唸り声から思いが伝わってきた。


（三匹とも、自分の子だと思い込んでるのかな、可か哀わい想そうに……）


　晄は、獅子の赤子の声に耳を傾かたむけた。汪李の腕の中で、ミーミー鳴いている赤子も、不安と恐きよう怖ふに苛さいなまれ、母親を捜さがしている。


（あれ？　全部おんなじだ）


　妖の声と動物の声は、聴きこえ方が異なる。人には聞こえない妖の声でも、晄には実際の音や言葉として聴こえる。一方、動物の場合は、声と一緒に思いが伝わるというような感じだ。草木の精の声も、妖あやかしと同じような聴こえ方をする。けれど、この赤子たちから聴こえてくるのは、動物の声だけなのである。


「待って、汪李。それ、全部本物の獅子の赤ちゃんだ」


『術をかけられて、獅子だと思い込んでいるのではないのか？』


「ううん、全部本物の獅子だよ。いくら術をかけられたからって、声や思いの伝え方まで動物と同じになるはずないもの」


　汪李と煒白は、顔を見合わせた。


『お前がそう言うのなら、間違いあるまい』


　汪李が赤子を床ゆかに置いて檻から出ると、煒白が母獅子を檻に放ほうり込む。


『獅子の話は、我らを釣つるための餌えさだったようだな』


　周囲を見回し、汪李は自じ嘲ちようした。


『ああ、おれたち、思いっ切り釣られちまったらしいぜ』


　鳳が困ったように肩かたをすくめる。


「え？」


　汪李たちの視線を追って晄は辺りを見回す。


　いつの間にか、馬や献けん上じよう品の豹ひよう、駱らく駝だ、犀さいなどの動物たちが、晄たちを遠巻きに囲んでいた。不気味な唸り声を上げ、殺気を孕はらんだ目でこちらを見ている。


「どういうこと……？」


　晄が愕がく然ぜんと呟いた時、


「だから、言ったのに」


　聞き覚えのある声がして、晄はハッと振ふり返る。


「ユン!?」


　檻の陰かげから姿を現したのは、晄を動物たちから遠ざけようとした、あの奴婢の少女だった。





　　　　[image: ]





「道中砂すな嵐あらしが起こって、それで獅子が赤子を産んだと聞きましたが──」


　楓牙はにこやかに笑えみ、トル・ハミの觥さかずきに酒を注いだ。


「ご存じでしたか。いや、あれは不思議な嵐あらしでした」


　通訳を介かいし、トル・ハミも穏おだやかに応じる。


「陝邑の領主が、私の朋ほう友ゆうなのですよ。彼は、砂嵐に紛まぎれて、御ご一行に妖か何かが紛れ込んだのではないかと、とても心配しておりましてね」


「ほう、晄殿どのが──？　それは嬉うれしい心こころ遣づかいですな。いや、心配には及およびません。獅子が産まれた以外には、取り立てて異変もありませんでしたから」


「しかし、本人も気づかぬうちに、術をかけられているという場合もあります」


　その時、トル・ハミの瞼まぶたがぴくりと動いたが、楓牙は素知らぬふりをして続けた。


「幸い、私の従者は王に仕える占せん術じゆつ師し──貞てい人じんに匹ひつ敵てきするほど、占うらないに長たけております。その者に、占わせてみましょう。何ものかがこの御一行に紛れていないか、誰だれぞが皆みな様さまに術をかけていないか。それ以前に、砂嵐は本当に起こったのかを──」


「そんな必要はありません」


　トル・ハミは、脇わきに置いた太た刀ちを握った。


「私どもの役目は、もう終わりました。あなた方の目を、この使節団に惹ひきつけておくという役目はね──」


　トル・ハミは立ち上がり、太刀を鞘さやから抜ぬいて、その切っ先を楓牙の喉のど元もとに突つきつけた。それを合図にトル・ハミの側近たちも抜ばつ刀とうして楓牙を囲む。


　女によ官かんたちが悲鳴を上げて部屋から飛び出し、代わりに戦いくさ装しよう束ぞくを着けて隣りん室しつに控ひかえていた武官が駆けつけた。武官は、刃やいばに囲まれた主あるじを見て息を呑のむ。


「私たちを惹きつけておく？　どういうことだ」


　顔色一つ変えず、楓牙は尋たずねた。


「さて──？　ただ、陝邑には炎えん招しよう戈かの使い手と、彼に従う強大な妖がいる。そしてこの亳邑には、あなたと、才ある占術師がいる。この二つの邑むらを無事に通り抜けるため、私たちは囮おとりとなって、陝邑で獅し子しの話をし、亳邑で騒そう動どうを起こせと、そう命ぜられただけです」


「いつ、誰に？」


「わかりません」


「──そうか」


　と、言ったその瞬しゆん間かんに、楓牙は喉元に突きつけられていた太刀の切っ先を、持っていた青銅の斝かではね上げた。その勢いのまま、背後の男の鳩尾みぞおちに肘ひじをめり込ませる。


　まったく前まえ触ぶれなしの素す早ばやい動きに、トル・ハミも囲んでいた側近たちもついて行けなかった。楓牙は床に置いた剣けんをつかむとザッと跳とび退すさった。鞘を払はらい、トル・ハミたちと間合いを取る。


　トル・ハミが太刀を頭上に構え、裂れつ帛ぱくの気合いとともに踏ふみ込んだ。


　楓牙は、身を捻ひねって振り下ろされる太刀を避よけ、前のめりになったトル・ハミの首の後ろに、剣を叩たたきつける。トル・ハミは声もなく倒たおれ伏ふした。首からの出血はなく、代わりに一筋の痣あざが浮うく。


　側近たちは困こん惑わくした様子で、楓牙と主とを見比べた。


「言ったであろう。私の従者は貞人に匹敵する占術師であると。こうなることをふまえて、刃はを潰した剣を携たずさえて来たのだ。安心してかかって来るがよい」


　楓牙は薄うすい笑みを浮かべて、楼蘭の使者たちを見回した。





　その頃ころ、累焰は楓牙の私室で、一枚の亀きつ甲こうを食い入るように見つめていた。


　周囲には数十枚に及ぶ亀甲が散らばっている。仙せん桃とう樹じゆの精がどこにどんな姿でいるかを知るために、楼蘭の使者から奴婢に至るまで、一人一人現在の様子や行く末を占ったのだ。


　その結果、事件の全容はおぼろげながらにつかめたが、仙桃樹の精の所在だけが、どうしてもわからなかった。そして今、もう一つ、占みえないものが見つかった。


「いるのに、占えないということは──」


　累焰は立ち上がり、宴うたげが催もよおされている大室へと向かった。


「楓牙様、仙桃樹の精を見つけましてございます」


　戸を開けた累焰は、先刻、占術で占た光景と、まったく同じ場面に遭そう遇ぐうする。


　武官は抜刀もせずに、呆あきれたような笑顔で控えていた。


　楼蘭の使者たちは倒れ伏し、その中央に、楓牙は刃を潰した剣を持って悠ゆう然ぜんと立っていたのだった。
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「ユン、君って──」


　忽こつ然ぜんと姿を現した少女に、晄たちは目を瞠みはった。


「言ったはずよ。動物を見に行かない方がいいって──。私の忠告を聞かないからこういうことになるのよ」


　赤い頰ほおを膨ふくらませ、ユンは人ひと懐なつこそうな眼めを少しだけ険しくする。


『我を見ても驚おどろかぬとは、お前、何ものだ？』


　汪李は尋ねた。黄こ金がね色いろの眼に白銀の髪かみの汪李を見ても、ユンは平然としていた。


「説明は後よ。取りあえず今はこの場を何とかしなくちゃ」


　ユンはそう言って、自分たちを取り囲んでいる動物を見回した。


『操あやつられてるらしいな。全部本物の獣けものか？　おれには見分けがつかねえ』


　鳳は、鋭するどい殺気を放っている動物たちに目を凝こらす。


「俺にもわかんない。ってか、馬以外、全部妖に見える」


　晄は卣ゆうを抱かかえたまま呆ぼう然ぜんと動物たちを見み渡わたす。晄にとって、豹は斑はん点てん模様の巨きよ大だい猫ねこであり、駱駝は瘤こぶがある首の長い山羊やぎだった。とても普ふ通つうの生き物とは思えない。


　獣たちはじりじりと輪を狭せばめてくる。


『声を聴きけよ。お前の特技だろが』


「えーと、本物もいるし、妖が変へん化げしてるのもいる。喋しやべってないのはわかんない」


『面めん倒どうくせーな。王への献上品に傷をつけるわけにいかねーし。仙桃樹の精を間ま違ちがってやっちまうわけにもいかねーし』


　そうしている間に、土つち煙けむりを上げて数頭の馬が駆かけて来た。目を血走らせ、激しくいなないている。


　ユンがダッと馬の前に飛び出した。


「危ない!!」


　晄は彼女を止めようと足を踏み出しかけたが、その前に、馬は何かに弾はじかれたように跳び退り、次々と地面に倒れていく。


「噓うそだろ──」


　晄は啞あ然ぜんとして呟つぶやいた。倒れた馬の額には小さな木もく片へんが貼はり付いている。その木片がユンの手から放たれた物だと気づいたのは、何頭目かの馬が横よこ倒だおしになってからだった。


『あの護ご符ふは──』


　煒白は、木片を凝ぎよう視しして目を瞠り、


『なかなかの手て練だれだ。人ではなさそうだな』


　汪李は、薄い笑みを浮かべた。


「そうなの……？」


　晄はただ驚くばかりだったが、


『ユンって、もしかして、もしかして……』


　鳳は緊きん張ちようした様子で、冷や汗あせをだらだらと流していた。


　護符によって倒された馬を迂う回かいして、一頭の巨きよ大だいな獣が鼻息も荒あらく突とつ進しんして来た。表皮は鎧よろいのようで、顔の真ん中に角がある。


「あれは何？　あれって煒白の……」


『言っておくが、私の眷けん族ぞくではない。あれは犀さいだ』


　煒白はそう言うと、タッと地面を蹴けった。次の瞬間には、彼は犀の前にいた。煒白の動きは速すぎて、晄の目では追えないのだ。煒白は犀の角をわしづかみにして、ブンと放ほうり投げる。犀は一丈じよう近くも吹ふっ飛び、地じ響ひびきをたてて地面に落ちた。


「犀って、あんなに大きいの──!?」


　とても抱だっこは無理だ。


『油断するな。来るぞ』


　黄こう砂さを巻き上げて、動物たちが一いつ斉せいに襲おそいかかって来た。シュッと、汪李の爪つめが指の長さと同じくらいに伸のびる。炎招戈以外では決して断たつことのできない化か蛇だの鱗うろこが、鋭えい利りな刃に変化したのだ。


　一頭の豹ひようが汪李に向かって跳ちよう躍やくした。


　──殺す。


　豹は妖あやかしの声で咆ほう哮こうした。操られているのではない。自らの意思で襲ってくる。


「その斑点模様の大きな猫ねこ、妖だよ！」


　晄が叫さけぶと、すかさず、汪李は爪の刃で豹の前ぜん肢しを裂さいた。血ち飛沫しぶきを上げて地面に落ちた豹は、一本角で尾おが五本の大猫に変わった。


　立てなくなった大猫を跳び越こえ、駱らく駝だが前肢を振ふり上げた。駱駝の声からは意思が感じられず、心は植え込まれた殺意に支配されている。


　光の槍やりを投げようとする鳳に、「それ、本物だよ！　操られてる！」と、晄は慌あわてて叫んだ。


『わかった』


　鳳が光の槍を投げた。槍が駱駝の腹に当たると同時に、太陽のような眩まぶしい光が炸さく裂れつした。駱駝は横に倒れ、光を浴びた近くの動物がよろめいた。


『殺しちゃいねーよ。ちゃんと手加減した』


　鳳は、晄に向かってニッと笑う。献けん上じようする動物であろうとなかろうと、晄は生き物が死ぬのを悲しむからだ。


「やるじゃない。安心したわ」


　ユンは晄たちを振り返り、妙みように大人びた笑えみを浮かべた。


　異変を察して眉び軍兵が駆けつけて来た。隊列を組み、一斉に火矢を射る。火矢は地面に刺ささって、低い炎ほのおの壁かべを作った。動物たちは怯おびえて後退あとずさったが、妖は炎を恐おそれず眉軍兵に向かっていく。


　戦せん鼓こと弓きゆう弦げんの音が鳴り響ひびいた。呪じゆ術じゆつのこもったその音は、妖を退ける力があった。遠巻きに眉軍を囲む妖に、兵が矢を放つ。


　凄すさまじい乱らん闘とうが始まった。


　晄は汪李たちに妖か本物の動物かを告げ、妖であれば汪李がその爪で傷を負わせて戦せん闘とう力を殺そぎ、本物の動物は煒白と鳳が失神させた。


　ユンは、獣と妖の区別なく護符を投げつけ、昏こん倒とうさせる。


「晄！」


　間もなく、亳邑城の北門から楓牙と累焰が駆けて来た。


　数頭の駱駝が二人に向かって行った。累焰は弓弦を鳴らして妖を遠ざけ、弓弦の音に怯えなかった本物の駱駝を、楓牙はなんと剣けんで斬きり倒してしまった。


　二人は晄に駆け寄り、汪李と煒白が、迫せまる獣から晄たちを守る。


「楓牙、どうしてここに？　使節団は？　ってか、あの駱駝、どうするの？」


「治ち療りようした後、故郷に帰してやる。献上品の目録は、書かき換かえてしまえばよい」


　楓牙は平然としていた。


「トル・ハミも側近も、奴ぬ婢ひたちもすべて操られていた。仕方なく今は眠ねむってもらっている。楽人たちが暑気あたりで陝邑に行けなかったのも、犯人の呪じゆ詛そによるものだったのだ」


「そうなの──!?」


「あの娘こは？　人ではないように視みえまするが」


　累焰の目が、馬の群れに護符を放つユンに向けられた。


「よくわからないけど、大だい丈じよう夫ぶ、味方だよ」


　晄が答えた時、足あし下もとに不気味な地響きが伝わって来た。


　足音の方に目を凝らすと、巨大な獣たちの群れが、砂すな煙けむりを上げて走って来るのが見える。動物たちがおののいて、その群れに道を空けた。


「あれは……何……？」


　それは、犀よりも巨大な獣だった。長い鼻に平たい巨大な耳、鼻のつけ根から反り返った牙きばが生えている。


「あれって、まさか、象──!?」


　抱っこも膝ひざの上に載のせるのも無理だ。


　象がパオ～と、それまで聞いたことのない声で吼ほえた。


「晄殿。仙せん桃とう樹じゆの精は、あの中におりまする」


　累焰が言った。


「噓だろ……あの象が、仙桃樹の精？」


　基本は桃で、ちっちゃくて、丸くて毛が生えていて、目覚めると羽が生えるのではなかったか。鳴き声は確か、ピーッだったはず──。


「パオ～だし……」


　何一つ重なる部分がない。というか、どんな術をかければ、桃がこれほど巨大な生き物に変わるのだろうか。


「何で、犯人は仙桃樹の精をわざわざ俺たちの所へ寄こすの!?」


「犯人が王都へ運びたかった物は、仙桃樹の精そのものではなく、仙桃樹の精から作られた何か別の物と思われまする」


　象の群れを見つめながら、累焰は呟く。


「止めなくちゃ……」


　このまま象が暴走を続けたら、城じよう壁へきを破って街へなだれ込んでしまう。


『仙桃樹の精はどれなのだ？』


　汪李と煒白が、晄たちの前に立つ。


「わかんないよ。たくさん過ぎるし、本物と妖の変へん化げが交じってるし」


　本物は二、三頭だ。あとの十数頭は妖の変化だが、そのうちのどれが仙桃樹の精なのかはわからなかった。これでは封ふう印いんできない。


『下がっていろ』


　汪李と煒白は、向かってくる象の群れの前に立ちはだかった。


　二人の全身から凄まじい闘気が立ち昇のぼる。先頭の象が、煒白を踏ふみ潰つぶそうとした。彼はその象の前まえ脚あしをガッと抱きかかえると、その凄まじい膂りよ力りよくで象を持ち上げ、群れの中に放り込んだ。その間に、汪李が二頭目の象を地面に叩たたきつける。


　しかし、象の群れは暴走を止めず、汪李と煒白は次の象に向かって跳躍する。


　ユンも護ご符ふを手に、象の群れの中に飛び込んだ。


　側方からは、象の群れを迂回して、別の獣けものの一群が晄たちに迫っていた。累焰は弓に矢をつがえ、楓牙は剣を構える。


「関係ない人や動物まで巻き込んで──」


　晄は、抱かかえていた卣ゆうを地面に置いて炎えん招しよう戈かを抜ぬいた。狂きよう気きに目を血走らせ、駆かけて来るのは本物の馬だ。


『くそ、単なる時じ間かん稼かせぎだったわけかよ』


　馬に鳳が光の槍を投げた。しかし、馬に当たったその槍は、か弱い光を散らすだけで、馬を止めることはできなかった。


　馬が鳳に向かって跳とびかかった。鳳は地面に転がり、辛かろうじて馬の蹄ひづめから逃のがれる。着地した馬は、後ろ肢で鳳を蹴ろうとした。


「鳳！」


　晄は、咄とつ嗟さに馬の脇わき腹ばらを炎招戈で薙ないだ。馬はいなないて駆け去る。


（よかった……。殺さずに済んだ）


　晄はほっと息をつく。


『済まねえ、時間だ』


　地面に腰こしを下ろしたまま、苦い笑みを浮うかべて鳳は言った。


　西の空はまだ明るかったが、太陽が山の端はに隠かくれていた。東の空には青い闇やみが広がっている。


　鳳が鸞と入れ替かわる時刻なのだ。この僅わずかな時間、鳳も鸞も力が使えなくなる。


「大丈夫。凌しのいでみせるよ」


　晄は、鳳を背にして炎招戈を構える。


　一頭の豹が向かって来た。妖だ。


　力の弱い妖であれば、炎招戈の刃やいばに触ふれただけで滅ほろんでしまう。晄は、妖を滅ぼすことに抵てい抗こうがあった。けれど、この妖たちははっきりとした意思を持って襲おそってくるのだ。躊躇ためらっている場合ではない。


（鳳を守らなくちゃ──）


　晄は唇くちびるを嚙かんで炎招戈の柄つかを握にぎりしめる。牙を剝むいて豹が跳躍した。その頭頂を狙ねらって、晄は聖なる戈ほこを振り下ろす。手加減はしなかった。


『ギャアアッ！』


　怖おぞ気け立つような断だん末まつ魔まの声を上げて、豹は黒い塵ちりとなって消えた。晄の胸は痛んだが、後こう悔かいはしなかった。


　右脇から別の豹が襲って来た。今度は本物だ。晄は炎招戈の刃を返し、豹の顔を戈の峰みねで叩いた。その反動を利用して左から迫る駱らく駝だの首を打つ。正面から犀さいが突とつ進しんして来た。


『晄！』


　背に翼つばさを生やした汪李が飛んで来て、犀に体当たりした。


『大丈夫か？』


「大丈夫。でも、これ以上動物に怪け我がをさせたくない。どうにかして戦いを終わらせないと」


　荒あらい息をつきながら、晄は言った。


『わたしが妖あやかしを眠らせます』


　鳳が立ち上がった。もう鸞と呼ぶべきだろう。威い勢せいのいい鳳の気配は消え、代わりに、落ち着いた物静かな気配に包まれている。淡あわい黄色の衣ころもは黒に近い藍あい色いろに変わり、帯も髪かみをくくる巾きんも銀を散らした白に変じていた。


　鸞は胸の前で両手を向き合わせ、手の中に月のように仄ほのかに輝かがやく球を作る。


　月から生じた淡い光の粒つぶが、風に流れる霧きりのように、夕ゆう闇やみに支配された黄河のほとりに漂ただよった。


　暴れ回っていた動物たちが、次々と地面に倒たおれ伏ふした。


『眠らないのは、本物の動物と仙桃樹の精です。わたしの力では、犯人がかけた術を解くことはできません』


「いいよ。十分だ」


　晄は、地じ響ひびきを立てて迫って来る三頭の象の声に耳を澄すませた。


「右端のが、仙桃樹の精だよ！」


　晄の声に、汪李と煒白が象の前に躍おどり出た。汪李は右端の象の足をつかんで倒すと、そのまま押さえ込む。


　煒白は左端の象を抱え上げ、真ん中の象の前に回り込んで進路を阻はばむと、そのままじりじりと黄河の岸辺へと追い込んだ。


「残っているのは本物の獣だ。一カ所に集めろ！」


　楓牙が眉び軍兵に命じ、兵は動物たちの南側に回り込んで火矢を放つ。動物たちは眉軍兵の炎ほのおに怯おびえて次し第だいに後退を始めた。


　晄は炎招戈を鞘さやに収めると、卣を取り、汪李が押さえつけている象に近づく。自分の意思を失っている仙桃樹の精は、頭を振ふりたくってもがいていた。


「いいよ、放して」


　汪李が象の上から飛び立つと同時に、晄は卣の蓋ふたを開けた。


　途と端たんに、巨きよ大だいな象の姿がぐにゃりと歪ゆがんだ。しゅるしゅると縮みながら卣の口に吸い寄せられていく。象は、最終的に拳こぶしほどの大きさにまで縮み、卣の中に吸い込まれた。すかさず蓋を閉める。あれほど大きなものを吸い込んだにもかかわらず、不思議なことに卣の重さはまったく変わらなかった。


　楓牙と累焰は「何てすばらしい！」と驚きよう嘆たんしたが、三人の妖は、『何て恐おそろしい……』と恐きよう怖ふに目を見開く。


「累焰、犯人が今どこにいるかわかる？」


　仙桃樹の精を封印した卣を抱えたまま、晄は急せき込んで訊きいた。犯人がこんな騒そう動どうを起こしたのは、汪李たち三人の妖をここへ足止めしておくためだ。おそらく毒の桃はすでに作られ、王都へ運ばれようとしているのだろう。


「それが……、犯人の正体も所在も、占せん術じゆつには現れないのでございます」


　累焰は硬かたい表情で頭かぶりを振った。


「だが、トル・ハミは犯人から、陝邑、亳邑を無事に通り抜けるために囮おとりになれと命ぜられていた。我らが戦っている間にここを通ったのなら、まだそう遠くへは行っていまい。残った動物は私たちが何とかする。犯人を追ってくれ」


　楓牙が言った。


「私も行くわ」


　そこへ、懐ふところに護符をしまいながらユンが駆けてきた。


「ユン、君って──」


　晄はユンの正体を訝いぶかる。彼女とは仙せん桃とう樹じゆの精の話をしていないが、ユンは自分たちが何を捜さがそうとしているのかわかっている様子だ。


「挨あい拶さつが遅おくれたわね」


　ユンの姿が淡い光に包まれた。光が消えた時、そこに立っていたのは、癖くせのない黒くろ髪かみを後頭部で一つに結ゆわえ、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ女戦士だった。歳は二十歳はたち前後に見える。まなじりの少し上がった灰色の眼めは鋭するどく、引き締しまった唇をした凜り々りしい美女だ。


　その肩かたに一羽わの烏からすが舞まい降りた。闇色の羽を持つその烏には脚あしが三本あった。


『私は九きゆう天てん玄げん女じよ。西王母様の使いで仙桃樹の精を捜しに来たのよ』


　彼女は唇に薄うすい笑えみを刷はいてそう言った。


『やはり、そうでしたか……』


　鸞はもの凄すごく困った様子で、九天玄女から目をそらした。





　　　　三




『長いつき合いなのに、私の変化が見破れないなんて、だからあなたはいつまでたってもひよこなのよ』


『……返す言葉もありません』


　九天玄女に横目で睨にらまれ、ひよこ姿の鸞は晄の頭の上でしゅんとうなだれる。


　黄河の上空である。


　晄は、化か蛇だの姿で空を翔かける汪李に乗っていた。


　前方には月が皓こう々こうと輝き、汪李の銀の鱗うろこと翼を煌きらめかせていた。どこまでも続く黄河の右岸には黒々とした森が広がっている。


　叩きつけるような風を受けて、晄は汪李のたてがみを握り、鸞は晄の頭にしがみついていたが、小馬姿で汪李の首の辺りに立っている煒白は、平然と地上を見下ろし、王都へ向かったと思われる犯人の姿を捜す。


　一方、九天玄女は、翼もないのに空を飛ぶことができた。


　煒白の話によると、九天玄女は、西王母に仕える崑崙の神の一人で、女め神がみの中では最強といわれる戦いの神なのだそうだ。黄帝が蚩し尤ゆうという神と戦った時に、この九天玄女が黄帝に護ご符ふや兵法を授さずけ、そのお陰かげで、黄帝は人の世を太平に導くことができたと伝えられている。


　そんなすごい戦せん闘とう力を持つ女神が、妖や操あやつられた動物に対して護符だけで戦ったのは、彼女もまた、仙桃樹の精が特定できなかったためだという。


「いつから楼蘭の使節団に紛まぎれてたの？　獅し子しの赤ちゃんが生まれた時にはもういたの？」


　傍かたわらを飛ぶ九天玄女に向かって、晄は風に負けないように大声で尋たずねた。


『いいえ。使節団の人には私の姿は見せていないわ』


「え？　じゃあ、陝邑で俺たちに砂すな嵐あらしはなかったって言ったのは──」


『陝邑で、この子が砂嵐の話を聞いて、私に知らせてくれたのよ』


　九天玄女は、横を飛んでいる三足の烏に目をやる。


『けれど、そんな嵐があれば西王母様がお気づきにならないはずはないわ。おかしいと思って調べに行ったところへ、あなたに出くわしたのよ。その時には、あの獣たちのどれかが仙桃樹の精であることや、あの使節団が囮だってわかっていたから、それとなく知らせようと思ったのよ』


『そ、そうだったのですか……』


　鸞が面目なさそうに言い、


『その様子だと、烏がずっとあなたの様子を見ていたことにも気づかなかったようね』


　九天玄女は呆あきれたような眼まな差ざしを鸞に向け、烏は『あほ～』と鳴いた。


　間もなく、前方に、黄河沿いの街かい道どうを東に向かって疾しつ走そうする五台の馬車が見えた。楼蘭の使節団が使っていた物と同じ、天てん蓋がいつきの荷馬車だ。


『あれじゃないかしら。馬車馬も御ぎよ者しやも妖の変へん化げだわ』


　おそらく、仙桃樹の精を拐かどわかしてから陝邑の手前まで、楼蘭の使節団として旅をして来たのだろう。


　九天玄女は腰こしに佩はいていた大刀を抜ぬくと、ぐんと飛ひ翔しよう速度を上げ、一番手前の四頭立ての馬車の屋根に降りた。


　御者が振り返る前に、彼女がその首をはねてしまったのを見て、晄は目を剝むく。


　御者は黒い塵ちりとなって消えたが、手た綱づなをさばく者がいなくなっても馬は走り続けた。


　九天玄女は右端の馬に飛び移り、大刀で首をはねると、それが塵と化す前に飛び上がり、隣となりの馬の首も落とした。残る二頭の馬が黄色い猪いのししのような姿に変じ、鼻の横の鋭い牙きばを九天玄女に向ける。彼女は空中から大刀を振り下ろして、ひと太た刀ちで二頭の猪を滅ほろぼした。


（容よう赦しやがない……）


　晄は息を呑のんだ。


　停とまった馬車の天蓋を、九天玄女は素す手ででめりめりと剝がした。中を一いち瞥べつすると、目当てのものがないと知ったのか、彼女は二台目の馬車に飛び移った。天蓋を剝がされた馬車から、猿さるのような妖あやかしが飛び出し、九天玄女を追う。


「俺たちも行こう」


　とにかく毒の桃を奪うばわなくてはならない。


『前へ回り込んでください。幻げん術じゆつで眠ねむらせます』


　鸞が言った。


　汪李は翼つばさを大きくひと搔かきすると、速度を上げた。四台に減った馬車を遥はるかに追い越こして旋せん回かいすると、地上近くまで降りて馬車を待ち伏ぶせする。その間に鸞は人ひと形がたになり、手の中に仄ほのかに輝かがやく月を作った。


　月から淡あわく輝く光の粒つぶがこぼれ、風に流れる霧きりのように漂ただよいながら、馬車道をゆっくりと覆おおっていく。


　先頭の馬車が光の粒の中に突つっ込んだ。その途端に、馬車馬は力なく膝ひざをつき、軛くびきに引っかかったまま死んだように動かなくなった。御者がずるずると台から滑すべり落ちる。


　二台目以降の馬車も、光の粒に突っ込むと、同じように停まった。


『気をつけてください。眠ったのは馬と御者だけです』


　光の届かなかった荷台の中の妖は、眠っていないのだ。


　鸞は月を掲かかげて、荷台から妖が出て来るのを待った。しかしその前に、左側の森の中からおびただしい数の鷺さぎや梟ふくろうが飛び出して、鸞に襲おそいかかる。


「鸞!!」


　晄は咄とつ嗟さに鸞に覆い被かぶさった。河伯の加護がある晄は、鳥につつかれたぐらいで怪け我がをすることはないが、鸞は違ちがう。彼はどんなに強大な妖にも幻術をかけることができるが、相手を攻こう撃げきしたり自分の身を守ったりする手立てを持たないのだ。


　三足の烏が、鳥たちを追い払はらおうと晄たちの頭上で翼を羽ばたかせ、人形に変化した煒白が鳥をつかんでは投げる。しかし、鳥たちの数はあまりに多すぎた。


　鳥から逃のがれようと、汪李は急きゆう上じよう昇しようした。凄すさまじい圧力がかかり、晄は身を伏ふせて、汪李のたてがみにしがみつく。


　鳥は執しつ拗ように追ってきた。自分たちを馬車から引き離はなそうとしているのだろう。見下ろせば、十数頭の猿や猪、または人に変化した妖が荷馬車から飛び出し、森の中や黄河の河岸に散っていく。


『私が追う』


　煒白が汪李の背から飛び降りた。中空を下降する間に、煒白は大きな馬に変じた。


　その身体からだは真しん珠じゆのような光こう沢たくを孕はらんだ白で、眼と尾おだけが黒い。虎とらの牙と爪つめを持ち、額には玉の色をした反り返った一本の角が生えている。それが煒白の本ほん性しよう、駮はくの姿だった。


　何丈じようもの高さから降りたにもかかわらず、煒白は軽々と着地し、その反動を利用して地を蹴けった。まるで空を翔るように、とてつもない距きよ離りを一気に跳ちよう躍やくし、街道を東へ走る猪の前に躍おどり出る。猪を一いち撃げきで昏こん倒とうさせ、毒の桃ももを持っていないことを確かめると、次の妖に向かって跳躍する。


『我が眷けん族ぞくに加勢させよう』


　汪李は黄こ金がね色いろの眼を黄河に向ける。黄おう褐かつ色しよくの流れにうねりが生じた。ザーッと飛沫しぶきを上げて、何百という数の、小さな化蛇が水面から飛び出した。


　小化蛇は牙を剝き、黄河沿いを走る妖に躍りかかる。


『寓ぐうが飛んでいる』


　鳥たちを振ふり切り、水平飛行に移った汪李が、前方の闇やみの奥を見つめて言った。


「寓が!?」


　晄が目を凝こらすと、森の上をおびただしい数の蝙蝠こうもりに似た妖が、一ひと塊かたまりになって遠ざかっていくのが見えた。


　晄の脳のう裏りに、両親の仇かたきであり、自分と同じく古いにしえの水神に取り憑つかれた少年の顔がよぎる。


　その少年──炅けいが使し役えきする妖が寓だった。


「もしかして、毒の桃を運ぼうとしているのは、炅と章しよう玄げん──」


　炅は水神共きよう工こうの力を得つつある。また王を裏切った貞てい人じん、章玄は優すぐれた呪じゆ術じゆつ師しだ。彼らならば、崑崙へ行って仙せん桃とう樹じゆの精を拐かすことが可能かもしれない。


「汪李、寓を追って」


　晄の声に、汪李は寓の群れに向かって加速した。晄は両りよう膝ひざで汪李の胴どうを締しめ、炎えん招しよう戈かを抜いて両手で柄つかを握にぎる。鸞が月を掲げて幻術に備えた。


　寓の群れは、一分の隙すきもないほど寄り集まって、巨きよ大だいな卵の形を作っていた。次し第だいに距離が詰つまってくる。


　突とつ然ぜん、寓の塊かたまりが八方に散った。


「え──!?」


　中から現れたのは、十歳ぐらいの少女の姿をした妖だった。背には黒い翼が生え、手足の指には鋭するどいかぎ爪がついている。寓をまとっていたのは、晄を惹ひきつけるためのまやかしだったのだ。


　少女の妖は凄まじい速度で晄に向かって飛んできた。鸞が手の上の月から光の粒を流したが、光の粒は少女に届かなかった。


『死ね』


　少女の歪ゆがんだ表情には、殺意と恐きよう怖ふとが混じっていた。炎招戈の使い手と水すい妖ようの王を前にして、彼女は死を覚かく悟ごしているのだ。


（人と同じ心を持っているんだ……）


　おそらくは、毒の桃を持った仲間を逃にがすため、自らを犠ぎ牲せいにしようとしているのだろう。


　かぎ爪のついた少女の手が、晄の頸くびに向かって伸のびた。


（滅ぼしたくない──）


　躊ちゆう躇ちよが、炎招戈を握る手を鈍にぶらせた。


　晄は少女の手を払いそこね、かぎ爪が晄の肩かたに食い込んだ。少女は翼を羽ばたかせて、晄を持ち上げると、バッと投げ飛ばした。


『晄！』


　鸞が絶ぜつ叫きようした。


　晄は森の中に突っ込み、バキバキと木々の枝をへし折りながら落ちていった。地面に叩たたきつけられ、息が止まるような痛みが全身を襲う。


「くそっ」


　手をつき、起き上がろうとする晄の視界に、何か箱のような物を咥くわえて森の奥へ走り去る、赤い首の狼おおかみの姿が入った。


「あれがもしかして毒の桃──」


　狼を追おうとして背後に殺気を感じ、晄は振り返った。地じ響ひびきを立てて、巨大な熊くまに似た妖が迫せまっていた。人形の汪李が背に翼を生やして飛んできたが、間に合わない。


　その時──。


『何をやっておる！』


　晄の前に、白い鹿しかに乗った、雪のように白い髪かみの女が舞まい降りた。


　同時に熊が断だん末まつ魔まの声を上げ、黒い塵となって消える。


　彼女は青玉の色をした身甲よろいと披搏かたあてを身にまとい、同じ色の兜かぶとをかぶっていた。兜の下から雪のように白い髪が流れている。妖を一いつ瞬しゆんにして滅ぼしたのは、身の丈ほどもある黄金の杖つえだ。


『死にたいのか！　たわけ者めが！』


　女が振り返った。


「西王母様……？」


　晄は呆ぼう然ぜんとして、凜り々りしい戦いくさ装しよう束ぞくに身を包んだ女め神がみの名を呟つぶやいた。


『殺す気で向かってくる妖に、情けをかけるからそんな目に遭あうのじゃ。信じられぬ阿あ呆ほう者よ』


　怒ど声せいを飛ばす西王母に、


「あの赤い首の狼を追ってください！　多分、毒の桃を持っています！」


　晄は急せき込んで言った。


　そこへ煒白も駆かけてきて、


『仙桃樹の精の気配を追ってきた。狼がそれらしき物を持っている』


　と馬の姿になった。


　晄は煒白に跳とび乗り、狼を追って走り出す。汪李は人ひと形がたのまま晄につき従い、彼の肩に乗っていた鸞が、晄の頭の上に飛び移る。


　白い鹿に乗った西王母が、煒白に並んだ。


『仙桃樹の精を取り戻もどしてくれたそうじゃな。礼を言うぞ』


　西王母は前を見み据すえたままそう言った。大して有り難がたそうではなかったが、初対面の時の嫌けん悪お丸出しな口調よりはだいぶましだった。


『西王母様』


　三足の烏からすを伴ともなって、九天玄女が降りてきた。


『西王母様自らがお出ましにならなくても、私が毒の桃を取り戻します』


　主あるじの隣となりを飛びながら九天玄女は言った。


『そうはいかぬ。もしも仙桃樹の精から作られたのが毒の桃であったとして、それが人の世に出回っては、そしられるのはこの妾わらわじゃ。また、この手で犯人に目にもの見せてくれねば気が済まぬしの』


　美しい翡ひ翠すいの目に沸ふつ々ふつとたぎる怒いかりを見て晄はぞっとし、汪李は『姿に似合わず、過激な女神だ』と可笑おかしそうに笑う。


　間もなく、晄の目にも木々の間に見え隠かくれする狼の後ろ姿が見えてきた。


　しかし、ザッと枝を揺ゆらして、猿さるの一群が晄たちの前に立ちはだかる。今度は全部本物だ。操あやつられているらしく、聴こえて来る声に意思は感じられなかった。


『どけい！』


　西王母は猿の群れに突つっ込み、黄金の杖を一いつ閃せんした。一ひと振ふりで三匹びきの猿が吹ふっ飛んだ。地面に落ちた猿は、はたと我に返ったようで、辺りを見回すと急いで逃げ去った。


　西王母が猿を殺さず、呪じゆ詛そを解いてくれたことに、晄はほっとする。


　右からは虎、左からは山犬が群れをなして迫って来た。しかし、西王母は鹿を駆る速度を緩ゆるめず、杖を振るって獣けものたちを追い散らす。


　晄に向かって飛びかかって来た虎とらは、汪李が拳こぶしでその喉のどを突いて昏倒させた。汪李と西王母が開いた道を、煒白が凄すさまじい速度で駆け抜ぬける。
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　俊しゆん足そくの煒白が狼に追いつくまでには、大した時間はかからなかった。しかし、狼は煒白が通れないような狭せまい木々の間を、右へ左へと跳びながら全力で逃げて行く。


『逃がさないわ』


　スッと九天玄女が前に出た。


　彼女は密集した木の間を巧たくみにすり抜け、狼との間合いを詰める。


　大刀が狼の背に振り下ろされた。しかしその直前に、狼は咥えていた箱を空へ放ほうり、数匹の寓がそれをさらってしまう。


「煒白、行って！」


　晄は叫さけんだ。


　煒白は地を蹴けり、一気に箱まで跳ちよう躍やくした。晄は手た綱づなを左手で握り、右みぎ腕うでで寓ぐうごと箱を抱かかえ込む。腕の中でもがく寓が、主に助けを請こうていた。


　煒白が着地すると、晄は寓を放してやった。その寓は、晄の頭上を一塊になって舞う仲間たちのもとへ飛んでいく。


『追わなくていいのか？　あの寓は、炅が差し向けたものであろう』


　晄の傍かたわらに、汪李が舞い降りた。


　放してやった寓は、炅の名を呼んでいた。炅が、仙桃樹の精を拐かどわかした犯人の一人であることは間ま違ちがいなかった。寓を追って行けば、炅や章玄の居場所が突き止とめられるかもしれない。


　けれど──。


　晄は背後の森を振ふり返る。おびただしい数の鳥や獣たちが、地に伏ふしていた。


「いいよ。これ以上、獣も妖あやかしも傷つけたくない」


　晄は小さく頭かぶりを振った。





『言え、首しゆ魁かいは誰だれじゃ』


『何度訊きかれても、答える気はない……』


　西王母の問いに、喘あえぎながら赤い首の狼は言った。本ほん性しようは獦かつ狙そという妖だという。


『崑崙の妾の庭へ忍しのび込むなど、人間やただの妖の仕し業わざであるはずがない。言え、言わねばどうなるか、わかっておろうな』


　西王母は黄金の杖を狼の赤い首に突きつけた。


『殺すなら殺せ……。王都へ行けなかった俺たちはどうせ消される』


　しかし、狼は臆おくする様子もなく、逆に唇くちびるを笑えみの形に歪めた。


「炅っていう寓使いの少年と、章玄っていうもと貞てい人じんが仲間なんでしょう？」


　晄は尋たずねたが、狼は答えなかった。


『鸞、こやつの口を割らせよ』


　西王母は、ひよこ姿で晄の頭に乗っている鸞に命じた。それを聞いて、狼の表情に微かすかな動どう揺ようが走る。


『崑崙に住まう神が、全部あんたの味方だと思うなよ……』


　狼は、不敵な眼まな差ざしで西王母を睨にらみつけると、ぐっと舌を嚙かんだ。がっくりと頭こうべを垂れ、その身体からだは塵ちりに変じて消えていく。


『強ごう情じようなやつじゃ』


　西王母は立ち上がった。


『言われずとも、神々のすべてが女じよ媧か様、伏ふつ義き様に与くみするとは思ってはおらぬわ』


　翡翠の瞳ひとみを翳かげらせ、西王母は短い嘆たん息そくを漏もらした。
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『ピーッ！　ピーッ！』


　甲かん高だかい鳴き声が、黄河の河原かわらに響ひびき渡わたった。


「これが……目覚めた時の仙せん桃とう樹じゆの精？」


　晄は、西王母の胸に抱だかれている精をのぞき込んだ。鳳の言った通り、確かに小さくて毛が生えていて、手足がある。


　仙桃樹の精は、背中に蜉蝣かげろうのような薄うすい羽がついている以外は、姿も大きさも、生まれたての人間の赤ん坊ぼうにそっくりだった。


『よしよし。怖こわかったのう。もう大だい丈じよう夫ぶじゃ』


　西王母は慈じ愛あいに満ちた母の顔で、仙桃樹の精をあやす。


　亳邑城の北、使節団の獣たちと戦った黄河の河岸である。


　鸞の幻げん術じゆつで眠ねむらされた妖たちは眉び軍兵の手で封ふう印いんされ、操られていた動物たちは、西王母が術を解き、檻おりに戻したりつないだりしてある。


　九天玄女は西王母の背後に控ひかえ、楓牙と累焰は西王母の前に平へい伏ふくしていた。しかし、汪李と煒白は西王母に頭を下げたくなかったのか、戦いが収まるとさっさと小こ蛇へびと脛すねあてに変へん化げしてしまい、鸞はひよこの姿で晄の頭に乗っている。


　卣ゆうに封印されていた仙桃樹の精は、西王母が出して術を解くと、もとの姿を取り戻した。


　無事に見つけることができてよかったと思うが、鳳鸞が崑崙に連れ戻されることを考えると、喜びも半分だった。


『一刻も早くそなたを救いたかったが、先に取り戻さねばならない物があっての』


　西王母は、仙桃樹の精を撫なでる。


「そう言えばあの箱、やっぱり毒の桃だったんですか？　それにしては小さいなと思ったんですけど」


『そう言えば、まだ中を見ておらんかったの』


　西王母はそう言うと、九天玄女に命じて箱を開けさせた。


　箱には蓋ふたつきの小さな壺が二つ入っていた。一つは精せい緻ちな文様が施ほどこされた青銅製で、もう一つはどこにでもある模様のない陶とう製せいである。


「壺？　桃じゃなかったのか。毒の桃を搾しぼった果か汁じゆうかな？　って、何で二つもあるんだろ」


　西王母は、仙桃樹の精を九天玄女に預けると、まず、青銅の壺の蓋を開けて匂においを嗅かいだ。


『こちらは、仙桃樹の精を洗った水じゃ』


「仙桃樹の精を洗った水!?」


　そんな物を王都に運んで、炅たちは何をするつもりだったのだろうか。


『仙桃樹の精が浸つかった水は、飲めば不老不死とまではいかずとも、不ふ老ろう長ちよう寿じゆにする薬効があるのじゃ』


「不老長寿の薬……」


　だったら、そんなに慌あわてることはなかったかも、と晄は思う。


『こちらは──』


　と、西王母は陶製の壺の蓋を開けて匂いを嗅ぎ、顔をしかめた。


「何だったんですか？」


『これは、妾わらわの秘蔵の……』


　西王母は言いかけて、たっぷりふた呼吸ほどの間を空けて、


『毒の桃を洗った水に、呪詛をかけた毒薬じゃの』


　と、答えた。


「急いで取り返してよかった」


　前言撤てつ回かいである。


「一つお伺うかがいしたい」


　楓牙が顔を上げた。


「犯人は不老長寿の水や毒薬を王都に運んで、誰に飲ませたかったのか、お心あたりはございませぬか？」


『毒薬は知らぬが、不老長寿の水はおそらく王じゃろうの』


　西王母の答えに、「王？」と、一同は怪け訝げんな顔をした。


　犯人の一味と考えられる章玄は、王を裏切っている。その彼が王の不老長寿を願うだろうか。


『正しくは、王の中にいるものを養うためというべきか──』


「どういうことです？」


　意味不明な西王母の言葉に、楓牙は重ねて問い質ただしたが、


『妾も状じよう況きようを正確には知らぬゆえ、何とも言えん』


　と、彼女はそれ以上のことは言おうとしなかった。


「あの、西王母様。鳳と鸞を崑崙に──」


　晄は、先刻から心配でしょうがなかったこの問題を、思い切って切り出した。


『そうじゃの。じゃが、その前に──』


　西王母は妙みように艶つややかな笑みを浮うかべた。


『こちらの陶の壺の毒薬じゃが、飲めば体は老い、心は異界に飛ばされ、生ける屍しかばねとして一生を送らねばならぬが、代わりに、飲んだ者が望む者たちを不老長寿にする呪しゆがかかっておる。晄とやら。おぬしに青銅の壺と、陶の壺のどちらか一つをやろう。選ぶがよい』


　その場にいたすべてのものが、晄に注目し、晄は「俺に？」と、目を瞬またたいた。


『人の命ははかない。炎えん招しよう戈かの使い手であった禹も成湯も、今は亡い。いかな英えい雄ゆうであろうと、老いて死ぬのが人のさだめじゃ。妾はそれが惜おしいと思うのよ』


　翡ひ翠すいの瞳が、切なげに晄を見つめる。


『おぬしが、不老長寿を得るもよし、おぬしが生ける屍と化して、誰だれぞを不老長寿にするもよし、さあ、選ぶがよい』


　晄は、汪李、煒白、鸞を順に見つめた。彼らは何か言いたげだったが、結局何も言わず沈ちん黙もくを守っていた。


『鳳鸞も、水すい妖ようの王も平圃の神妖も、神々に等しい寿じゆ命みようを持つ。おのれに従っている妖あやかしを置いて、早々に逝ゆきたくはなかろう。また妖たちも主あるじを失うのは辛つらかろうな。この水を飲めば、永い時間をそのものたちとともに過ごせるぞ』


　西王母の言葉が、呪じゆ詛そのように晄の頭の中に響く。


　続いて、晄は楓牙と累焰に目を移した。


『王にも勝まさる才覚を持つ、この者らも命はかなき人間じゃ。永き寿命を得れば、この国も栄えような』


「この世の人全部、不老長寿になる？」


　晄は、舜や莉由、焉たち陝邑の領民、亳邑に残してきた昌しよう、野や午ごの里人たちの顔を思い浮かべる。


『おぬしがそう望めばの』


　晄の瞳が揺ゆれる。


　汪李たちと一日でも長く一いつ緒しよにいたいし、歳を取らずにいつまでも元気でいられたらこんな幸せはない。けれど、舜や莉由、その他ほかにも大切な人はたくさんいて、彼らが、いや地上のすべての人が幸福に長生きすることも、晄にとっては幸せだった。


（どちらの幸せを選ぶ……？）


　晄は青銅の壺と陶の壺を、交こう互ごに見つめる。


「決めた！」


　晄は、素す早ばやく陶の壺に手を伸のばし、毒の水を一気にあおった。


「『止よせ！』」


　視界の隅すみに、止めようとする汪李や楓牙たちの姿が入ったが、晄は構わず水を嚥えん下かした。


　甘く、極ごく上じようの酒のような味がした。腹がカッと熱くなり、目がチカチカする。それも一いつ瞬しゆんのことで、晄の意識は急速に闇やみに墜おちていった。


「晄！」


　倒たおれかかる晄を、楓牙が抱だき留とめ、


『おのれ──！　神といえど許さぬ！』


　汪李と煒白は、それぞれ本ほん性しように変化しようとした。鸞は逆に人ひと形がたになって、夜だというのに、鳳の力である光の槍やりを手の中に作る。


　すると突とつ然ぜん、西王母は可笑おかしそうに笑い出した。


『慌てるでない。晄をよく見てみよ』


　汪李たちは、バッと晄の方に振ふり向く。


「眠っている……。というより、酔よい潰つぶれている」


　楓牙が呟つぶやいた。


　晄は、真っ赤な顔で小さないびきをかいていた。寝ね顔がおは少年のまま、老いた様子はない。


『陶の壺に入っていたのは、汪李じゃ』


『は──？』


　汪李は目を点にして晄を見下ろす。


　汪李とは、実ったまま李すももが発はつ酵こうしてできる希少な酒である。晄はそれが一番好きだと言って、従えた水妖の王に汪李と名づけたのだ。


『西王母様、先日、伏義様と女媧様に献けん上じようする汪李が一壺なくなって大おお騒さわぎになりましたが、まさか……』


　九天玄女は半ば青くなって主を見たが、西王母は素知らぬふりをしていた。


『いたいけな少年の心を弄もてあそんだのは悪かった。じゃが妾は、こやつが鳳鸞を託たくすにふさわしい者か知りたかったのじゃ』


　西王母は、鸞に目をやる。


『よい友に出会えたの』


　その時の彼女の笑えみは、この上なく優やさしく美しかった。


　西王母は仙せん桃とう樹じゆの精を胸に抱だいて白い鹿しかに乗ると、九天玄女を従えて星が瞬く西の空へと昇のぼって行く。


　汪李、煒白、鸞、そして楓牙と累焰は呆ぼう然ぜんと西王母の背を見送った。


「不老長寿どころか、寿命が何十年も縮んだぞ……」


　楓牙の声はまだ震ふるえていた。


『お前の心を失って、我が幸せになれるとでも思っているのか。馬ば鹿か者ものめが──』


　汪李はくしゃりと晄の頭を撫なでる。


　無む邪じや気きな顔で眠ねむり続ける晄に視線を注ぎ、一同は長い安あん堵どの息をついたのだった。








「何をしておるのだ？」


　大室をのぞいた楓牙は、部屋に転がっているトル・ハミたち楼蘭の使者に、手て桶おけの水をかけている煒白に尋たずねた。


『西王母が、この人たちの術を解かぬまま崑崙に帰ってしまったのでな』


　水をかける手を休めず、煒白は答えた。


「その水は？」


『西王母が浸つかった風ふ呂ろの残り湯だ。何かの役に立つかと思って取って置いたのを、先刻、陝邑まで行って持って来た』


　仙桃樹の精を洗った水に薬効があったように、神がその身を浸ひたした水は、聖水となり、禍まが々まがしい呪じゆ術じゆつを取り除き、怪け我がや傷をも治す力があると煒白は言った。


『怪我を負った献上品の動物にもかければ、明日の朝までには治るだろう』


　人ひと騒さわがせな女め神がみだが、一つだけよいことをしたと、煒白は笑った。





　その後、鸞がトル・ハミたちに幻げん術じゆつをかけ、楓牙に刃やいばを向けたことも、その楓牙に返り討うちに遭あったことも忘れさせ、翌朝、トル・ハミたちは何事もなかったように、献上品の動物たちを連れて王都へと旅立って行った。
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『舜、その仙桃樹の精を封ふう印いんした卣ゆうを普ふ段だん使うのはやめてほしいのだが』


　晩ばん酌しやくを始めた舜に、汪李は言った。


『私も、その水みず瓶がめがそばにあると、何となく落ち着かない』


　煒白は、自分用に作られたという封印の呪具を見やる。


「心配しなくても、いきなり汪李さんや煒白さんを吸い込んだりしないから大だい丈じよう夫ぶですよ。仙桃樹の精は、か弱かったから卣に封印することができたんです。汪李さんや煒白さん、鳳君みたいに力のある妖を卣に入れるのは、いくら僕でも無理ですよ」


　舜は言った。


『それで普段使いの容いれ物になったのか』


　汪李たちは、ほっと息をついたが、


「いえいえ、鸞ちゃんがあなた方を幻術で眠らせてくれれば、簡単に封印できますから、万一の場合を考えて、目の届く所に置いてあるんです」


　舜はほんわりと笑い、水妖の王と平圃の神妖はぎょっとして、囲い炉ろ裏り端ばたにちょこんと座っているひよこに目をやった。
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　神農の御み代よ、黄帝は諸しよ侯こうの子として人の世に生を受ける。幼い頃ころから神のような力を持つと言われ、成人してからは徳のある人物として敬われた。


　当時、地上は乱れ、戦いくさが絶えなかった。憂うれえた黄帝は、民たみ人びとをないがしろにする諸侯を討うち、畑地に種を蒔まき、方位を正し、熊くま、羆ひぐま、貔ひ、貅きゆう、貙ちゆの妖あやかしを臣として人の世を安あん寧ねいに導く。


　伏義、女媧、神農の三皇は地上の王の座を、この黄帝に譲ゆずった。


　民人はみな黄帝を慕したい、諸侯は彼に従った。彼は天下を乱すものがいればそれと戦ったが、平和が戻もどればその地を去った。


　黄帝が崩ほう御ぎよすると、天から竜りゆうが迎むかえに来て、彼はそれに乗って昇しよう天てんする。


　常に南を指す指し南なん車しや、及および強大な妖をも滅ほろぼせる炎えん招しよう戈かは、黄帝によって作られたという。





　　　　一




『だ、だめだ──。おれにはできねえ──っ!!』


　手の中に作った光の槍やりを取り落とし、鳳ががっくりと膝ひざをついた。


「鳳……」


　晄は鳳に寄り添そい、その肩かたをそっと抱だく。


『こ、こんな、いたいけな子犬のようなやつに槍を打ちこんで、カラカラの日干しにするなんて、おれには、そんな酷ひどいことはできねえ……』


　声を震ふるわせてうつむく鳳に、


「うん、可か哀わい想そうだよね。俺も鳳にそんなことさせたくない」


　晄はうなずき、前方にそびえるそれを見上げた。


　それは、焦こげ茶色で、ずんぐりとしていて皺しわが寄っていた。言われてみれば確かに、チャウチャウ犬の子どもが座っている姿に似ているかもしれない。しかし、この大きさのものを、いたいけと言っていいのかどうかは疑問だ。


　なぜならそれは、高さおよそ五丈じよう、すそのの周囲は半里にも及ぶ山だったからである。


「でも、このままにしておいたら、陝邑が埋うまっちゃう……」


　晄は青ざめてその山を見つめる。


『ほーくーん、ないてるのー？　おなか、いたいのー？』


　間延びした低い声で、山が喋しやべった。
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　陝邑の北東に、三さん門もん峡きようという黄河の渓けい谷こくがある。その渓谷には、鬼き門もん、神門、人門という異界の入り口があり、鬼き石せきと神しん石せきがその入り口を閉とざしていた。


　およそひと月前、その鬼石に呪じゆ詛そがかけられ、鬼門が開いて、妖と一いつ緒しよに異界の水が溢あふれ出すという大事件が起こった。


　晄は、汪おう李りたち三人の妖とともに、異界からやって来た妖と戦い、舜が鬼門を閉じて、殷は滅めつ亡ぼうの危機から免まぬかれる。


「晄さん、三門峡の近くに妙みような土つち塊くれがあるっていうんだが──」


　もと盗とう賊ぞくの頭かしら、焉えんがそう言って、三門峡の近くに住むという里人を連れてきたのは、その事件から数日経たった、ある秋晴れの午後のことだった。


　里人の話によると、三門峡の下流の河原かわらに不思議な土の塊かたまりがあって、もそもそと大きくなっているという。


「最初は拳こぶしぐらいの大きさだったんだ。それが見てる間に、人の頭ぐらいになってさ」


　と、その里人は、恐おそろしげに身を震わせた。


「息そく壌じようが残ってたのかな？」


　息壌とは、水を吸って無限に殖ふえ続ける土の妖である。


　鬼門から溢れる水を堰せき止めるために、鳳──その時は、夜だったので鸞らんだった──が、崑崙へ行って息壌という土の妖を借り、堤つつみを補強した。そしてその息壌は、昨日崑崙からやって来た白しろ兎うさぎがすべて回収したはずだった。


　晄は三人の妖を連れて、焉とともに早さつ速そくその河原に行った。


『間ま違ちがいねー。これは息壌だ。白兎のやつら取り残しやがったんだな』


　鳳はすでに牛ぐらいになっている息壌を見て、忌いま々いましそうに舌打ちをした。


『私が崑崙まで返しに──』


　と、煒白は息壌を手ですくった。しかし、息壌はぽろぽろと手からこぼれ落ち、何かに入れなくては運べない。


　煒白は、容いれ物を取りに城へ戻り、


『取りあえず、水がかからないようしとくか』


　鳳がそう言うので、晄たちは息壌と岸辺との間に黄土を積んだ。


『堤にするために置いた土のために、堤を築くなど、何かが間違っているような気がする』


　晄の左ひだり腕うでに巻きついていた汪李も、人ひと形がたになって黄土積みを手伝う。


　しかし、黄河の水はじわじわと息壌に浸しみ、煒白が青銅の湯船を担かついでやって来た時には、すでに土の妖は湯船には入りきらないぐらいに膨ふくれていた。


『岸辺から遠ざけた方がいいのではないか？』


　煒白はガシッと湯船を息壌に突つき刺さし、土をすくい上げる。そして土の入った湯船を抱かかえて、水辺から離はなれた雑木林の中へ持って行った。煒白は、凄すさまじい膂りよ力りよくの持ち主なのだ。


　晄たちも手で土をすくって、せっせと雑木林へ運ぶ。その間にも水気を含ふくんだ息壌は大きくなっていくばかりだった。


　西の空が朱しゆ色いろに染まり始めた頃、ようやく晄たちはすべての息壌を雑木林に移し終えた。


『二、三日もすれば乾かわいて縮むだろ』


　林の中に築かれた小山を眺ながめ、鳳は手の甲こうで額の汗あせを拭ぬぐった。








「あらら、これは大変なことになりましたねぇ」


　翌朝、雑木林を訪おとずれた舜は、少しも大変そうには聞こえない声こわ音ねで言った。


　湿しめり気けが残っていた上、朝あさ露つゆが降りたせいか、息壌は一つの堂ぐらいの大きさになっていた。


「ひと所に積まないで、広げた方が早く乾くのに」


　家事の達人、莉由は呆あきれたように言い、


『私は、女め神がみ英えい招しようから多くの知識を授さずかったが、莉由の方が物知りだ』


　と、煒白は感心する。


「取りあえず封ふう印いんしてみますが、これだけ大きいと入りきるかどうか──」


　舜は、手に提さげていた卣ゆうを抱え直し、息壌に歩み寄る。その卣はただの酒器ではなく、妖を封印することができる呪具だ。


　舜は卣の蓋ふたを開けて、その口を息壌の表面に近づける。途と端たんに、不気味な重低音を発して、息壌が崩くずれ始めた。ザッと茶色の土が卣の口に吸い込まれる。


　しかし──。


「たったそれだけ？」


　見守っていた晄たちは、目を瞬またたいた。卣はすぐに吸引を止め、息壌の表面にはちょうど卣と同じ大きさ程度の穴が空いていた。これ以上は入らないというように、卣の口からはパラパラと土がこぼれている。


『入りきるかどうかって、そういう段階にすら達してねーだろ』


　鳳はつぶやく。


「これ、変へん化げで大きくなったんじゃなくて、本当にかさが増えてるんですね」


　舜は、ふーんと興味深げに息壌を見上げた。


　その卣は、変化で大きさを自在に変えられる妖ならば、小さく縮めて封印できるが、縮まらない妖は、卣の容量の分だけしか入らないのだそうだ。


「舜兄、何とかならないの？」


　晄は、すがるように兄を見つめる。


「他ほかならぬ晄ちゃんのためです。息壌が封印できる呪具を開発しましょう。しばらく時間をください」


「しばらくって、どのくらい？」


「そうですねぇ」


　舜は腕うでを組んで、首を傾かたむける。


「まず、かさを減らす呪じゆ術じゆつにはどんなものがあるか調べて、その呪術を発動する文様や文字を考えて、鋳い型がたを作って──。半年ぐらいでしょうか」








「と、いうわけなんだ。舜兄の呪具ができるまで待ってられないし──」


　晄は、その日のうちに亳はく邑ゆう城を訪ね、楓牙に相談した。


　白兎に来てもらえば一番手っ取り早いのだが、


『息壌を借りに行った時、さんざん頭を下げてようやく借りたんだぜ。回収に来た時だって、兎のやつら、さんざん嫌いや味みを言いやがったし』


　と、鳳がごねたからだ。白兎は西王母の庭の住人で、鳳が崑崙にいた時は、縄なわ張ばり争あらそいをしていた仲だったという。


　一通りの話を聞くと、


「それは大変だ。急いで陝邑へ参らねば。累焰、祭さい祀しを催もよおしてやれ」


　楓牙は、いそいそとやりかけの仕事を片づけ始めた。


「ですが、祭祀には最低でも十日はかかりまする」


　累焰は山積みになっている竹簡や地図に目をやる。


　中原の中ほどに位置する亳邑は、湯王が最初に都を置いた大きな邑で、住む者も多い。従って、政まつりごとにかかわる仕事量は、陝邑とは比べものにならないぐらい膨ぼう大だいなのだ。


「累焰だけ来てくれれば十分だよ。楓牙、忙いそがしいでしょ？」


「いや、そろそろ、その……。陝邑軍の編制の相談もしなければならぬし、建設中の城じよう郭かくや濠ほりの様子も……」


　楓牙は口ごもり、


「本当は、そろそろ莉由殿どのの手料理が食べたいと思っていらっしゃるのでは？」


　累焰はそう言って、楓牙を横目で見た。








　それから十日間、息壌の前に設けた祭さい壇だんに供く物もつを捧ささげ、累焰は祈いのり続けた。


　最初の五日間は順調だった。累焰は、火の神、風の神に祈り奉たてまつり、息壌を湯船二杯はい分ぐらいまでに縮めた。


　しかし、六日目に霧きりが息壌を包み、湿しつ気けを吸った息壌は堂一つ分の大きさに成長してしまった。累焰は霧に負けじと祈り続け、九日目には息壌を堂の半分ぐらいまでに戻もどしたが、十日目の朝、パラパラと小雨こさめが降って、息壌は堂を三つ重ねたぐらいの大きさにまで巨きよ大だい化してしまった。


「申し訳ございませぬ」


　累焰はがっくりと膝ひざをつき、


「何というしぶとさ。さすがは崑崙の妖あやかし──」


　楓牙は青ざめて息壌を見上げた。


　周辺の里人は、「このままでは、畑も家も埋うまってしまいます～」と楓牙の足元で泣なき伏ふしている。


「急がないと──」


　晄は空を仰あおいだ。雨雲が厚く垂れ込め、今にも雨が降り出しそうな気配だ。


　その時──。


『みんなー、どーしたのー？』


　突とつ然ぜん、茫ぼう洋ようとした声が頭上から降ってきた。


「え──？」


　一同は声の方を見上げて啞あ然ぜんとした。


　息そく壌じようの頂上付近に、小さな丸い目と三日月形の口が開いていた。


『そのおにく、おいしそー。たべていいー？』


　子犬のような丸い目が、祭壇の上の供物を見下ろす。


　声もなく息壌を見つめる一同を尻しり目めに、にゅんと息壌の一部がせり出して来て、供物の肉を包み込む。土の手は肉を自らの口元まで持っていき、息壌はあーんと丸く口を開くと、ぱくっと大きな肉を一口で食べた。さくさくと咀そ嚼しやく音が聞こえ、ごっくんと飲み込む気配がした。


『おいしかったー。ごちそーさまー』


　三日月形の口が笑っているように見えた。


　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ晄たちの頭上に、ポツポツと大おお粒つぶの雨が降ってきた。








「丸太を立てろ！　あっちの欅けやきの枝へ縄なわを渡わたして結ぶんだ」


　焉はもと手下の領民たちに指示を出す。領民たちは木から木へと綱つなを渡し、そこへ山羊やぎの革かわを縫ぬい合わせた敷しき物ものをかけて、天幕を張っていく。


『おちないよーに、きをつけてー』


　息壌は、のんびりと領民たちを励はげましていた。


　煒白の話によると、息壌は小さい時にはただの土だが、ある程度の大きさに成長すると、意思を持ち始めるのだそうだ。


『そういや、そんな話を聞いたことがある。禹王はこの息壌を使って洪こう水ずいを治めたんだが、その前に、禹王の親おや父じの鯀こんってのが、崑崙から息壌を盗ぬすんで洪水を止めようとしたんだ。その時、成長した息壌は心を持って、自分を盗んだ鯀に懐なつかず、結局鯀は治水に失敗したんだ』


　鳳は言った。


　そうしている合間にも、雨を吸って息壌は巨大化し、そのてっぺんはすでに天幕を張ろうとした木の枝よりも高い。


「汪李、この雨雲、何とかなんないの!?」


　領民たちと一いつ緒しよに綱を渡す作業をしながら、晄は汪李を見上げた。彼は人ひと形がたで背に翼つばさを生やし、空を飛んで革の敷物を綱に張っている。


　汪李は、嵐あらしを起こしたり雷かみなりを落としたりする水すい妖よう化か蛇だである。その王である彼ならば、雨雲を吹ふき飛ばすぐらい簡単にやってのけるはずだ。陝邑の領民たちには、妖たちの正体を知らせてあるので、汪李が本ほん性しようを現しても問題はない。


『やっても構わぬが──』


『止やめた方がいい。自然神の怒いかりを買う』


　ふた抱かかえもある欅を根っこから引き抜ぬきながら、煒白が言った。妖である汪李が自然の理ことわりに則のつとってできた雲を消したら、付近の土地神や雨の神が祟たたるかもしれないという。


「でも、このまま雨が降り続いたら、息壌がどんどん大きくなるだけだよ」


　累焰の必死の祈りにもかかわらず、息壌の成長の勢いは止まらないのだ。


『息壌の上だけ雲を晴らすぐらいなら、土地神も大目にみてくれるだろう』


　汪李はバサリと翼を羽ばたかせると、空の高みへ上り、そこで化蛇の本性を現した。そのまま一気に急きゆう上じよう昇しようし、雲の中へ突っ込む。


　厚く垂れ込めていた雲が、汪李のいる辺りだけ薄うすくなった。雨あま脚あしが弱くなり、薄い日が差してくる。


　やがて雨が止んだ。


　しかし、その時には息壌は、高さおよそ三丈じようにも及およぶ山と化していたのである。しかも、たっぷり水気を含ふくんで、巨大化は止まず、天幕を張ろうと綱を結んだ木々を次々と呑のみ込んでいく。作業をしていた領民たちが、あたふたと逃にげまどった。


「どうしたらいいんだ……」


　なすすべもなく、晄は遠ざかる息壌の顔を見つめる。


『ごめんねー。せっかくつくったのにー』


　息壌の三日月形の口は、下か弦げんの月の形になっていた。


　楓牙に支えられ、累焰がよろよろと立ち上がった。彼らは祭壇ごと土に持ち上げられ、息壌の中腹にいた。


「このような事態を招いたのは、わたくしの責任。わたくしに息壌を縮める手立てを占うらなわせてくださいませ」


　慚ざん愧きに堪たえぬといった表情で彼は言った。





　陝邑城に戻ると、彼は十日間の祭祀の疲つかれを押して、早さつ速そく占せん術じゆつを始めた。


「陽甲王の十六祀、十月、甲こう辰しんの日に累焰が卜ぼくす。貞とう、息壌を縮める術やいかに」


　亀きつ甲こうに穿うがった窪くぼみに、焼いた青銅の棒を押し当てる。パキッと乾かわいた音がして亀甲にひび割れが生じた。


「鳳殿どの」


　しばらくひび割れを凝ぎよう視ししていた累焰は、やがて顔を上げ、悲痛な面おも持もちで鳳を見た。


「日の光を息壌の奥深くにまで打ちこめば、あの土の妖はカラカラに乾かわいて縮まりまする」


「そんな──」


　晄たちは、バッと鳳を振ふり向いた。


　彼は、愕がく然ぜんと目を見開きブルブルと拳こぶしを震ふるわせていたが、やがて決意を固めたのか、唇くちびるを嚙かんで小さくうなずく。


『わかった。陝邑を息壌の下した敷じきにするわけにはいかねえ』





　雨雲の切れ目から、日が差して来た。空全体が明るくなっているところをみると、本当に晴れてきたのだろう。


　息壌の巨大化の速度は緩ゆるやかになっていたが、高さは五丈、すそのは半里にも及ぶ、立派な山に成長していた。


　鳳は息壌の前に立った。その顔からは、いつもの明るさが失うせていた。唇を嚙み、切ない目で息壌を見つめる。やがて、彼は両手を軽く握にぎって合わせた。スッと両りよう腕うでを開くと、手の中に眩まぶしい白い光を放つ槍やりが現れる。


　その様子を、晄、汪李と煒白、楓牙と累焰、舜と莉由は固かた唾ずを呑んで見守っていた。


　鳳は片手で槍を持ち直し、息壌の中腹に狙ねらいをつけるとぐっと身をそらす。


『ほーくーん、それなーに？　ぴかぴか、きれーだねー』


[image: ]


　息壌は丸い目で、鳳が持つ光の槍を見下ろす。


　鳳の眼めが泣きそうに歪ゆがんだ。


『それ、なげるのー？　ぼくにくれるのー？』


　嬉うれしそうに、息壌は目を輝かがやかせる。


　鳳の手から、光の槍がポロリと落ちた。


『だ、だめだ──。おれにはできねえ──っ!!』


　彼はがっくりと膝ひざをついた。
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『おれが意地をはるから、こんなことになったんだ。さっさと白しろ兎うさぎを呼べばよかった……』


　鳳は、大好物の黍きび餅もちにも手をつけず、悄しよう然ぜんとうつむく。


　昼ひる餉げの席には、蓼たでで辛から味みをつけた豚ぶたの煮に物ものや醬しよう油ゆにつけた魚の膾なますなど、まるで宴うたげのような御ご馳ち走そうが並んでいた。これらの高級食材は、莉由に料理を作ってもらうために累焰が手配したものである。この十日間、累焰は息壌を縮めることには失敗したが、楓牙に莉由の手料理を食べさせるという最大の目的は見事に達成させていた。


「いいえ。わたくしが祭さい祀しの前に占術を行えばよかったのでございます」


　しかし、息壌を縮めることもできず、莉由と楓牙の間の五尺も縮められなかった累焰の表情は暗い。莉由は三度三度、手の込んだ料理を作ってくれたが、この十日間、楓牙との会話はほんの二言三言だけだったのだ。


「今から白兎を呼んだとして、白兎はどうやって息壌を持って帰るんです？」


　息壌を封ふう印いんする呪具を開発中の舜は、白兎の術に興きよう味み津しん々しんといった様子で身を乗り出す。


『数に物を言わせて、小分けにして袋ふくろ詰づめにして持って帰る』


「うわ、痛そう」


　術も何もあったものではない。晄は、兎たちにちぎられる息そく壌じようの様子を想像してぞっとした。


『心を持つ前だったら、痛みとか、光の槍の熱さとかも感じなかったんだろうけどさ』


　鳳は、ようやく一つ目の黍餅をつまんだが、なかなか口には持っていかない。


「苦しませずに、息壌を縮める方法はないのだろうか」


　一方、楓牙はせっせと御馳走を口に運んでいた。


「王子、この状じよう況きようでよくそんなに食べられるわね」


　莉由は粟あわ粥がゆの入った鼎かなえをかき混ぜながら、横目で楓牙を睨にらんだ。この十日で、莉由の方から楓牙に話しかけたのは初めてかもしれない。


「いや、その……、息壌のことは気の毒だと思っているが、明日には亳邑へ戻もどらなければならないから、よーく味わって……」


　消え入るような声で楓牙は答えた。


『崑崙には、ものを大きくしたり小さくしたりする術を使える神が何人かおられるし、妖あやかしを縮める秘薬もいくつかあると聞く。まずは、西王母様に御ご相そう談だんしてみてはどうだろう』


　煒白は言ったが、


『無理無理、さっさと光の槍を打ちこめって、言われるに決まってる』


　西王母は、気に入ったものに対しては愛情深いが、そうでないものにはとことん冷たいのだと、彼女をよく知る鳳は頭かぶりを振る。


「そんなの言ってみなくちゃわからないじゃない。西王母様に頼たのんでみよう。それでだめだったら、他ほかの神様の力を貸してもらえばいい。俺も一いつ緒しよに崑崙へ行くよ」


　晄は匙さじを握りしめて、力強く宣言した。





　　　　二




　眼下は、一面の真っ白い雲だった。


　太陽はすでに深しん紅くに色を変え、雲の海に沈しずもうとしていた。


　その夕日を追って、白銀の翼つばさを羽ばたかせ、化蛇の姿の汪李が空を翔かける。


『寒くないか？』


　汪李が首だけを向け、背にまたがっている晄を気き遣づかった。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ──じゃないけど、がんばる──っ」


　晄は、裘かわごろもにくるまって煒白に抱だきかかえられていた。実は寒いどころではなく、息も満足にできなかった。薄うすい大気は凍こおりついたように冷たく、それが容よう赦しやなく嵐あらしのように叩たたきつけてくる。河伯の加護を受ける身でなかったら、とっくに凍こごえ死じんでいたかもしれない。


『もうすぐ着くぜ。崑崙はあの日の下だ』


　ひよこ姿の鳳が、晄の襟えり元もとから顔を出して、太陽を隠かくそうとしている雲に目を注ぐ。


　汪李が徐じよ々じよに高度を下げ、雲海に突つっ込む。どこを見てもただひたすら真っ白だったが、汪李には神々の気配が感じられるらしく、迷わずに雲の中を進んでいく。


　やがて視界が開けた。そこは、険しい山が果てしなく続く山さん岳がく地帯で、雪を頂いた峰みねがいくつもごつごつと突き出している。


『ちょうどこの下が、煒白のいた積せき石せき山ざんだ』


　汪李が言った。


「煒白、こんなとこにいたの」


　晄は、眼下の雪山を見下ろす。


　女め神がみ女媧の御み代だい、水神共工が不ふ周しゆう山ざんに激げき突とつして天が割れ、作られたばかりの煒白は天から墜おちた。何千年もの間、彼はおのれが何者かも知らず、積石山で独りで暮らしていたという。


　山の眺ながめは雄ゆう大だいで美しかったが、生き物にとっては厳しい自然環かん境きようだ。


「寂さびしいところだね……」


　当時の煒白の暮らしぶりを想像して、晄は思わず呟つぶやく。


『山にいた時の私は孤こ独どくだったと、今はわかる。だがその時は、自分が寂しさを感じているという自覚はなかった。私には心がなかった』


　人を餌えさとしか認にん識しきせず、三つの邑むらを滅ほろぼしてしまった妖は遠い目をした。


『もう、あの暮らしには戻れない』


　この温かさを失いたくないというように、煒白は逞たくましい腕うでで晄を抱きしめる。


『案ずるな。お前がここで墜ちたら、また我の眷けん族ぞくに捜さがしに行かせる』


　汪李は軽く笑った。煒白が積石山に棲すんでいたことを突き止めたのは小こ化か蛇だたちだ。


「黄河は崑崙から流れて、積石山の北を回ってるんだっけ？　英招様が崑崙じゃなくて平圃に住んでいるにしたって、崑崙の神様たちが発見できなかったって、おかしくない？」


　煒白を創つくった女神英招は、天から墜ちた煒白を捜したそうだが、煒白は神々の目に映らないような術をかけられていたらしく、とうとう見つけることができなかったという。


『仙せん桃とう樹じゆの精なんか、西王母の庭から連れ去られたんだぜ』


　鳳が言った。


　今年の夏、仙桃樹の精が何者かによって拐かどわかされた。晄は、王の暗殺もしくは王都の混乱を招くために、炅と章玄が仙桃樹の精を拐かしたのだと思っていたが、事件は思っていたよりもずっと大規模だったらしい。


　──崑崙の神々が、全部あんたの味方だと思うなよ。


　犯人の一味と思われる狼おおかみの妖が、死に際ぎわにそう言っていた。


「仙桃樹の精の事件も、英招様が煒白を見つけられなかったのも、根っこにあるのは同じってこと？」


『だろうな。古いにしえの天界大戦争が尾おを引いてるってか、再燃したっていうか。いずれ、共工に味方する神が、何食わぬ顔で崑崙に住んでるってことだ』


「俺が、のこのこ崑崙に行っていいのかな……」


　自分が死ねば共工が蘇よみがえる。共工に味方する神が、これを機会に襲おそってこないとも限らない。晄は、自分が崑崙の騒そう動どうの種にならないか心配したのだが、


『大丈夫。もしもお前を襲ってくるやつがいたら、そいつが仙桃樹の精を拐かした真犯人てことだ。西王母様はきっと喜ぶぜ』


　鳳は平然としていた。安心していいのか、怖こわがった方がいいのかわからない。


『で、向こうの、下が細くて上が太い山が崑崙山』


　小さい翼が、ひときわ高い妙みような形の山を指した。他の山々が、ごく普ふ通つうに、すそのが広く頂上に行くに従って険しく細くなっていくのに対し、崑崙は逆に、すそのが狭せまく頂上が広いのである。そして、頂上は真っ平らではなく、三方に峰を持っていた。


『北の峰が閬ろう風ふう巓てん、西が玄げん圃ほ台だい、東が崑こん崙ろん宮きゆう。西王母様たちが住んでいるのは、南の平らなところに建ってる天てん墉よう城じよう』


　鳳の指す方向に目を凝こらしていると、頂上の南側に白く輝く九ここの重えの楼ろう閣かくが見えてきた。


「うわぁ──」


　晄は寒さも忘れて身を乗り出した。


　日は沈み、残照で赤く染まった雲を背景に、白い玉ぎよくの色をした九重の楼閣が煌きらめいていた。


　周囲には、玉や金で飾かざられた高こう楼ろうがいくつも建ち、薄い霞かすみが九色の光を放ちながら、それらの高楼を覆おおっている。


　そして、それらの建物を囲んでいるのは黄金の城じよう壁へきだ。


『この城は北ほく斗とに通じていて、万ばん物ぶつの気の元を流し、九天の陰いん陽ようを調ととのえている。生き物の生死、季節の移り変わりなど、この世のすべてのものの盛せい衰すい消長は、この崑崙が司つかさどっているのだ』


　煒白は言った。


「すごーい、きれいだ～、広いんだね～」


『広さは千里四方だ、晄、迷まい子ごになるなよ』


　鳳は、晄の襟元から飛び出して頭の上に跳とび乗り、汪李を案内する。


　崑崙山の向こう側には、積石山と同じくらいの険しい山があった。承しよう淵えん山ざんというらしい。崑崙山と、積石山、承淵山の間は、目が眩くらむような深い谷になっていて、その谷を渡わたり、東門から天墉城に入ることにする。


　その間に、この西の果ての地にも夕ゆう闇やみが落ち、黄色いひよこだった鳳は、黒に近い藍あい色いろのひよこ──鸞に姿を変えていた。


　壮そう麗れいな東門が見えてくる頃ころ、天墉城の方から数羽わの大きな鳥がやって来た。


『崑崙の夜を見守る鸞らん鳥ちよう、わたしの同族の鳥です』


　鸞は言った。


　その鳥たちは、鮮あざやかな五色の羽と、長い尾を持っていた。頭頂にはふさふさとした藍色の羽う毛もうが生え、顔は鶏にわとりに似ている。しかし脚あしや首は鶴つるのように長く、翼も大きかった。翼よく長ちようは長身の煒白よりもはるかに大きそうだ。


　鸞鳥たちは優ゆう雅がに翼を羽ばたかせて、晄たちの頭上で旋せん回かいすると、汪李の顔の隣となりに並んだ。


『化蛇の王、お久しゅうございます』


　柔やわらかく気品のある女性の声で、先頭の鸞鳥が言った。


『さて、久しぶりと言われても困るのだが──』


　汪李はさして困った風もなく答えた。


『異界に行かれて、記き憶おくを失ったことは聞いております。わたくしは、前の戦いくさでともに中原の夜空を舞まい、逆ぎやく賊ぞくと戦った鸞鳥の一羽にございます』


『前の戦とは？』


『およそ三百年前の、成湯天乙──殷の湯王と水神共工との戦でございます』


「湯王と共工の戦──？」


　汪李がその戦に加わっていたというのは初めて聞いた。晄は詳くわしく聞きたいと思ったのだが、


『まあ、鸞。あなたもしや、炎えん招しよう戈かの使い手の頭に乗っているの？　化蛇の王に乗せていただくだけでも畏おそれ多いというのに』


　別の鸞鳥の声が、晄の問いを遮さえぎった。


『も、申し訳ありません』


　鸞は小さな翼つばさを羽ばたかせて、慌あわてて晄の頭から降りようとし、風に煽あおられて飛ばされそうになった。それを煒白がさっと捕つかまえる。


「今まで、当たり前に汪李の背に乗ってたけど、畏れ多いのか……」


『炎招戈の使い手はよろしいのですよ。湯王も化蛇の王の背に乗り、空を翔かけてお出いででございました』


　鸞を叱しつ責せきした鸞鳥は、笑えみを含ふくんだ声で言った。


「湯王も──？」


『さようでございます。それは御ご立派なお姿でございました』


　当時の湯王と晄を重ねて見ているのか、鸞鳥は懐なつかしむように、晄を見る。


（俺はほんの小こ童わつぱで、湯王みたいに立派じゃないけど……）


　湯王は二代目の炎招戈の使い手だ。彼も化蛇の王に出会って、互たがいに炎招戈に誓ちかったのだろうか。


『御案あん内ないいたしましょう。黄帝も当代の炎招戈の使い手とお会いになることを、楽しみにしていらっしゃるでしょう』


　鸞鳥はそう言って、汪李の前に出て東門まで先導する。


（そっか。崑崙には黄帝もいるんだ）


　晄は、ちょっとドキドキする。黄帝とは、伏義、女媧、神農という三人の神の跡あとを継ついで、地上を治めた最初の王である。人として産まれてきたが、龍りゆう神じんの血を引いているという言い伝えもある。炎招戈はその黄帝によって作られたのだ。


『……晄、申し訳ありませんでした』


　その時、煒白の手の中で、鸞が消え入るような声で言った。


「いいんだよ。俺は畏れ多くないから」


　晄は笑って、うなだれている鸞を受け取り、懐ふところに入れる。


「汪李は、鸞鳥たちに敬われてるんだね。化蛇の王って、俺が思ってたよりずっと偉えらいんだ」


『化蛇の王だからというよりは、汪李様個人のお力によるものですが──。黄河流域の水すい妖ようは、すべて汪李様の傘さん下かに入っておりますし』


　鸞鳥や鳳ほう皇おうのように神に仕える妖あやかしは、人間界の妖を下に見る傾けい向こうがあるが、汪李は別格だという。


『だが、普ふ段だんはじっと腕うで輪わのふりをしていて、莉由が怒おこるから人ひと形がたにもなれない』


　煒白がぼそりと呟き、汪李の黄こ金がね色いろの目がじろりとこちらを向いた。


　やがて鸞鳥たちは、黄金の門の上に舞い降りた。


　門は見上げるほど高かった。黄金の門柱の間にあるのは玉の扉とびらで、舜が青銅器に鋳い込むような、雲紋雷らい紋もん、獣けものや妖の浮うき彫ぼり装そう飾しよくが一面に施ほどこされている。


　門前に寝ねそべっている虎とらが、いかめしい男の顔をしていることに気づき、晄はギョッとした。よく見ると、額に小さな人の顔が八つついている。九面虎こ身しんの神、開かい明めい獣じゆうだ。


　汪李はその手前に降り、晄たちが背から下りると自分も人形になった。


『ほう？　此こ度たび、化か蛇だの王は男の姿であるか』


　白銀の髪かみに黄金色の目をした青年の姿を見て、開明獣は一いつ瞬しゆん瞠どう目もくしたが、すぐに相好を崩くずし、『久しいの。よう参った』と、立ち上がった。


『我は以前、女だったのか？　おのれの過去を、自分は知らず、他ほかの者が知っているというのは不思議な気分だ』


　汪李は肩かたをすくめる。


『積もる話もしたいところだが、わざわざ化蛇の王が崑崙までやって来るとは、危急の用件があるのであろう？　通るがよい』


　開明獣が横に退くと、音もなく玉の門もん扉ぴが開いた。


「わあ──」


　晄は思わず声を上げる。城内の金台玉ぎよく楼ろうは、遠くから見た時よりも遥はるかに美しく煌びやかだった。空は濃こい藍色に色を変え、照らす日もないのに、それらの高楼は自らが光を放っているのか、月や星よりも明るく輝かがやいている。門から奥へ続く敷しき石いしは、磨みがかれた水すい晶しようなのだろうか、水鏡のように透すき通とおり、高楼の輝きを映していた。


　城内へ足を踏ふみ入れた途と端たん、それまでの身を切るような冷たい風が止やんだ。暖かい春のそよ風が芳かぐわしい香かおりを運んでくる。空はつながっているのに、城壁の中と外では満ちている大気が異なるのだ。


　そこへ、ぴょんぴょんと大勢の白しろ兎うさぎが跳はねて来た。


『鸞だ』『おかえり～』『今いま頃ごろ、どうしたのさ』『あたしたちのことが恋こいしくなったんでしょ』


　白兎たちは口々に勝手なことを口走る。


『いいえ、実は息そく壌じようが──』


　鸞が言いかけるのを、白兎たちは最後まで聞かず、


『まさか、息壌が残ってて、雨が降ってでっかくなっちゃったとか？』『そんで心を持っちゃって、鳳の単純馬ば鹿かは情が移って困ってるとか』『ほんと、あの子の頭のつくりって簡単にできてるわよね』『光の槍やりを打ちこめばいいのに』『それができないから、ひよこなのよ』


　と、わいわいがやがや騒さわぎ始めた。


『まだ、何も言ってませんが……その通りです』


　鸞は晄の胸むな元もとで頭こうべを垂れる。


『まあ、今回のことはあたしたちにも責任あるし、とにかくいらっしゃい。西王母様は、瓊けい華かの堂にいるわ』


　白兎たちは、ぴょんぴょんと来た道を戻もどって行く。


　晄は白兎の後をついて行きながら、きょろきょろと辺りを見回した。高楼の庇ひさしには、紅くれないや青い玉の飾りが下がり、高楼の間を結ぶ堂どう涂とは黄金でできていた。高楼の間の庭には、桃ももや李すもも、梨なしの木が植えられていたが、実っているのは果実ではなく宝玉だ。


（すごー。莉姉が見たら何て言うだろ）


　貧びん乏ぼう暮ぐらしに浸ひたりきっている莉由に、こんな物を見せたら怒り出すかもしれない。


　九色の霞かすみがたなびく広大な庭を横切り、立ち並ぶ高こう楼ろうの角をいくつも曲がる。もう、晄にはどこをどう通って来たのかわからない。


　堂の回かい廊ろうにはしずしずと歩く女性がいたり、階きざはしの手すりには青い大きな鳥が留まっていたりした。崑崙に住むいずれかの神なのか、それとも神に仕える妖の変へん化げなのだろうか。


　しばらく進むと、向かい側から薄うす紅べに色いろの紗しやの衣ころもをまとった少年が歩いてきた。目を瞠みはるような美童だ。


『耆き童どう様だ』『[image: ]き山ざんの神様がお出でだ』


　白兎たちが一いつ斉せいに平へい伏ふくしたところをみると身分の高い神なのだろう。晄も兎たちに倣ならって膝ひざをつく。煒白は拝礼したが、汪李は立ったままだ。


『人間の子どもとは、珍めずらしいな』


　少年は鐘かねを鳴らすような美しい声で言った。


『当代の炎招戈の使い手なんですよ』


　兎が言うと、


『ああ、それで、化蛇と駮はくがついているんだね』


　耆童は柔にゆう和わな笑みを浮かべて晄に会え釈しやくし、そのまま立ち去った。


「彼は汪李を知らないの？」


　耆童の汪李に対する反応が、鸞鳥や開明獣と異なるので、晄は不思議に思って訊きいてみた。


『前の戦いから三百年経たち、神々の中には代だい替がわりなさった方たちもいらっしゃるのです』


　鸞は言った。神の命は永遠といわれるが、老いたり朽くちたりしないだけで、肉体を形作る気が完全に散じれば、精神である核かくが拠より所を失って滅ほろんでしまうのだそうだ。しかし、滅ぶ直前に核が新たな気を集めることで新しい神が誕生することもあり、その場合は以前の記き憶おくをなくしていることが多く、耆童もその一人だという。


　やがて、白兎たちは紅玉で飾かざられた堂の階を上がり、長い廊ろう下かを堂の奥へと進む。白い玉の壁かべも廊下も、それ自体が淡あわく輝いていて、明かりもないのに辺りは柔やわらかな光に満ちていた。


　兎たちは、赤い玉たま飾かざりの扉の前で止まり、


『西王母様、鸞と炎招戈の使い手が参りましたよ～』


　と、扉を押し開ける。途端に、もわっといい香かおりのする湯気が室内から漏もれてきた。


　そこは何と湯ゆ殿どのだった。


　白玉が敷しき詰つめられた床ゆかの遥か彼方かなたに、大理石のような白い石の大きな湯船が見える。湯気で霞かすんで見えないが、西王母は風ふ呂ろに浸つかっているらしい。よくよく風呂が好きな女め神がみだ。


『よう帰ったの。さ、まずは鸞も下界の汚よごれを落とすがよい』


　白い手が、鸞を差し招いた。





『息壌など、鳳がさっさと光の槍を打ちこめばよいではないか』


　息壌巨きよ大だい化事件について晄が語ると、予想通りの答えが返ってきた。


　彼女は天てん蓋がいつきの寝しん台だいに横たわり、玉の觥さかずきを傾かたむける。白兎たちが大きな羽うちわで彼女を扇あおぎ、鸞はほかほかと藍あい色いろの羽から湯気を立てて、西王母の胸元にへちゃっと座っていた。鸞は一いつ緒しよに風呂に入ろうという西王母の命めいに抗あらがいきれず、丸洗いされたのだ。


「それができないから相談に来たんです。お願いです。息壌を苦しませずに小さくする方法を教えてください」


　晄は寝台の前に膝をついた。汪李と煒白は西王母に拝礼したくないのか、それぞれ腕輪と脛すねあてに変化している。


『縮める薬はいくつかあるが、みな痛みが伴ともなう。妾わらわが術を施せばわけないが、そんなことのためにわざわざ下界へ降りるのは面めん倒どうじゃ』


　西王母は渋じゆう面めんを作った。


「そこを何とか」


『そうじゃの──。鳳鸞を崑崙へ帰してくれるのであれば、行ってやってもよいぞ』


　彼女は愛いとしげに、鸞の頭を指先で撫なでる。


「それは……」


　晄は言い募つのろうとして止めた。西王母を説得するのは無理そうだし、怒らせて鸞を返してもらえなくなったら大変だ。仙せん桃とう樹じゆの精の一件で、彼女の過激さは身に染しみてわかっている。


「わかりました」


　晄は一礼すると踵きびすを返した。晄を追って寝台を飛び降りようとした鸞を、『まだ羽が濡ぬれておるではないか』と、西王母がつかむ。


「すぐ戻って来るから、鸞はここで待ってて」


　晄は振ふり返って鸞にそう言うと、部屋を出た。


『どうするのだ？』


「他の神様に聞いてみるよ。西王母様は鳳鸞を手元に置いときたくて、あんなことを言ったのかもしれないもの。本当は苦しませずに息壌を縮める方法があるんじゃないかな」


　汪李の問いに、晄はそう答えて来た道を戻り始めた。


　その様子を、廊下の曲がり角の陰かげから、白玉を垂らした冕べんをかぶり、白い縞しまの衣に綦うすあおの帯を締しめた男神がそっと窺うかがっていたが、晄は気づかなかった。








『さあ？　私は乾かわかす以外に、息壌を小さくする方法を知りません』


　西王母の住む瓊華の室から出て、最初に出会ったのは、牛のような角を持った斑はん点てん模様の犬だった。狡きようという妖あやかしだという。彼は何千年も崑崙に住んでいるが、息壌を乾かして縮める以外のやり方を見たことがないという。


『この堂涂を真っ直すぐに行って、三つ目の金台を右に曲がると、宝ほう物もつ殿でんがありますから、そこの番人、椒しよう図ず殿どのに聞いてみたらいかがです？』


　斑点模様の犬の言葉に従って、晄は宝物殿に向かった。宝物殿は半はん透とう明めいの黄色い岩を削けずったような建物だった。


「こんな色の岩、見たことない」


　晄が壁へき面めんに手を伸のばそうとすると、


『触さわるな。これは雄ゆう黄おうという毒のある石だ』


　いきなりどこかから声がした。晄は驚おどろいて手を引っ込め、声の主を捜さがして辺りを見回す。


『ここだ。扉とびらの模様』


　喋しやべっていたのは、宝物殿の扉に浮うき彫ぼり装そう飾しよくされた蛙かえるだった。


「い、生きてる──!?」


　晄は思わず後退あとずさる。


『見れば炎えん招しよう戈かの使い手に、化か蛇だの王、平圃の神しん妖ようのようだが、宝物殿に何の用だ』


　蛙はその大きな眼めで、晄の腰こしに下がった戈ほこや腕うで輪わ、脛あてをじろじろと見た。


「あ、あの……椒図さんという宝物殿の番人にお会いしたくて」


『椒図は俺だ』


　蛙は言った。彼は竜りゆうから生まれた九種の妖の一人で、閉じることを好むので、宝物殿の番人を務めているのだという。


　晄が息壌を縮める方法について尋たずねると、


『さて──。宝物殿には、何万という術に使う札や秘薬が収められているが、心を持った息そく壌じようを苦しませずに縮める薬というのはない。西門の近くに薬草園がある。そこへ行って訊いてみるがいい』


　椒図はそう言って大きな目玉を西に向けた。





「ないもんだねー。やっぱ乾かせば縮む妖のために、わざわざ薬を開発しようなんて、今まで誰だれも思わなかったんだね。力のある神様は、術を使って縮めれば済むわけだし──」


　駮の本性を現した煒白に乗り、晄は西門へ向かう。天墉城はあまりにも広く、西門まで歩いていたら、何日もかかってしまうと聞いたからだ。


　高楼が立ち並ぶ天墉城の中心街をぬけ、玉の実がなる果樹の森を過ぎると、見み渡わたす限かぎりの花畑に出る。秋も深まっているというのに、その花畑には驚くほどたくさんの種類の花が咲さき、しかも、仄ほのかな光を放っていた。


「すごい……、これ、本物の花なの？」


　夜空の星々に色をつけて、地面に降ろしたような光景に、晄は目を瞠みはる。


『三皇のお一人、神農の薬草園を移したと言われている』


　煒白が言った。神農は、百草を嘗なめて毒か薬か調べた医薬の神なのだそうだ。


『確か管理しているのは、神農の末まつ裔えいである祝しゆく融ゆうという火神のはずだが──』


　そう言って、煒白は薬草園の中央に目を向けた。彼の視線を追って目を凝こらすと、薬草を入れた籠かごを片手に、一人の青年がこちらへ向かって歩いて来る。


　彼が祝融という神なら、騎き乗じようしたままでは失礼になると思い、晄は煒白から下りて膝をつく。


　青年は最初、晄の方を見ていたが、腕輪の汪李に気づくと、籠を放ほうり出して走り寄ってきた。


『化蛇？　そこにいるのは化蛇じゃないか？』


　凜り々りしさと艶えん麗れいさとを兼かね備そなえた男神だった。紅くれないの炎の色をした髪かみを背に流し、同じ色の大きな眼を濃い睫まつ毛げがくっきりと縁ふち取どっている。


『やはりそうか。眠ねむりから目覚めて、新しい炎招戈の使い手に従ったと聞いていたが──』


　胡う乱ろんげに首をもたげた汪李を見て、彼はやや興奮した様子で言った。


「あの……」


　晄の戸と惑まどったような問いかけに、


『いきなり失礼をした。私は祝融。君が化蛇の新しい主だね』


　彼はさわやかな笑えみで応じた。


「晄と言います。主なんて大それた者じゃないですけど」と拝礼し、


「祝融様と汪李とは、どんなお知り合いなんですか？」


　晄は尋ねてみた。汪李に気づいた時の彼の様子に、ただ化蛇の王を知っている以上に親しみがこもっていたからだ。


『汪李？』


「俺が化蛇につけた名前です」


　晄が腕輪に目を移すと、汪李は腕うでから解けて人ひと形がたに変へん化げした。祝融の目が点になる。


『その姿は……。お前、男になったのか』


『開明獣もそのようなことを言っていた。どうやら、以前の我の人形は女だったようだな』


　汪李はどうでもいいような口調でそう言って、軽く肩かたをすくめる。


『姿は変わっても、中身は相変わらずだ』


　祝融は嬉うれしそうだった。彼の話によると、湯王に仕えていた時の汪李は、西王母にも勝まさる美女だったという。


「美女──!?」


　晄はまじまじと汪李の顔を見た。今の汪李の人形は、晄が化蛇の王に抱いだいた心象と、汪李がこうなりたいと願った姿が一いつ致ちした結果だという。つまり、湯王は化蛇に対して美女を想像し、


「汪李も、湯王の前では女でいたいと思ったわけ……？」


　心の呟つぶやきが思わず口に出る。


『我に聞くな。まったく憶おぼえていないのだ』


　汪李は頰ほおを赤らめて、ちょっぴり怒おこった風を装よそおう。


『そうなのだろうな。禹に仕えていた時の化蛇は、人形にはならなかったから、化蛇に美女の姿を与あたえたのは成湯だろう』


　祝融は紅の眼を細めてクスクスと笑う。


「汪李は、禹王にも仕えていたんだ……」


　これも初耳である。崑崙に来てから、驚くことばかりだ。


『炎招戈の使い手と、水妖の化蛇は相あい性しようがいいらしい。炎招戈は文字通り炎ほのおを招くが、その炎は威い力りよくが凄すさまじすぎるため、禹も成湯も雨を降らせる水妖の助けが必要だったのだ』


「炎招戈って、炎を招くの!?」


　晄は驚いて問い返した。どんな強大な妖でも斬きれる戈だと聞いていたが、炎を招くというのは初めて知った。


『偶ぐう然ぜんか運命か、それとも黄帝の意思か、禹も成湯も化蛇の王を従えた。お前が三人目だ。火神である私も、化蛇にはずいぶん助けられた。成湯と夏かの桀けつ王が戦った時、私は夏の王都に火を降らせたが、その炎から罪のない人や妖を守ったのが化蛇の雨だった』


　祝融は懐なつかしそうに微笑ほほえんだ。


「炎を招く戈……。知らなかった」


　晄は炎招戈の柄つかに手をかけた。


（俺、全然炎招戈を使いこなしてないんだ……）


　力の弱い妖は、炎招戈の刃やいばに触ふれただけで滅ほろんでしまう。炎を喚よぶ以前に、炎招戈の力を制せい御ぎよできていないのだ。


（こんな俺が、炎招戈の使い手でいいんだろうか）


　自分には化蛇の王や平圃の神妖、崑崙の鳳鸞を従え、炎招戈を振るう資格などないように思えてくる。


『どうした？　私に何か用があったのではないのか？』


　祝融に尋ねられ、晄はハッと我に返った。今は、それどころではない。


　晄が息壌を縮める薬を探しに来たことを告げると、


『ふむ。私が炎で焼けば縮むが、熱さは感じるだろうな。たらふく酒を飲ませて、熱さを感じないぐらい酔よわせるとか？』


　祝融は腕を組んで首を傾かたむける。酔っぱらう前に、ますます大きくなってしまうのではないだろうか。


『かりにも、医薬の神、神農の血を引いているのだろう？　苦しませずに縮ませる薬とか、せめて痛みを感じさせない薬とか、そういうものはないのか』


　汪李がしびれを切らした。


『済まない。私は神農のように真ま面じ目めな努力家ではなくて、有事の際の戦せん闘とう要員だから』


　祝融は申し訳なさそうに笑った。


　古いにしえの戦いでは、所構わず火をまき散らして飛び回る祝融の後を、汪李がブツブツ言いながら火を消していたのだろうと、何となく想像できる。


『痛みを感じないぐらいに深く眠らせる薬はある。一応調合はしてみるが、息壌は身体からだのつくりが特とく殊しゆだから、それが効くかどうか──。息壌を創つくったのは、天の春夏秋冬を司つかさどる陸りく吾ごという神だ。陸吾に訊きく方が早いかもしれない』


　陸吾は九ここの重えの楼ろう閣かくにいるとのことで、晄は祝融に礼を言って煒白に乗った。汪李が小こ蛇へびに変化して晄の腕に巻きつこうとすると、


『薬はすぐに調合する。化か蛇だに持たせるから、晄と駮は先に行くがいい』


　祝融は汪李を引き留めた。


「お願いします。じゃ、汪李、頼たのむね」


　本性の駮から馬に変化した煒白に乗り、汪李を薬草園に残して、晄は九重の楼閣へ向かった。


　晄と煒白を見送ると、祝融は人形に戻もどった化蛇の王に向き直る。


『共工との戦いが、再び始まろうとしている。お前は過去を知らなければならない。思い出したくはないだろうがな』


　祝融の顔から笑みが消えていた。夏の王都に火を降らせたという火神は、鋭するどい紅の眼めで汪李を見み据すえる。


『夢はいつか覚める。我も覚かく悟ごはしていた』


　汪李はフンと鼻を鳴らした。








「驚いたよ……。炎えん招しよう戈かが炎を招く戈ほこだったなんて」


　九重の高こう楼ろうを目指し、煒白を駆かりながら晄はうなだれる。


『私が晄に出会った時には、晄はすでに炎招戈の使い手だったから、私は晄が知っているとばかり思っていた』


　女め神がみ英招から授さずかった知識によると、炎招戈の炎は、水剋火の理ことわりから外れて水をも駆く逐ちくすると煒白は言った。


『あまりにも危険な炎のため、禹王や湯王も、共工と戦う時以外には炎を喚ばなかったそうだ』


「炎招戈を使いこなせるようにしなくちゃ──」


　晄は炎招戈の柄を握にぎった。自分に炎招戈を振るう資格があるのだろうかという不安は消えていなかったが、自分の命は共工を蘇よみがえらせる鍵かぎであり、この手の中にある炎招戈は、共工を滅ぼす武器だ。天界や人の世の安あん寧ねいは、すべて自分にかかっている。弱音は吐はけない。


　下か弦げんの月が昇のぼる頃ころ、晄はようやく九重の高楼にたどり着く。その塔とうは、周囲を一回りするだけでも数刻はかかりそうなほどの巨きよ大だいさだった。一階の入り口に続く階きざはしだけでも百段はあるだろう。見上げれば、仄ほのかに輝かがやく高楼の最上部は星に紛まぎれて判別できない。


「こんな夜よる遅おそくに訪ねていっていいのかな」


　人形に変化した煒白とともに、晄が階を上り始めると、


『駮ではありませんか』


　頭上から声をかける者があった。


「英招様──」


　見上げると、髪を高く結ゆい上げ、玉の簪かんざしを挿さし、半ば透すき通った紗しやの衣ころもを幾いく重えにも羽織った女神が、滑すべるように階を下りて来る。


　晄たちは急いで煒白を創った平圃の神にひざまずいた。


『まさか、このような場所で会えるとは──。そのような堅かた苦くるしい挨あい拶さつは、私わたくしには無用ですよ。さあ、顔を見せて』


　英招は晄と煒白を立たせると、慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおで二人を交こう互ごに見つめる。彼女が司る平圃は槐かい江こう山ざんという所にあるのだが、陸吾に所用があって、たまたま崑崙を訪おとずれていたという。


『少しも平圃に帰って来てはくれないのですもの、心配していたのですよ』


　食べる物に不自由はしていないか、晄に迷めい惑わくをかけていないかなど、英招はあれこれ煒白に尋たずね始めた。


「俺、遅おそくならないうちに陸吾様のとこへ行ってくるから。煒白はここで待ってて」


　二人きりで話をさせてあげようと思い、晄は英招に一礼すると高楼の入り口に向かって階を上がる。


　玉製の扉とびらの前には、古風な戦いくさ装しよう束ぞくに身を固めた衛え士じが二人、矛ほこを構えて立っていた。


（ひゃ～、怖こわい──）


　その衛士は身体は人だが、顔は竜りゆうだった。爛らん々らんと緑色に輝く眼がギロリと晄に向く。


「り、陸吾様にお会いしたいのですが……」


　晄が恐おそる恐る用件を告げると、衛士はうさんくさそうにしばらく晄を見ていたが、やがて炎招戈に目を留めると、


『陸吾様は、最上階の北ほく斗との間にいらっしゃる。奥の北の階より上がられるがよい』


　と、言って扉を開けてくれた。


　楼閣の中は真昼のような明るい光に満ち、九色の霞かすみが漂ただよっていた。その光はどこからやってくるのか、足元には影かげができなかった。


　北の方角に見当をつけて、とりあえず真っ直すぐ進んでみる。しかし、いくら歩いても景色は変わらず、階らしきものは見あたらない。目印になるものがない上、九色の霞がゆったりと漂っているので、北のつもりで別の方向に曲がってしまったのかもしれない。


　扉まで戻って、もう一度方角を確かく認にんしようと思い、晄は戻り始めた。しかし、来た時と同じぐらいかそれ以上の時間を歩いたが、扉が見つからないどころか、壁かべにも突つき当たらない。


（もしかして、俺、迷子になった？）


　道を訊ききたくても、近くには誰だれもいなかった。崑崙の中ちゆう核かくをなす高楼に、使し役えきする妖あやかしの一人もいないなどあり得ない。広すぎる上に霞が視界を曇くもらせているからだろうか。


「すみませーん。誰かいませんかー」


　大声で叫さけんでみたが、声は霞に吸い込まれ、こだますら返ってこない。高楼の外に声が漏もれれば、煒白がすぐにでも駆けつけてくれるだろうが、耳を澄すませても蹄ひづめの音はしなかった。


「どうしよう──」


　その時突とつ然ぜん、首筋がザワリとそそけ立ち、晄は咄とつ嗟さに身を伏ふせた。同時に、晄の顔の横を赤い影が一つ、凄すさまじい勢いで通過する。ビッと右の頰ほおに熱い衝撃が奔はしった。


　影はひらりと晄の前に舞まい降りた。影の正体は雉きじに似た真っ赤な鳥だった。くちばしは鋭えい利りな刃は物もののように金属質な光こう沢たくを放っている。


　晄はひりひりと痛む頰を手の甲こうで拭ぬぐった。僅わずかだが出血している。


（何で俺を？）


　と問おうとして、晄は崑崙の神々の中に、共工の復活を望む者がいることを思い出す。


　鳥がバッと羽ばたき、晄に向かって来た。晄は炎招戈を抜ぬいて、その羽を払はらう。真っ赤な羽う毛もうが飛び散ったが、鳥は塵ちりにはならず、数丈じよう先で反転すると空中停止する。斬きったのは羽だけだったらしい。晄は炎招戈を構え直し、宙に浮うかぶ鳥と対たい峙じする。


（一人になるんじゃなかった）


　今さらながら、煒白を外に残してきたことを悔くやんだ。まさか、天の季節を司る九重の高楼で襲おそわれるとは思わなかったのだ。


　その時──。


『こらあ──！』


　耳をつんざくような大だい音おん声じようが辺りに轟とどろいた。晄も驚おどろいたが、鳥はもっと驚いたらしく、バタバタと飛び立った。見ると、王が着けるような白玉飾かざりの冕べんをかぶり、白い縞しまの衣ころもに綦うすあおの帯の男が、拳こぶしを振り上げて走って来る。声は人のものではない。神か妖の変へん化げだろうか。


『来るなーっ！　あっちへ行けーっ！』


　男は腰こしに直刀を佩はいていたが、それは抜かず、晄を背にして拳を振り回す。方法はともかくも、男の怒ど号ごうは迫はく力りよく満点だった。鳥はしばらく口くち惜おしそうに晄たちの周りを飛び回っていたが、やがて諦あきらめて去っていった。


『大だい丈じよう夫ぶか？』


　彼は振り返ると、それまでの剣けん幕まくから一転して、おろおろとした様子で、帯の間から巾きんを取り出し、晄の頰の血を拭った。


「ありがとうございます。大丈夫、かすっただけだから」


『目め眩まいや吐き気はしないかい？　あの鳥は[image: ]せい遇ぐうといってくちばしに毒があるんだよ』


「毒!?」


　男は晄の目をのぞき込んだり、手の平の色を見たりし、


『大丈夫そうだ。よかった、河伯の加護がなかったら、今いま頃ごろは泰山行きだったよ』


　と、安あん堵どの息をつく。


「どうして河伯の加護のことを──。俺のことを知ってるの？」


　晄はあらためてその男を見た。歳は三十ぐらいだろうか。王の装束よりも甲かつ冑ちゆうの方が似合いそうな逞たくましい体たい軀くをしていた。濃こいめの眉まゆに高い鼻び梁りよう、口元は引き締しまり、全体としては男らしいが、人好きのする優やさしげな眼をしていた。人だったらかなりの美男子だが、神のような完かん璧ぺきな美び貌ぼうではない。


『そりゃあ、その炎えん招しよう戈かを見ればわかるさ。君は晄だろう？』


　彼は親しみのこもった笑みを浮かべた。


「あの、もしやあなたは陸吾様……？」


　だとしたらまずい。ずいぶんとぞんざいな口のきき方をしてしまった。


『いや、陸吾様ではないよ。僕は軒けん轅えん』


「軒轅様……？」


　聞いたことのない名である。


『様はいいよ。炎招戈の使い手にそう呼ばれるのは、何だかくすぐったい』


　彼はそう言って頰をポリポリと搔かき、


『さて、西王母に[image: ]遇のことを報告しに行かなくちゃならないが、[image: ]遇を捕つかまえずに逃にがしたなんて言えば、説教が長くなりそうだから、先に息そく壌じようの薬を採りに行こうか』


　と、先に立って歩き出した。


「待って。どうして息壌のことまで──？」


『西王母と君たちが話してるのを小耳に挟はさんでね。本ほん性しようが土だからって、心あるものをないがしろにするのは僕も嫌いやなんだ。ちょっと遠くて危ない場所なんだが、痛みや熱さを一いつ切さい感じさせずに、妖を伸しん縮しゆく自在、変化可能にする妙みよう薬やくが採れる所があるんだ。それを知らせたくて、君を追って来たんだよ』


　慌てて追って来る晄を肩越しに振り返り、軒轅は悪戯いたずらっ子のように片目を瞑つぶってみせた。





　　　　[image: ]





『そーっと、そーっと。鸞らん鳥ちようたちに見つからないように。西王母に言いつけられたら、城から出してもらえなくなるんだ』


　軒轅は城じよう壁へきに沿って忍しのび足で歩き、晄もその後を背をかがめてついていく。そっと見上げると、門柱の上には数羽わの鸞鳥が留まっていて、四方に目を配っていた。


　彼が言うには、天墉城の南西門の外側、承淵山との境にある谷に息壌を縮める薬があるという。しかし、そこは出入り禁止になっている谷で、見つかったら西王母に叱しかられるのだそうだ。


　西王母が過激なことは晄も知っているが、話の端はし々ばしからすると、軒轅も西王母を恐れているようだ。彼は西王母に仕える妖の変化なのかもしれない。


『ここで、壁を乗り越こえるよ』


　しばらく行くと、大きな瑪め瑙のうのなる木があった。枝が城壁の外まで張り出し、鸞鳥の死角になっている。軒轅はえっちらおっちらと木を上り、枝を伝って城壁に移る。晄も彼の後に従って木を上った。


　脛すねあてに変化した煒白がいれば、この程度の高さの城壁を跳とんで越えられるし、汪李がいれば抱かかえてもらって空を飛んで行けるのだが、今は二人ともいない。


（俺って、一人だとほんとに何もできないんだな）


　あらためて自分はただの人間なのだと思い知らされる。


「軒轅は、空を飛んだり他ほかの妖に乗ったりはしないの？」


　城壁の上でゼーハーと荒あらい息をつきながら晄を待っている軒轅に、晄は尋たずねた。


『よほどの時は竜りゆうに乗せてもらうことはあるけど、僕自身は飛べないんだ。だから、西王母や九天玄女みたいに、自由に下界と崑崙を行き来できない。それができたら、君にこんな苦労はかけなかったんだけどね』


　軒轅は苦く笑しようした。こんな苦労というのを、その時の晄は、この城じよう壁へき越ごえのことだと思ったのだが、実は別の意味があったことを後で知る。


『目指すのは森の向こうにある沼ぬまだ』


　東の空に浮かぶ下か弦げんの月が、眼前に広がる針葉樹の森を照らし、軒轅は、その奥でぬめぬめと黒光りしている水面を指差した。


『城壁を越えたら天墉城の外だ。護まもりの呪じゆ術じゆつが及およんでないから気をつけるんだよ』


　彼は袖そでから縄なわの束を出し、瑪瑙の木の枝に結びつけると『あたた、最近運動不足で……』とぼやきながらそれを伝って城壁を下りた。


　晄も彼に倣ならって壁を下りる。途と端たんに、身を切るような寒さに襲われ、崑崙が地上から何里も離はなれた高地であることを否いや応おうなしに思い出させた。


　帰りに城壁を越える時のために、綱つなはそのままにしておき、二人は森の中に足を踏ふみ入れる。


「何か不気味な所だね」


　高地の冷気とは別に、妙みように背筋が寒くなるような嫌な気配を感じて、晄は自分の腕うでを抱だいた。耳を澄すますと、風の音に混じってオオンといったような何かの声がする。


　闇やみに目を凝こらすと木々の間には幾いく多たの盛り土があり、平たい石で蓋ふたがしてあった。


「もしかして、ここってお墓？」


[image: ]


『そう。復活を許されない神々の陵りよう墓ぼなんだ』


　これらの塚つかには、共工の傘さん下かに入り、天界に戦いを挑いどんだ末に滅ほろんだ神々の精神、すなわち核かくが封ふう印いんされているという。


『肉体である気が完全に散じきってしまえば、蘇よみがえることはないのだが、神というのは人と違ちがってしぶとくできているのでね、念のため塚つかに押し込めて呪術で封ふうじてあるんだよ』


「神の気って、どうすれば完全に散らすことができるの？」


　晄と炅の身体からだには共工の気が宿っている。この気がある限り、自分たちの戦いは終わらない。


『君には共工の気が憑ついているんだったね。彼はもの凄すごく力のある神だから、どんな手を使っても完全に散らすことはできないだろう。ただ、君の場合、河伯が共工の気を抑おさえている。下手へたに散らすよりは、今の方が共工が蘇る危険は少ないよ』


「でも、もう一人、共工の気に憑かれた子がいるんだ。炅っていうんだけど──」


　晄は、自分と炅のどちらかが死ねば共工が蘇ることや、炅と章玄が共工を蘇らせるために自分を殺そうとしていることなどを語った。


「俺、炅に憑いている共工の気を散らしたいんだ。なのに、俺は炎招戈を使いこなせてなくて……。自分で自分の命を守ることさえ、ちゃんとできない」


『不安か？』


　軒轅は、優しくそして少し悲しそうな表情で、晄の顔をのぞき込んだ。


「そりゃあね。自分だけの問題じゃないもの。炅の命も、地上の人たちの命もかかってるんだ。負けられないし、失敗もできないんだからね」


　晄は顔を伏ふせて弱い笑えみを浮うかべた。


「その上、まずいことに俺は、炅や章玄が喚よぶ妖あやかしを殺したくないって思ってるんだ。そんな気持ちでいたら、いつか殺されるだろうってわかってるんだけど……。なんでこんな俺が、炎招戈の使い手に選ばれちゃったんだろうね」


　黄帝に会ったら、それをまず聞きたいと思っていた。禹王や湯王のように、新しい王朝を開くほどの英えい雄ゆうの跡あとを、なぜ、自分のようなただの子どもに継つがせたのか──。


『炎招戈の使い手の資格を放ほう棄きしたいのか？』


「そうじゃないけど……」


　晄は頭かぶりを振ふった。弱音は吐はかないと決意しているが、時々くじけそうになる。


「俺、炅と俺との戦いを終わらせたい。炅を共工から解き放ってやりたい。でも、俺の技量じゃそれができなくて──。禹王や湯王のように、もっと武芸に秀ひいでてて、心の強い人が炎招戈の使い手に選ばれていたら、炅を救ってやれるんだろうに……」


『そうじゃないよ。炎招戈の使い手は──』


　軒轅は何か言いかけたが、ふと彼は立ち止まり、その目は前方の闇に向けられる。彼の視線をたどってみると、塚に置かれた石板の隙すき間まから、白い靄もやが滲にじみ出ているのが見えた。


「なに……、あれ」


　周囲の大気がぐっと冷たくなったような気がして、晄は身み震ぶるいした。


『封じられた神の核から、力の一部が漏もれて来たんだ。人で言うところの亡ぼう霊れいと呼べるかな』


　それは、ゆっくりと凝ぎよう集しゆうして、白い人ひと形がたになった。顔や服装はぼやけてはっきりしないが、迸ほとばしる殺気が、晄に敵意を抱いだいていることを告げている。


「近づいて来るんだけど……」


『触さわるな。神の亡霊に触ふれれば、心を蝕むしばまれる』


「触るなったって、どうやって逃げれば──」


　白い影かげは、晄が動けば同じ方向に動き、次し第だいにその距きよ離りを詰つめて来る。


『炎招戈で断たて。本体は墓の中だ。斬きっても滅びはしない』


「わかった」


　晄は炎招戈を鞘さやから抜ぬいた。


　──炎招戈ダ……。オ前ハ、禹ナノカ……？


　亡霊の正体は禹王に滅ぼされた神らしい。その声はおぼろで、長い間塚に封じられていたために自我を失いかけている。


　ふわりと、影が宙を舞まった。ただの白い影だというのに、巨きよ大だいな圧力が冷気を伴ともなって晄に叩たたきつけてくる。歯を食いしばってそれに耐たえ、晄は影が間合いに入ったところですかさず炎招戈を薙なぐ。白い影がすーっと薄うすくなって闇に紛まぎれて消えた。


　その気配は、周囲の神々を刺し激げきしたのか、陵墓から次々と白い影が生まれた。


　──人間ノ子ドモダ。


　──炎えん招しよう戈かノ使い手ダゾ。


　みな虚うつろな目を晄に向けて、ゆらゆらと漂ただよってくる。


「何で、俺のとこばっかり──」


『僕の身体のつくりは、亡霊とあまり違わないから、僕の存在に気がつかないんだろうね』


　軒轅は、『頼たのんだよ』と、腰こしをさすりながら脇わきへ退く。


　晄は震ふるえる手で柄つかを握にぎりしめ、亡霊たちとの距離を目で測る。


　ぶわっと亡霊たちが一いつ斉せいに空を舞った。


　最初に間合いに入った亡霊を下から上へ切り上げ、その勢いのまま右から来た影に炎招戈を振り下ろす。一歩踏み出しながら刃やいばを返すと、左の亡霊を一文字に薙いだ。


『踏み出しが甘いよ。もっと素す早ばやく間合いを詰めて』


　何だかのんびりしたような声で、軒轅は指南する。


「これ、いつまで続くの？」


　晄は、背後から襲おそって来た影を、頭を沈しずめてやり過ごし、身をひねって片手で右の亡霊を払はらいながら言った。すでに二十体以上の影を斬った。しかし亡霊の数は増える一方だ。


『おかしいな。封印が弛ゆるんでいるんだろうか』


　軒轅は首を傾かしげて、辺りを見回した。その間にも次々と陵墓から影が生まれて来る。


「ちょっと、俺、かなり必死なんだけど──っ！」


　かりにも崑崙の住人なんだから、封印を強化するとか、護りの呪術を施ほどこすとかしてほしい。


『そういう時は────逃にげる』


　軒轅は、いきなりダーッと走り始めた。


「待って。先に逃げるなんてずるい！」


　晄は、（腰が痛いなんて、絶対噓うそだ）と思いながら、彼の後を追った。








『済まないね。……僕は不器用で、……呪術の類たぐいはからきしなんだ』


　一刻近く全力疾しつ走そうし、ようやく白い影を振り切ると、軒轅は地面に座り込み、肩かたで息をしながらそう言った。


「そうなの……？」


　晄も膝ひざに手をついて、荒い息を整える。


『がっかりしたかい？』


　彼は困ったような顔をした。


「別に、がっかりしてるわけじゃないよ。俺にも呪じゆ力りよくないし──。ただちょっと不安かも」


　晄は手の甲こうで額の汗あせを拭ぬぐいながら、軽く笑った。


『そうだね。僕も不安になってきた。さっきのは誰だれかがわざと封印を緩ゆるめたみたいだし』


　木々の間にはいくつもの塚があったが、その塚からは亡霊が出てこない。


『九ここの重えの高こう楼ろうで[image: ]せい遇ぐうをけしかけた、あいつかな？』


　軒轅は立ち上がり、心当たりがあるような口ぶりで森の奥に目を凝らす。


「仙せん桃とう樹じゆの精が拐かどわかされた時、犯人の一味は、崑崙の神のすべてが西王母様の味方だと思うな、みたいなことを言ってたんだけど、共工に従ってる神が崑崙には何人もいるの？」


　再び森の奥に向かって歩き始めながら晄は尋たずねた。


『正確な人数はわからないけどね。目星はある程度ついているよ。でも、共工の支配を望んでいるからっていう理由だけじゃ、崑崙から追い出すわけにいかない。そんなことをしたら戦いくさになってしまうからね』


「共工って、どんな神なの？」


　今回の息そく壌じよう巨大化事件の大本は、三門峡の鬼き門もんが開いたことだ。その時、異界からやって来た赤せき龍りゆうは、潔いさぎよい立派な竜りゆうだったが、彼も共工を盟主に仰あおいでいた。


『僕は、直接共工と戦ったことはないんだ。だから彼の性格はよくわからない。ただ、凄すさまじく強く、彼の傘下に入る神や妖は、その強さに惹ひかれているようだ』


「強けりゃいいってもんじゃないと思うけど」


『僕もそう思う。でも、ものすごく人心が混乱している時には、そういった強さも必要だ』


「そうだね……」


　晄自身、王都の衰すい退たいぶりを見て権力が欲しいと思ったのは、ついこの間のことだ。


『要は政まつりごとのやり方の違ちがいなんだろう。今の天界は伏義、女媧、神農の三皇が互たがいの長所を生かしながら治め、人間界は人の王が治めて、神々はそれを見守っている。けれど、共工は天界も人間界もすべての権力を一点に集中した治め方をしたがっているようだ。どちらがいいのかは、一いち概がいには言えない。人間界を放ほうっておくと、時々とんでもないことになるし──』


　実際、殷の祭さい祀しで生いけ贄にえにされる羌きよう族の人々は、共工の政を望んでいると軒轅は言った。


「俺、難しいことはよくわからない。ただ、飢うえて苦しむ人がいなくて、祭祀の犠ぎ牲せいなんかなくなって、妖がむやみに滅ほろぼされない世の中になったらいいと思う」


　晄は呟つぶやいた。自分が王だったらこうするのに──と、思うことはたくさんある。もしかして、共工も同じことを思っているのだろうか。


　ふと気づくと、軒轅が微笑ほほえんで自分をじっと見つめている。


「何？　俺、何か変なこと言った？」


『いいや、何でもない。化か蛇だは相変わらず見る目があるなと──』


「汪李がどうしたの？」


　晄は尋ねたが、彼は笑みを深くしただけで答えなかった。


『さて、もしもこの陵りよう墓ぼに、君を狙ねらう神が紛れ込んで罠わなを張っているとしたら、ここが一番危ない場所だ』


　軒轅は前方に視線を移した。森が開け、そこには黒々とした沼ぬまが、中天にかかった下か弦げんの月を映していた。


　不気味な気配を放つ沼だった。じっと見ているだけで全身に鳥とり肌はだが立ってくる。


『息壌を縮める秘薬はこの沼にある。けれどこの沼は相そう柳りゆうの陵りようなんだ』


「相柳って？」


『共工の臣だった神だ。身体からだが触れると土が掘ほり返されて沢さわや谷になるぐらいの凄まじい神で、夏の禹が退治したんだが、その血がまた猛もう毒どくで、相柳の血が流れたところには草木一本生えなくてね。仕方ないからここに陵を作ったんだよ。この沼は、その相柳の血なんだ』


「ど、毒血の沼……」


『今はかなり毒素も薄まってるけど、うっかり浸つからない方がいいよ』


「大だい丈じよう夫ぶ、うっかりはあり得ない。何があっても、沼には絶対に入らない。それだけは保証できる」


『やけにきっぱり言い切るね』


　軒轅は目を瞬またたき、


『君を狙う神は、おそらく相柳の封ふう印いんを解くと思う』


　と、再び沼の水面に視線を戻もどす。


『ほら来た』


　ゆらり──と、月つき影かげが揺ゆれた。


　水面に波は紋もんが生まれ、次し第だいに大きく広がっていく。やがて波紋の中心にボコボコと泡あわがたち始めた。


　晄は炎招戈を抜ぬいて身構える。


　ザーッと黒い水を滴したたらせて、巨きよ大だいな白い影かげが水上に現れた。その不気味さに晄は目を剝むく。


　身体は巨大な蛇へびだった。本ほん性しようを現した汪李と同じぐらいの大きさだ。


　しかし汪李のような翼つばさもたてがみもなく、胴どう体たいは細かい鱗うろこにびっしりと覆おおわれて、ぬめぬめと光っている。


　何よりも晄を驚おどろかせたのは、その蛇には長い首が九つあり、その先に鋭するどい牙きばを生やした人の頭がついていたことだった。どの顔も目を爛らん々らんと光らせ、憎ぞう悪おに唇くちびるを歪ゆがませている。


「な、何なの……これが神……」


　炎招戈を構えたまま、晄は愕がく然ぜんと呟く。ガクガクと膝ひざ頭がしらが震えていた。相柳の異容を怖こわがっているのではない。相柳から発せられるあまりにも強い憎にくしみと怨うらみの思念に怯おびえていた。


『下がってなさい』


　軒轅が、晄の前に出た。


『生きている時の相柳に比べたら大したことはないにしても、君にはこれを退治るのはまだ無理だ』


　彼は、相柳の憤ふん怒ぬの視線を平然と受け止め、スラリと直刀を抜いた。


　刀を構えた途と端たん、人好きのする優やさしげな目が、別人のような鋭い光を放った。全身から凄まじい闘気が発せられ、彼の身体が一回りも二回りも大きく見える。


「軒轅……？」


　これが、呪じゆ術じゆつも使えず、腰こしが痛いと言いながら神々の亡ぼう霊れいから逃げ回っていた男だろうか。


　晄にさえ、軒轅の刀の構えには一分の隙すきもないことがわかる。彼の技量は並外れて優すぐれているのだ。


　ガッと牙を剝き、相柳の九つの首が一いつ斉せいに、軒轅に向かって来た。


　彼は右みぎ端はしの首に刀を一いつ閃せんさせると右へ跳とんだ。怖おぞ気け立つような声を上げて相柳の首が一つ飛び、残りの八つの首が軒轅を追う。彼は空中で二つ目の首をはね、返す刀で着地と同時に、三つ目の首を薙ないだ。


「すご──」


　片かた刃はの刀と両もろ刃はの剣つるぎでは扱あつかい方が異なるため比べようもないが、もしかしたら楓牙の剣けん技ぎを遥はるかに凌しのぐかもしれない。


『油断するな、後ろから来るぞ』


　四つ目の頭に刀を振ふり下ろしながら、軒轅が晄に視線を走らせる。


　背後に、無数の白い影が迫せまっていた。


　晄は炎えん招しよう戈かを握にぎり直し、神々の亡霊に向き直った。背中に、相柳の憎悪と怨えん嗟さが殺気に混じって痛いほどに突つき刺ささったが、もう恐おそろしくはなかった。軒轅がいれば大丈夫だ。


　白い影がゆらゆらと近づいてくる。


　晄は自分から踏ふみ込んで、炎招戈を薙いだ。一気に三体の亡霊を薙ぎ、身をそらして頭上に舞まい降りてきた影を避よけると、その頭頂を炎招戈で断たち割る。脇わきから襲おそってきた影を払はらいながら、周囲をざっと見み渡わたして、晄は愕然とした。幾いく千とも幾万とも、神々の亡霊は数が知れない。


（どうして、こんなにたくさん!?）


　その時、一体の影が晄の頭上を通過した。軒轅の所へ向かおうとしている影を追って、咄とつ嗟さに身をひねった時、別の亡霊が右から突っ込んで来た。晄は急いで炎招戈を振り下ろして、その亡霊の肩かたから脇わき腹ばらを割さいたが、消える寸前の亡霊の手に顔をつかまれてしまう。


　ぞくりと、背筋に悪お寒かんが奔はしった。


　白い手は間もなく消えたが、不気味な冷たい感かん触しよくは頰ほおに残った。


　突とつ然ぜん、景色が歪み、晄は立っていられなくなって膝ひざからくずおれた。


　胸の奥が焼けつくように熱くなる。どろどろと重く渦うず巻まくのは悲しみだ。


　晄の眼前を、元気だった頃ころの父母の笑え顔がおがよぎる。父と一いつ緒しよの釣つり、母の子こ守もり歌うた、家族五人の夕ゆう餉げ。もう二度と手に入らない、幸せな時間……。


　──神の亡霊に触ふれれば、心を蝕むしばまれる。


　耳の奥に、先刻の軒轅の言葉が蘇よみがえる。


（幻まぼろしを見ているんだ）


　わかってはいるが、父母の顔は視界から消えず、胸は潰つぶれそうに痛む。


　──晄ちゃん。炎招戈など捨てて、こちらへいらっしゃい。


　母の手が差し伸のべられた。


（これは母さんじゃない……）


　母の手に、晄をつかもうとする白い亡霊の手が重なって見える。


「くそっ──」


　その手にすがりたいという衝しよう動どうを辛かろうじて振り切り、晄は地面を転がってその手から逃のがれた。


　次にやって来たのは、父の笑顔だ。しかしその顔には肩も胴どうもなく、長く白い蛇の首がついている。相柳の頭が父に見えているのだ。


　晄は地面に背をつけたまま、炎招戈を持ち上げた。


　──晄。お前にはまだ炎招戈は使えない。無理をすることはないんだよ。


　父の首が、記き憶おく通りの優しい笑みを浮うかべる。


（父さん……）


　炎招戈を握る手が、意思とは無関係に弛ゆるんでいく。


『晄!!』


　軒轅の声がやけに遠くで聞こえた。


　その時、


　──炎招戈と、炎招戈を作り給たもうた黄帝に誓ちかう。我は、我が身と心とを救われた恩情に報むくいるため、炎招戈の使い手に従い、命あらん限り忠誠を尽つくす……。


　汪李の声が聞こえた。化か蛇だの姿から人ひと形がたになって、炎招戈に誓った時の言葉だ。


　──私は、自分の罪を贖あがなうことにこれからの時間ときを費ついやす。……私は晄の心に報いたい。


　汪李の声に、煒白の誓いが重なった。


　──天と地の安あん寧ねいのために、女媧と伏義の治世を脅おびやかすものたちから晄を守り、ともに戦うことを誓う。


　鳳と鸞の声が加わった。


　三人、いや四人の妖あやかしが、晄に笑みかけた。


（失ったものもあるけど……手に入れたものもある。俺がやらなくちゃならないのは──）


　晄は、炎招戈の柄つかをぐっと握り直した。


　目の前に、牙を剝きだした相柳の顔が迫っていた。もう、それは父の顔には見えなかった。


　晄は、ダッと身を起こしざま、相柳の首を炎招戈の刃やいばではね上げた。首は弧こを描えがいて沼ぬまの上を飛び、水面に落ちる前にスーッと薄うすくなって消えた。


『ひやひやさせる』


　油断なく直刀を構えながら、軒轅が駆かけ寄ってきた。まだ、神の亡霊に触れた影えい響きようが残っているのか、彼の姿は妙みように間延びして見えた。


「ごめんなさい」


　自分の声が涙なみだ声ごえだったことに、晄は驚いた。幻を見ている間、泣いていたらしい。


『謝ることじゃない。大丈夫、援えん軍ぐん到とう着ちやくだ』


　軒轅は迫る亡霊を見み据すえたまま言った。


『晄!!』


　頭上で汪李の声がした。見上げると、化蛇の姿の汪李が、人形の煒白とひよこ姿の鸞を乗せて藍あい色いろの空を降下してくる。今度は幻ではなさそうだ。


　ひよこ姿の鸞が汪李の背から飛び降り、小さな翼を懸けん命めいに羽ばたかせて晄の前に降りた。


『大だい丈じよう夫ぶですか？』


　鸞は人形に変へん化げし、晄の顔に残っていた神の亡霊の指ゆび跡あとを調べると、


『幻の残ざん滓しを消します』


　と言って晄に幻げん術じゆつをかける。


　その間に、駮はくの本性を現した煒白は、神々の亡霊に突っ込んでいった。汪李は沼の水面に舞い降り、一つ残っていた相柳の首に牙を立てる。


　空に黒雲が湧わき、雷らい光こうが奔った。汪李が雷雲を喚よんだのだ。


　バリッと大気が裂さける音がして、稲いな妻ずまが相柳の背に落ちた。白い蛇じや身しんが沼の水面から跳はね上がる。胴が水を打つ音に混じって、煒白の戦せん鼓このような咆ほう哮こうが轟とどろいた。


　すべての首を失った相柳は沼に身を沈しずめ、神々の亡霊も徐じよ々じよに数を減らしていく。





　その様子を背後の森でじっと見つめる少年の姿があった。


　彼は苦々しそうに舌打ちをすると、薄うす紅べに色いろの紗しやの衣ころもをひるがえして立ち去ろうとする。


『どこへ行くおつもりですか』


　少年の前に、癖くせのない黒くろ髪かみを後頭部で一つに結ゆわえ、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ女戦士が立ちはだかった。


『九天玄女──』


　少年の目が愕がく然ぜんと見開かれる。いつの間にか、彼の周囲を鸞らん鳥ちようが囲んでいた。


『いくら[image: ]き山ざんを司つかさどる由ゆい緒しよ正ただしき神といえど、古き神々の陵りよう墓ぼを暴あばいた罪は償つぐなっていただかなければなりません。耆き童どう様』


　九天玄女は耆童の手を取ると、その甲こうに呪じゆ縛ばくの護ご符ふを貼はった。





　　　　[image: ]





「息そく壌じようを縮める秘薬って……この中？」


　晄は足元を見下ろした。晄の横には軒轅が立ち、二人の周囲を汪李と煒白、鳳がそれぞれ人形で取り囲んでいる。


　相柳が封ふうじられた沼のほとりである。


　東の山の端はには日が顔を出していた。青い空には鸞鳥の代わりに鳳ほう皇おうが舞い、弛んだ神々の陵墓の封ふう印いんを修復して回っている。神々の亡霊は汪李と煒白があらかた退治し、僅かに残ったものも日が昇のぼると同時に消えてしまった。


　陵墓の封印を緩ゆるめたのは、耆童という[image: ]山の神だと九天玄女が言っていた。西王母の堂へ向かう途と中ちゆうですれ違ちがった、少年の姿をした神だ。


　そーっと鸞鳥に見つからないように天墉城を出たつもりだったが、鸞鳥たちはちゃんと気づいていて、西王母に知らせ、九天玄女が遣つかわされたのだそうだ。


　九ここの重えの高こう楼ろうで、赤い鳥──[image: ]せい遇ぐうをけしかけたのも耆童だったらしい。耆童は、三百年前の天界の戦いくさでは伏義女媧側についていたが、その時に滅ほろびかけ、新たに蘇った後に共工の傘さん下かに入ったという。仙せん桃とう樹じゆの精を拐かどわかしたのも耆童だったようだ。耆童は今、九天玄女に連れられ、裁かれるために天界の伏義のもとへ行っている。


　黒いと思っていた沼は、日が差してみれば不気味な赤だった。


　軒轅が言うには、この沼の底には相柳の毒血が結けつ晶しようしてできた流りゆう赭しやという土があり、それが変化できない妖に、変化の能力を与あたえるのだそうだ。


「土に土をやるの？　ってか、息壌が毒気にやられて死んじゃったりしない？」


『大丈夫、実験済みだから』


　軒轅は自信たっぷりに笑みを浮かべた。


　相柳の毒血は草木を生えさせなくするため、彼はこの沼の水を内ない苑えんの除草剤ざいに使っているという。そうしたら、たまたま流赭のかかった蟫螂ゴキブリが大きくなったり小さくなったり、象に変化したりしたのだそうだ。


『今もその蟫螂は元気だよ。ただ、何に変化しても、性質は蟫螂のままというのが困りものなんだけどね』


「蟫螂のような象……」


　夜中にカサカサ厨くりやを歩き回るのだろうか。


「で、どうやって流赭をすくい上げるの？」


　晄は、どろどろと粘ねばりけのありそうな赤黒い水をあらためて見下ろす。


『前に来た時には、沼の岸辺に流赭が堆たい積せきしてたんだが……』


　相柳の亡ぼう霊れいが暴れたせいか、沼の岸は洗われて普ふ通つうの黒土しかない。


『君は河伯の加護があるんだろう？　日も昇ったことだし、毒血の沼に潜もぐっても大丈夫なんじゃないか？』


「無理無理、それは絶対できない」


　晄はブンブンと頭かぶりを振ふった。きれいな小川にも足を浸つけられないのに、毒血の沼に潜れるわけがない。


「汪李なら……。一応水すい妖ようだし、化蛇の鱗うろこは毒血ぐらいじゃ傷いたまないだろうし」


　晄はすがるように汪李を見た。


『…………肌はだが丈じよう夫ぶという点では、駮も化蛇には劣おとらぬと思うが』


　汪李は、黄こ金がね色いろの目をチラリと煒白に向ける。


『…………駮は、陸上戦用に創つくられていて、水の中では呼吸ができないのだ』


　煒白は、申し訳なさそうに鳳を見る。


『おれは、空中戦用なんだってばっ！　まだ飛べねーけど』


　鳳は、おたおたと両手を振った。


　結局、毒血の沼に潜る勇気のある者はなく、鳳が光の槍やりを沼に差し入れて、底に溜たまった流赭を岸辺へ搔かき出すことになった。相柳を退治して陵に葬ほうむったという禹王は、やはり偉い大だいだ。


　岸辺に搔き出された流赭は、軒轅が用意してきた布ぬの袋ぶくろに詰つめ、一同は本ほん性しようを現した汪李の背に乗って天墉城へ戻もどる。


　南門の前では、なぜか黄金の杖つえを片手に、戦いくさ装しよう束ぞくに身を固めた西王母が、白い鹿しかに乗って待ち受けていた。


『まずい……、うっかり忘れてた……』


　汪李の背から彼女を見下ろし、軒轅は蒼そう白はくになった。





　　　　三




『この、たわけ者──っ!!』


　絶世の美神西王母が悪あつ鬼きに見えた。


『天墉城から勝手に出るなと、常つね日ひ頃ごろから言っておるじゃろうがっ!!　ろくに呪じゆ力りよくも持たぬくせに、相柳の陵に行くなど、早々に滅びたいのかっ!!』


　平へい伏ふくする晄と軒轅に、西王母は黄金の杖を突つきつける。


『[image: ]せい遇ぐうに襲おそわれた時点で、晄が何者かに狙ねらわれていることはわかっていたであろうが！　わざわざ罠わなにはまりに行ったのかっ！』


『まあ、それも半分……。仙桃樹の精を拐かした犯人がわかるかなと……』


　軒轅が消え入るような声で答えると、


『そんなことのために、命を捨てる気かっ!!』


　西王母はドンと黄金の杖を地面につき、晄と軒轅は跳とび上がった。


『晄も晄じゃ。炎えん招しよう戈かもろくに使いこなせぬというに、こんな男の口車に乗りおって。神々の亡霊に立ち向かうなど、千年早いわっ！』


「ごめんなさい……」


　晄は一層身を縮める。


『この男は根っからの武人での。妾わらわが戦いの場に赴おもむくことを厭いとうて、先手を打ち、度たび々たびこのような無む茶ちやをするのじゃ。待つ身の辛つらさを少しも考えぬ不調法者よ』


　西王母は忌いま々いましげに軒轅を見やる。


『晄、お前もじゃ。鳳鸞や化か蛇だの王、平圃の神妖がどんなに案じていたか──』


　彼女は晄の後ろに控ひかえる汪李たちを一いち瞥べつすると、


『あまり心配をかけるでない』


　そう言って踵きびすを返し、白い鹿に乗って瓊華の堂へと帰って行った。


　西王母の姿が遠ざかると、『やれやれ、相変わらず素す直なおじゃない』と、軒轅は苦く笑しようしながら立ち上がった。


「覚かく悟ごはしてたけど、すごかったねー」


　晄も、額の冷や汗あせを拭ぬぐいながらほっと息をつく。


『悪かったね。巻き込んでしまって。いや、叱しかられたことじゃなくて、罠が張られていることを予想してたのに陵墓へ連れてったこと』


「ううん。息壌を縮める秘薬を急いで手に入れたかったし、俺、神々の亡霊と戦って、自分が何を目指してたか思い出せたし、陵墓に行けてよかったと思ってる」


　晄は笑って頭を振った。


　心を蝕むしばむという亡霊に触ふれた時、心を占しめたのは身を切られるほどの悲しみだった。父母を亡なくした時の感情が一気に蘇よみがえったのだ。けれど、それに流されずに済んだのは、三人の妖あやかしが炎招戈に誓ちかった時の言葉だった。


「俺、炎招戈が本当は炎を招く戈ほこだって知って、ちょっと怖おじ気けづいたんだ。俺は、禹王や湯王みたいな英えい雄ゆうじゃないのにって──。でも、汪李たちはそんな俺に誓ってくれた。俺は、亡霊に心をかき回された時、汪李たち三人の妖との約束を思い出したんだ。そして陝邑の人たちの暮らしを守るとか、そのためには共工を復活させないようにするとか、俺が汪李たちと一緒にやろうとしてたことを思い出して、それが今の俺が一番大事に思ってることなんだってわかった。今は、炎招戈の使い手に選ばれてよかったって思う」


　晄が汪李、煒白、鳳の三人を順番に見ると、彼らは微笑ほほえんでうなずいた。


『よかった──。君が不安そうだったんで、僕も心配してたんだ』


　軒轅は、周囲の者までがほっとするような、優やさしげな笑えみを浮うかべた。


『これなら、炎招戈の力を上げても大だい丈じよう夫ぶだね。貸してごらん。炎招戈で炎を喚よべるようにしてあげよう』


　そう言って軒轅は手を出した。


「は──？　炎招戈の力を上げるって？」


　晄は目を瞬またたいた。


『炎招戈の炎はとても危険だから、今まで使えないように封ふうじてあったんだ。決して君の力量不足じゃないよ』


「えーと、そうじゃなくて、軒轅には炎招戈の力を上げることができるの？」


『僕が作った戈なのに、できなくてどうするんだ』


　晄は耳を疑った。炎招戈を作ったのは、伏義、女媧、神農の三皇と呼ばれる神の跡あとを継つぎ、人の身で、初めてこの世を平らげたという黄帝だったはず──。


「も、もしかして、軒轅て…………黄帝？」


　おずおずと発した問いに、軒轅と三人の妖は互たがいの顔を見合わせ、続いて、冷や汗をだらだらと垂らしている晄に視線を集めた。


『知らなかったのか──!?』


「……だ、だって、名前を訊いたら軒轅て……」


『姓せいは公こう孫そん、名は軒轅。黄帝ってのは称しよう号ごうだよ』


　鳳は、がっくりと脱だつ力りよくしていた。


『わかってるとばかり……。いや、炎招戈についてあれこれ悩なやんでいるわりに、僕への突っ込こみが甘いとは思ったんだが』


　軒轅も呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


『我が主あるじらしい』


　汪李はクスクスと笑い、


『今度、晄のために歴代帝てい王おうの称号と姓と名の一覧表を作ろう』


　煒白は真ま面じ目めな顔で言った。








　炎招戈の打ち直しは、崑崙の北端、天の北を指す閬ろう風ふう巓てんの頂上で行われた。


　そこには火神祝融も呼ばれていた。彼は赤い鱗に炎のたてがみを持つ赤せき龍りゆうの一人だった。


　祝融が金こん剛ごう石せきの台に載のせられた炎招戈に炎を吹ふきつけ、真っ赤に灼やけた戈の上に、すかさず汪李が雨を降らせた。赤い湯気を立てる炎招戈を軒轅が鎚つちで叩たたく。


『僕が使える唯ゆい一いつの呪じゆ術じゆつなんだ』


　軒轅は言った。


『人に頼たのんで戦ってもらうなんて自分でも酷ひどいと思うけど、僕には他に方法がないんだ』


　木生火の理ことわりに則のつとり、木徳の神である伏義や女媧の跡を継ついで皇となるのは、火徳の神であるべきだった。しかし、火とは相そう剋こくの関係にある水神共工が天界の覇は者しやとなろうとしたため、天界に戦が起こったのだという。


　祝融が共工を討うち、女媧の跡は、理の通り火徳の神である炎帝すなわち神農が継いだ。しかし、帝てい舜しゆんの時代、共工は再び天界に戦いを挑いどんだ。


『竜の血を引いていると言われてるけど、僕自身は普ふ通つうの人間だったから、神に格上げされても崑崙と人間界を自由に行き来するほどの力は持たない。共工が洪こう水ずいを招いて、人の世を脅おびやかした時、本当は僕が共工を止めたかったけれど、それができないから炎招戈を作って禹に託たくしたんだ』


　炎招戈の刀身を見つめる軒轅の目は、少し悲しげだった。共工と戦って手足の自由を失った禹王のことを思っているのかもしれない。


『炎招戈が招く炎は、祝融の炎と同じぐらい凄すさまじくて、地上のすべてのものを焼き尽つくしてしまう。それを消すのが、水すい妖ようの化蛇の役目だった』


　軒轅は鎚を振ふるう手を止めて、空を仰あおぐ。汪李は祝融とともに、閬風巓の上空をゆったりと滑かつ空くうしていた。


『禹は立派な男だったが、最初から王だったわけじゃない。僕が禹を選んだのは、洪水を起こす妖として恐おそれられていた化蛇と、心を通じ合わせられたからだ』


「そうなの──？」


　武芸とか政まつりごとの才に秀ひいでた英雄が、炎招戈の使い手に選ばれるのではなかったのか。


『化蛇の王と出会ったのは、ずいぶんと昔、僕がまだ幼い時でね。その頃ころは、自分が崑崙に来て、炎えん招しよう戈かを作ることになるなんて全然思ってなかったけれど』


　軒轅は懐なつかしそうに笑った。


『化蛇の王はかたくなでね。なかなか心を開かないんだが、その彼が信しん頼らいを寄せる者は必ずといっていいほど、人の世の安あん寧ねいを願い、皆みんなに忌いみ嫌われるような妖にも心を配る。成湯もそうだった。そして君も──』


　人好きのする優しい目が晄に向いた。


『君は、共工がどんな神か知りたいと、そして炅を救いたいと言ったね。それこそが、化蛇の王の信頼を得て、炎招戈の使い手となる資格なんだ。荒あらぶる洪水神の気持ちを鎮しずめてやってほしい。そして何千年と続いている伏義、女媧と共工との戦いを終わらせてくれ』


　軒轅は、炎招戈を晄に差し出した。


「うん──」


　晄は炎招戈を受け取り、柄つかを握にぎり直した。玉の色をした聖なる戈は、前以上にしっくりと手になじんだ。


「俺、がんばるよ。軒轅や汪李、煒白、鳳鸞が俺を選んだのは間ま違ちがいじゃなかったって言ってくれるように」


　神から、人の世を預けられた最初の王──黄帝を見つめ、晄は炎招戈を握りしめた。





　　　　[image: ]





『きゃー、くすぐったーい、やめてー』


　息そく壌じようは三日月形の口をまん丸にし、身を震ふるわせて笑った。大地が揺ゆれて付近の住民が逃にげまどう。


『我が慢まんしろ。被ひ害がいをこれ以上拡大させるな』


　鳳は鍬くわを振るいながら、息壌に『めっ』をした。


　相柳の毒血からできた秘薬、流りゆう赭しやを息壌に与あたえる作業は、晄たちが崑崙から戻もどったその日のうちに行われた。雨が降ったら今度こそ陝邑が埋うまるからである。


　汪李は背から翼つばさを生やし、流赭が詰つめられた大きな布ぬの袋ぶくろを抱かかえて空を飛び、その赤い土をパラパラと息壌の上に撒まく。撒かれた流赭は、晄を始めとした陝邑の領民たちが、総出で鍬を使って息壌の中に埋め込んだ。


「何か、呪術を行ってるって感じが全然しませんねぇ」


　せっせと息壌を耕す領民たちを見上げ、舜はほんわり笑った。彼は万一、息壌がうまく縮まらなかったり凶きよう暴ぼう化したりした場合のことを考えて、ありとあらゆる呪具を用意して待機しているのだ。


『流赭は撒き終わった。避ひ難なんしろ』


　上空で汪李が叫さけんだ。流赭は撒いてから一刻で効き目が現れるという。わらわらと領民たちは下山し、舜が用意した呪具の後ろに一ひと塊かたまりになった。


「うまくいくかな……」


　晄たちは固かた唾ずを呑のんで息壌を見守った。


『なんか、おなかの中が、かゆーい』


　やがて息壌が身をよじった。その途と端たん、ズズンと地じ響ひびきを立ててその巨きよ体たいが縮まる。


『あれ、あれ、あれ～』


　見る間に、息壌は膝ひざの高さぐらいにまで小さくなった。しわしわした茶色い身体からだに、丸い目と三日月形の口元はそのままだ。山だった時もチャウチャウ犬っぽかったが、小さくなったら一層それらしい。


『生きてるかな……？』


　鳳が恐る恐る近寄った。相柳の影えい響きようで凶暴化している可能性もある。


『ほーくん、なんかおおきくなったね～』


　丸い目が鳳を見上げた。中身も以前の息壌のままだ。縮小化は成功したのである。


「やった──、うまくいった」


　領民たちがドッと歓かん声せいを上げ、晄たちも息壌に駆かけ寄った。


　鳳は息壌の頭をさわさわと撫なでる。


『馬ば鹿かか、お前が小さくなったんだよ』


　ぽつんと涙なみだが一ひと粒つぶ息壌に落ちた。途端に、ドンと息壌が牛ぐらいの大きさになり、晄たちはあらためて崑崙の妖あやかしの恐ろしさを知ったのだった。








　息壌はチャウと名づけられ、晄の家で飼うことになった。


『禹王の父、鯀は神に無断で息壌を盗ぬすみ、治水にも失敗したため罰ばつせられた』


　と煒白は心配そうだったが、鳳ばかりか莉由までが崑崙へ返したくないと言い張ったからだ。


　チャウは変へん化げを覚えて、普ふ段だんは子犬の姿で鳳の後をくっついて回っているが、馬になって莉由の馬車を引いたり、人ひと形がたになって掃そう除じを手伝ったりした。ただし濡ぬれると巨きよ大だい化するので、洗せん濯たくは手伝えない。


　変化の苦手な汪李がうらやましそうだったので、晄はもう一度崑崙へ行って、流赭を取りに行くことを考えたのだが、汪李は『相柳の毒血など飲めるか』と、頑がんとして受けつけなかった。





　土ど剋こく水すい──。


　土は水を堰せき止め、その力を弱める。


　水神共工との戦いで、この息壌が果たす役割に晄が気づくのは、それからしばらく後のことだった。




　あとがき




　木々の葉も微かすかに色づき始めた今日この頃ごろですが、いかがお過ごしでしょうか。


『神が目覚める……』から早一ヶ月。本巻を無事にお届けすることができて本当に嬉うれしいです。


　担当様を始め、校正者様、印刷所の方々には、またまた御ご迷めい惑わくをおかけしてしまいました。この場を借りてお礼とお詫わびを申し上げます。


　神様編というべきこの外伝ですが、神様のお姿や御気き性しようについては、かなり好き勝手に書かせていただきました。偉い大だいなる黄こう帝ていも、ここではちょっとヘタレなおじさん風になっていますが、東方妖遊記の世界ということで、どうか御容よう赦しやください～。黄帝については、いずれ汪おう李りの過去の物語で名めい誉よ挽ばん回かいさせることが……できるのかな？


　伊い藤とう明あき十と先生には、美しい神々や壮そう麗れいな崑こん崙ろんを描えがいていただき感激です！　この世にいながら、極ごく楽らくを見たような気持ちです。息そく壌じようも可愛かわいいです～。村田もこれ、飼いたいです～。


　読者の皆みな様さまにも、たくさんの応おう援えんを本当にありがとうございます。お手紙の返事がなかなか出せなくて申し訳ありません。でも、皆様の一言一言は村田の宝物です。


　それでは、時じ節せつ柄がらくれぐれもお体を大切に。またお目にかかれる日を楽しみにしております。







村田　栞　　
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　東方妖遊紀行　神々の箱庭にて編









黄帝　　　西せい王おう母ぼ、君が息そく壌じようを人間界に留め置くことを許すなんて、ちょっと意外だったよ。


東岳大帝　聞けば、ひよこが息壌を手放したくないと言ったとか。そなたは、ひよこには甘いのだな。


英招　　　西王母殿どのは、土ど剋こく水すいの理ことわりに則のつとり、息壌が共きよう工こうを堰せき止めることを見み越こして、晄こうのそばに置いてやろうと思ったのでしょう？


西王母　　ふん。あのような小こ童わつぱでは、禹うや成せい湯とうの代わりは務まらぬゆえ、せめて小道具ぐらいはそろえてやらねばの。


黄帝・英招　素す直なおに、晄が心配だって言えばいいのに……（ぼそぼそ）。


西王母　　べ、別に妾わらわは、晄のことなど心配してはおらぬ。人間を作ったのは女じよ媧か様だというのに、共工めが人の世を手中に収めようとしておるのが、妾には許せぬだけじゃ。


東岳大帝　天界の覇は権けん争いは、泰たい山ざんのあずかり知るところではないが、共工が蘇よみがえれば、やつは黄こう泉せんにも手を出すだろう。それだけは阻そ止しせねばならない。しかしなぜ、あのような年若い者を炎えん招しよう戈かの使い手に選んだのだ。共工の気に取とり憑つかれ、身を守る必要があったからか？


黄帝　　　いや、共工に憑かれた二人の赤子のことは気になっていたけど、炎招戈の使い手に選んだのはそれとは関係ないよ。心根が禹や成湯と同じく、この世のすべての命を大切にできる子だったから──。彼を守護する河か伯はくも、晄が炎招戈の使い手になることを認めてくれたしね。


英招　　　可か哀わい想そうな気もいたしますわ。生まれる前から、過か酷こくな運命を背負っていたというのに……。この上、禹や成湯がやり残したことを引ひき継つがなければならないなんて。


東岳大帝　化か蛇だは、禹や成湯に仕えていた時の記き憶おくを取り戻もどしたのか？


黄帝　　　記憶が戻ったわけではないようだけど、祝しゆく融ゆうがすべて話したらしい。


英招　　　あの水すい妖ようの王にも、もうあの時のような辛つらい思いはさせたくありません。私わたくしの創つくった駮はく──煒い白はくも炎招戈の使い手と命運をともにするでしょうし……。


西王母　　鳳ほう鸞らんがともに在りたいと望んだ男じゃ。生き延びて、妾たちの積年の願いを叶かなえてもらわねばならぬ。


黄帝　　　晄なら、きっと伏ふつ義き、女媧と共工との戦いに終しゆう止し符ふを打ってくれると思うよ。僕は彼に直接会って、そのことが確信できた。


東岳大帝　そう言えば、晄は最後まで、おぬしが黄帝であることに気づかなかったとか。


西王母　　そちが神らしくないからじゃ。もっと威い厳げんを持って、堂々としておれ！


黄帝　　　……はあ、……すみません。


英招　　　けれど、神らしくしたいからと、威厳を持って、いつでもどこでも堂々とお風ふ呂ろに入らないでくださいね。神とは何か、晄が悩なやんだら気の毒ですから。




〈初出〉





少年王と東岳大帝


The Sneaker　２０１０年３月号増刊


「The Beans VOL.14」





少年王と戦いの女神


The Sneaker　２０１０年９月号増刊


「The Beans VOL.15」





以上の二編は、雑誌掲載時より加筆、修正を行い、収録しました。





少年王、崑こん崙ろんへ行く


書き下ろし




東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


神かみ々がみの箱はこ庭にわにて





村むら田た　栞しおり
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